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序

茨城県は，つくば市を日本における科学技術の研究開発の中核として，

さらに国際交流の拠点としてふさわしい街づくりを進めております。こ

の新しい街づくりの一環として，つくば市と独立行政法人都市再生機構

茨城地域支社は，市と首都圏を直結する「つくばエクスプレス」の整備と

同時に，その沿線開発を一体的に進める土地区画整理事業を計画的に推

進しています。

財団法人茨城県教育財団は，住宅・都市整備公団つくば開発局（現独立

行政法人都市再生機構茨城地域支社）から開発区域内における埋蔵文化

財発掘調査事業の委託を受け，平成８年度から平成１３年度にかけて中根

中谷津遺跡，東岡中原遺跡，金田西遺跡，金田西坪B遺跡，九重東岡廃

寺，上野陣場遺跡，上野古屋敷遺跡の調査を実施してまいりました。そ

の成果は，当財団の『文化財調査報告』第１３９・１５５・１５９・１７０・１８２・

１９５・２０９・２５１・２８５集としてすでに報告したところであります。

本書は，平成１８年度に調査を実施した上野古屋敷遺跡の成果を収録し

たものであります。本書が，学術的な研究資料としてはもとより，郷土

の歴史に対する理解を深めるために活用されることによりまして，教

育・文化の向上の一助となれば幸いです。

最後になりますが，発掘調査から本書の刊行に至るまで，委託者であ

る独立行政法人都市再生機構茨城地域支社から多大なご協力を賜りまし

たことに対し，厚く御礼申し上げますとともに，茨城県教育委員会，つ

くば市教育委員会をはじめ，関係各位からいただいた御指導，ご協力に

対し，深く感謝申し上げます。

平成２０年３月

財団法人 茨城県教育財団

理事長 人 見 實 德



例 言

１ 本書は，独立行政法人都市再生機構茨城地域支社の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成１８年９月

から平成１９年３月まで発掘調査を実施した，茨城県つくば市大字上野字天神５５３番地ほかに所在する上野古
うえ の ふる

屋敷遺跡の発掘調査報告書である。
や しき

２ 当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりである。

調 査 平成１８年９月１日～平成１９年３月３０日

整 理 平成１９年４月１日～１０月３１日

３ 当遺跡の発掘調査は，調査課長川井正一のもと，以下の者が担当した。

首席調査員兼班長 樫 村 宣 行

主 任 調 査 員 田 中 幸 夫

主 任 調 査 員 花 見 勝 博

４ 整理及び本書の執筆・編集は，整理課長村上和彦のもと，副主査川井正一が担当した。



凡 例

１ 当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，X＝＋１２，８８０m，Y＝＋２６，０８０mの交点

を基準点（A１a１）とした。なお，この原点は，日本測地系による基準点である。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西南北各々４０m四方に分割し，さらに，この大調査区を

東西・南北に各々１０等分し，４m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…，西から東へ１，２，３…と

し，「A１区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へa，b，c…j，西から 東へ１，２，３…０と

し，名称は大調査区の名称を冠して「A１a１区」のように呼称した。

２ 抄録の北緯及び東経の欄には，世界測地系に基づく緯度・経度を（ ）を付して併記した。

３ 遺構・遺物・土層の実測図，一覧表，遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

遺構 SD－溝跡 SI－竪穴住居跡 SK－土坑 PG－ピット群

遺物 DP－土製品 M－金属製品 P－土器・陶器・磁器 Q－石器・石製品 TP－拓本記録土器

土層 K－撹乱

４ 土層観察と遺物における色調の判定には，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著 日本色研事業株

式会社）を使用した。

５ 土層解説中の含有物については，各々総量で記述した。

６ 遺構・遺物実測図の縮尺は，次のとおりである。

（１）遺構全体図は４００分の１，遺構実測図は原則６０分の１とした。

（２）遺物実測図は原則として３分の１で掲載した。種類や大きさにより異なる場合があり，それらについて

は個々に縮尺を表示した。

（３）遺構及び遺物の実測図中の表示は次のとおりである。

焼土・赤彩・施釉 炉・火床面・繊維土器断面

竈部材・粘土範囲・黒色処理

●土器・陶器 ○土製品 □石器・石製品 △金属製品 硬化面

７ 遺物観察表及び遺構一覧表の作成方法は，次のとおりである。

（１）遺物番号は通し番号とし，挿図，観察表，写真図版に記した番号と同一とした。

（２）計測値の単位はcm及びgで示した。

（３）遺物観察表及び遺構一覧表とも（ ）は現存値，［ ］は推定値であることを示している。

（４）備考欄には，土器の現存率及び写真図版番号の他に，必要と思われる事項を記した。

８ 「主軸」は，竈（炉）を有する竪穴住居跡については竈（炉）を通る軸線とし，他の遺構については長軸

（径）を主軸とみなした。「主軸」及び「長軸」の方向は，それぞれの軸が座標北からみて，どの方向にどれ

だけ振れているかを角度で表示した（例 N－１０°－E）。

９ 遺構番号については，各遺構毎に既調査時の最終番号の次から付した。
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特記事項主な遺物主な遺構主な時代種 別所収遺跡名

縄文土器（深鉢），石器･石
製品（鏃・石匙・磨石・石
斧・石棒・玦状耳飾り・垂
飾り），剥片

竪穴住居跡 １２軒
陥し穴 ３基
土坑 ３３基
遺物包含層 １か所

縄 文集落跡上野古屋敷遺跡

弥生土器（壺），土製品（紡
錘車）

竪穴住居跡 ３軒弥 生

土師器（坏・坩・器台・高
坏・椀・壺・甕・甑・ミニチュ
ア土器）,土製品（球状土錘），
石製品（勾玉・臼玉・紡錘
車），埴輪

竪穴住居跡 ９軒
土坑 ４基
溝跡 １条

古 墳

土師器（坏・高台付坏・甕），
須恵器（高台付坏），灰釉陶
器（短頸壺）土製品（球状
土錘）

竪穴住居跡 ２軒平 安

金属製品（煙管）墓坑 ２基近 世墓 域

土師質土器（小皿・鍋・火
鉢），陶 器（小 皿），磁 器
（碗），鉄製品（釘・簀）

土坑 ６基
溝跡 ７条

中・近世その他

土坑 ６６基
溝跡 ６条
ピット群 ３か所

時期不明

当遺跡名が示すように，当域は現在の上野地区の故地と言われ，調査区には古屋敷の字名が
残っている。調査の結果，縄文時代早・前・中期，弥生時代後期，古墳時代前・中期，奈良・
平安時代，中世後半と断続的に集落が営まれた旧石器時代から江戸時代までの複合遺跡である
ことが判明した。

要 約

〔 〕〔 〕
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第１章 調 査 経 緯

第１節 調査に至る経緯

つくば市は，世界に開かれた国際交流の中心，世界の科学技術をリードする研究開発の拠点として，２１世紀

の新しい街づくりを進めている。その一環として取り組んでいるのが，西暦２００５年８月開業の「つくばエクス

プレス」の建設とそれに伴う沿線の開発である。中根・金田台地区については，住宅・都市整備公団つくば開

発局（平成９年１０月から住宅・都市整備公団茨城地域支社に，平成１１年１０月から都市基盤整備公団茨城地域支

社に，平成１６年７月から独立行政法人都市再生機構茨城地域支社に名称を変更）を事業主体として，土地区画

整理事業を進めている。

平成６年１１月１８日，住宅・都市整備公団つくば開発局長から茨城県教育委員会教育長あてに，中根・金田台

特定土地区画整理事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会があった。これを

受けて茨城県教育委員会は平成７年５月１５日～６月８日に現地踏査を行い，上野古屋敷遺跡については平成１１

年８月１０～１２日，９月３０日，１１月２６・２９・３０日，１２月１・１５日，平成１２年１月１４・１７～１９日に試掘調査をそれぞ

れ実施し，遺跡の所在を確認した。平成１２年２月１５日，茨城県教育委員会教育長は，都市基盤整備公団茨城地

域支社長あてに，事業地内に上野古屋敷遺跡が所在すること及びその取り扱いについて別途協議が必要である

ことを回答した。

平成１２年３月２１日，都市基盤整備公団茨城地域支社長から茨城県教育委員会教育長に対して，文化財保護法

第５７条の３の第１項の規定に基づき，土木工事等のための埋蔵文化財包蔵地の発掘についての通知が提出され

た。茨城県教育委員会教育長は，計画変更による現状保存が困難であることから記録保存のための発掘調査が

必要であると決定し，都市基盤整備公団茨城地域支社長あてに，工事着手前に発掘調査を実施するよう通知し

た。

平成１２年３月２３日，都市基盤整備公団茨城地域支社長から，茨城県教育委員会教育長あてに，中根・金田台

特定土地区画整理事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施についての協議書が提出された。平成１２年３月２４日，

茨城県教育委員会教育長は，都市基盤整備公団茨城地域支社長あてに上野古屋敷遺跡について，発掘調査の範

囲及び面積等について回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

財団法人茨城県教育財団は，都市基盤整備公団茨城地域支社長から上野古屋敷遺跡埋蔵文化財発掘調査事業

について委託を受け，平成１２年７月１日から１０月３１日まで第１次調査，平成１３年４月１日から平成１４年３月３１

日まで第２次調査を実施した。

平成１６年６月２８日，茨城県教育委員会は上野古屋敷遺跡の試掘調査を再度実施した。平成１６年７月５日，茨

城県教育委員会教育長は，独立行政法人都市再生機構茨城地域支社長あてに事業地内に上野古屋敷遺跡が所在

すること及びその取り扱いについて別途協議が必要であることを回答した。

平成１８年２月２４日，独立行政法人都市再生機構茨城地域支社長から，茨城県教育委員会教育長あてに，中

根・金田台特定土地区画整理事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施についての協議書が提出された。平成１８年

２月２４日，茨城県教育委員会教育長は，独立行政法人都市再生機構茨城地域支社長あてに上野古屋敷遺跡につ

いて，発掘調査の範囲及び面積等について回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として財団法人茨城県教育財

団を紹介した。
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財団法人茨城県教育財団は，独立行政法人都市再生機構茨城地域支社長から埋蔵文化財発掘調査事業につい

て委託を受け，平成１８年９月１日から平成１９年３月３１日まで，上野古屋敷遺跡の発掘調査を実施することとな

り，発掘調査を開始した。

第２節 調 査 経 過

上野古屋敷遺跡の調査は，平成１８年９月１日から平成１９年３月３１日までの７か月間にわたって実施した。

以下，その概要を表で記載する。

３月２月１月１２月１１月１０月９月
期間

工程

調査準備
表土除去
遺構確認

遺構調査

遺物洗浄
注記作業
写真整理

補足調査
撤 収
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第２章 位 置 と 環 境

第１節 地 理 的 環 境

上野古屋敷遺跡は，茨城県つくば市大字上野字天神５５３番地ほかに所在している。

つくば市は茨城県の南西部に位置し，東方約５kmには霞ヶ浦，北端には筑波山がある。当遺跡付近の地勢

は，筑波山の南西麓を南下する桜川の低地と，西側を小貝川によって限られた標高２５～２６mでほぼ平坦な筑

波・稲敷台地からなっている。この台地には，花室川，蓮沼川，東谷田川，西谷田川など中小河川が南流し

て，台地縁部を樹枝状に開析している。そのため，谷津や低地が南北に細長く発達し（第１図），北から南に細

長く延びる舌状台地が形成されている。桜川によって大きく開析された流域には，標高約５mほどの沖積低地

が形成され，台地との標高差は約２０mである。

筑波・稲敷台地は，千葉県北部から茨城県南部に広がる常総台地の一部であり，地質的には，新生代第四紀

洪積世に形成された地層が堆積している。下層は成田層及び竜ヶ崎層と呼ばれる砂層・砂礫層が主体をなし，

その上部に板橋層または常総粘土層と呼ばれる灰白色粘土層，さらにその上部に関東ローム層が堆積し，最上

部は腐植土層となっている１）。関東ローム層は，新期ロームに属し，武蔵野ローム，立川ロームに比定され，

軽石層の分布から，富士・箱根火山群の活動に由来するものと考えられる。

当遺跡は，つくば市の東部（旧新治郡桜村），桜川右岸の北側に張り出した標高２５～２８mの舌状台地上に立地

している。台地は長さ５００m，幅２５０mで，北西側と東側に幅の狭い支谷が入り込み，その低位面との比高は約

１０mである。支谷を挟んだ約１００m北西の台地上には上野陣場遺跡が所在している。

当遺跡とその周辺の土地利用の現状は，台地縁辺部の一部が雑木林・杉林のほか，台地上は主に畑地として

利用されている。また，遺跡の位置する舌状台地を挟むように入り込む支谷は水田または休耕田であり，桜川

流域の低地は水田として利用されている。

第２節 歴 史 的 環 境

上野古屋敷遺跡は縄文時代前期，古墳時代前・中期及び中・近世を中心とした旧石器時代から江戸時代にか

けての複合遺跡である。ここでは，桜川と花室川流域の同時代の遺跡を中心に分布の概要について述べる。

旧石器時代の遺跡数は他の時代と比べて極めて少ない。１０か所の石器集中地点が確認され，３か所の石器集

中地点からナイフ形石器，掻器，楔形石器，尖頭器，石核，石刃，剥片などが多数出土した花室川左岸の

東岡中原遺跡２）
ひがしおかなかはら

〈５４〉のほか，桜川左岸の北条中台遺跡３），花室川左岸の柴崎遺跡４）〈７〉，蓮沼川左岸の
なかだい しばさき

苅間
か り ま

神田
じんでん

遺跡などからナイフ形石器や尖頭器が出土している。

縄文時代の遺跡は，多数確認されている。桜川右岸では，柴崎遺跡（早期～前期，後期），上野
う え の

天神遺跡（中
てんじん

期）〈４〉，花室遺跡（中期～晩期）〈４６〉，
はなむろ

金田
こ ん だ

西坪B遺跡（中期～晩期）〈５６〉，
にしつぼ

上境旭台貝塚（後期～晩期）
かみざかいあさひだい

〈７３〉，中根中谷津遺跡（後期～晩期）５）〈７１〉などがあり，下流域には国指定史跡の土浦市
な か ね な か や つ

上高津貝塚がある６）。
かみたかつ

弥生時代の遺跡は他の時代と比べて少なく，隣接する上野陣場遺跡７）〈５〉や，北西１．５kmに位置している
う え の じ ん ば

玉取向山遺跡８）で集落跡が確認されているほか数か所である。
たまとりむかいやま

古墳時代の遺跡は，当流域では６１遺跡が確認されている。桜川右岸では，当遺跡と谷津を挟んで北西に位置
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する上野陣場遺跡で，前期の小集落と後期の大集落が確認されている。また，後期の集落が確認されている

柴崎遺跡，中期の集落が確認されている東岡中原遺跡のほか，栗原中台遺跡〈１４〉，栗原大山遺跡〈１０〉，
くりはらなかだい くりはらおおやま

上境
かみざかい

作ノ内遺跡〈７６〉などの包蔵地が数多く存在している。桜川右岸では，小田橋遺跡で後期の集落が確認されて
さくのうち

いる９）ほか，岡の宮遺跡がある。古墳は，当遺跡に隣接して当地域最大の全長８０mの前方後円墳上野天神塚古
てんじんづか

墳〈３〉，上野定使古墳群〈２〉がある。この他，栗原
う え の て い し

愛宕塚古墳〈１１〉，栗原
あたごつか

十日塚古墳〈９〉をはじめ，桜
とおかつか

川右岸台地縁辺部に玉取古墳群，円筒埴輪・人物埴輪・動物埴輪が出土した上境滝ノ台古墳群〈７４〉，埴輪片・
たまとり かみざかいたきのだい

石棺破片が出土した横町古墳群〈６３〉，前方後円墳２基・円墳１基から構成される松塚古墳群〈２７〉などが確認
よこまち まつづか

されている１０）が，様相が判明している古墳の時期はいずれも後期である。

奈良・平安時代の当該地は，河内郡菅田郷に属し，北は筑波郡に接している。１２世紀には田中の庄に属して
す が た

いた。菅田郷の郷域は，『新編常陸国誌』によれば，現在のつくば市松塚を東端とし，横町，中根，金田，上

野，上境，柴崎，東岡，妻木，さらに花室川を越えて学園都市の中央部である吾妻，天久保を経て，苅間，大

橋，新井，柳橋と蓮沼川に沿って南西へ広がり，大白硲，小白硲を西限とした地域に比定している１１）。この地

域における奈良・平安時代の遺跡は４１か所確認されているが，蓮沼川流域は希薄で，桜川と花室川に挟まれた

中根，金田を中心とする台地上に集中している。すなわち，当遺跡の南約２kmに位置し，国指定史跡である

金田官衙遺跡（金田西遺跡〈５９〉・金田
こんだにし

西坪A遺跡〈５７〉・金田西坪B遺跡），
にしつぼ

九重東岡廃寺〈５８〉を中心とし
ここのえひがしおか

て，約４km四方に密集している。金田西坪A遺跡は従来から河内郡家の正倉跡と推定されていたが，２００２年

に金田西・金田西坪B遺跡及び九重東岡廃寺の確認調査を実施したところ，多数の掘立柱建物跡等が確認さ

れ，河内郡家の郡庁院，正倉院及び関連建物群であることが明らかになった１２）。九重東岡廃寺は，礎石，瓦

塔，瓦，蔵骨器などが出土しており，確認調査で基壇の一部と溝，堂宇と想定される掘立柱建物跡が検出され

ているが，寺域や伽藍配置等については不明である１３）。河内郡家の周辺には，西側に隣接し，金田官衙遺跡と

ほぼ同時期に展開し密接に関係する集落跡と考えられている東岡中原遺跡，北西約２kmにあり１６０軒以上の竪

穴住居跡や掘立柱建物跡が検出された柴崎遺跡，竪穴住居跡７０軒，掘立柱建物跡１１棟や氷室状遺構と考えられ

ている大形円形土坑等が確認されている上野陣場遺跡などが存在している。これらの集落は，河内郡家を支え

た集落と考えられている。

中・近世以降の遺跡は，近年の分布調査で数多く確認され，中世は５４遺跡，近世は５０遺跡に及んでいる１４）。

当遺跡に隣接している柴崎遺跡では，中世の方形竪穴遺構が９５基確認され，１２～１３世紀の集落跡と想定されて

いる。また，栗原古塚遺跡〈１７〉，栗原
ふるづか

沼向
ぬまむかい

遺跡〈１９〉，栗原白旗遺跡，栄土器屋遺跡〈２９〉などの包蔵地も確
しらはた さかえかわらけや

認されている。これ以外に城館跡も多く，桜川右岸には方穂故城跡，柴崎片岡上館跡〈６９〉，
か た ほ こ

金田城跡〈６０〉
こ ん だ

花室城跡〈４５〉，
はなむろ

上ノ室城跡があり，桜川左岸には小田氏の居城であった国指定史跡
うえのむろ

小田城
おだじょう

跡，田土部館跡など
た ど べ

が位置している。当地域は鎌倉時代から室町時代にかけては小田氏，戦国時代においては小田氏と佐竹氏の支

配下となり，中世末まで上野地区は上境・中根・土器屋・松塚・横町・柴崎地区で一郷を構成し，筑波郡と境

を接することから境郷とも呼ばれていた。江戸時代は上野・栗原地区は堀氏玉取藩の知行地であったが，旧桜

村の多くは土浦藩に属することになり，明治４年（１８７１年）の廃藩置県に至っている。さらに仏教関連では，

筑波山の南，三村山麓一帯には中世寺院群が位置し，つくば市三村山清冷院極楽寺跡には，１３世紀半ば，大和
ごくらくじ

の高僧忍性が来往して，布教に努めたと伝えられている１５）。
にんしょう

当該地は当遺跡の名称「上野古屋敷」が示すように，現在のつくば市大字上野地区の集落が中世後半に所在

したと言われている故地であり，遺跡内に小字で「古屋敷」の地番が残るところである。この上野地区の南東

に隣接する上境地区にも，桜川沿いの微高地に小字で「古屋敷」の地名が残る区域があり，上境古屋敷遺跡
かみざかいふるやしき
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〈７９〉として『茨城県遺跡地図』１６）に登録されている。

※文中の〈 〉内の番号は，第１図及び表１中の該当遺跡番号と同じである。
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第１図　上野古屋敷遺跡周辺遺跡分布図（国土地理院２５０００分の１「上郷」「常陸藤沢」）
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表１ 上野古屋敷遺跡周辺遺跡一覧表

時 代

遺 跡 名

番

号

時 代

遺 跡 名

番

号

近

世

中

世

律

令

古

墳

弥

生

縄

文

旧

石

器

近

世

中

世

律

令

古

墳

弥

生

縄

文

旧

石

器

○○古 来 遺 跡４１○○○○○○○上 野 古 屋 敷 遺 跡①
○○古 来 館 跡４２○上 野 定 使 古 墳 群２

○上 ノ 室 条 里４３○上 野 天 神 塚 古 墳３

○○金 田 本 田 遺 跡４４○上 野 天 神 遺 跡４

○○○○○○花 室 城 跡４５○○○○○○上 野 陣 場 遺 跡５

○○花 室 遺 跡４６○○上 野 中 塚 遺 跡６

○○○花 室 寺 山 前 遺 跡４７○○○柴 崎 遺 跡７

○花 室 溝 向 遺 跡４８○栗 原 大 山 西 遺 跡８

○○東 岡 天 神 前 遺 跡４９○栗 原 十 日 塚 古 墳９

○花 室 大 日 塚 古 墳５０○○栗 原 大 山 遺 跡１０

○○○東 岡 南 遺 跡５１○栗 原 愛 宕 塚 古 墳１１

○○○妻 木 宮 前 遺 跡５２○○○○○栗 原 五 竜 遺 跡１２

○○○妻 木 坪 内 遺 跡５３○栗 原 五 龍 塚 古 墳１３

○○○○○○東 岡 中 原 遺 跡５４○○○○○栗 原 中 台 遺 跡１４

○東 岡 中 畑 遺 跡５５○○栗 原 登 戸 遺 跡１５

○○○金 田 西 坪 Ｂ 遺 跡５６○栗 原 古 塚 古 墳１６

○金 田 西 坪 Ａ 遺 跡５７○○○栗 原 古 塚 遺 跡１７

○○○九 重 東 岡 廃 寺５８○○○栗 原 遺 跡１８

○○○金 田 西 遺 跡５９○○○栗 原 沼 向 遺 跡１９

○金 田 城 跡６０○稲 荷 塚 古 墳２０

○金 田 古 墳６１○○○○広 畑 遺 跡２１

○○○横 町 庚 申 塚 遺 跡６２○田 土 部 館 跡２２

○横 町 古 墳 群６３○○五 斗 内 遺 跡２３

○○柴 崎 大 堀 遺 跡６４○○○中 根 遺 跡２４

○柴 崎 稲 荷 前 古 墳６５○○松 塚 鷺 打 遺 跡２５

○○妻 木 鴻 ノ 巣 遺 跡６６○○○松 塚 高 畑 遺 跡２６

○○○○○柴 崎 南 遺 跡６７○松 塚 古 墳 群２７

○柴 崎 ボ ツ ケ 遺 跡６８○○栄 屋 敷 付 遺 跡２８

○○○柴 崎 片 岡 上 館 跡６９○○○栄 土 器 屋 遺 跡２９

○○柴 崎 大 日 古 墳７０○○中 根 屋 敷 附 館 跡３０

○○○中 根 中 谷 津 遺 跡７１○○○中 根 不 葉 抜 遺 跡３１

○中 根 中 谷 津 古 墳７２○中 根 と り お い 塚 古 墳３２

○○上 境 旭 台 貝 塚７３○○中 根 宮 ノ 前 遺 跡３３

○上 境 滝 ノ 台 古 墳 群７４○○○金 田 竜 宮 橋 遺 跡３４

○○上 境 滝 ノ 臺 遺 跡７５○○○古 来 北 ノ 崎 遺 跡３５

○○○上 境 作 ノ 内 遺 跡７６○○古 来 島 ノ 前 塚３６

○上 境 作 ノ 内 古 墳 群７７○○○大 南 遺 跡３７

○上 境 ど ん ど ん 塚 古 墳７８○○○○大 白 畑 遺 跡３８

○○○上 境 古 屋 敷 遺 跡７９○○○○大 寺 前 遺 跡３９

○上 境 北 ノ 内 遺 跡８０○○○吉 瀬 黄 金 遺 跡４０
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第２図 上野古屋敷遺跡グリット設定図（独立行政法人 都市再生機構茨城地域支社・金田台地区現況調整土地図２５００分の１）
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第３章 調 査 の 成 果

第１節 調 査 の 概 要

上野古屋敷遺跡は，つくば市の東部に位置し，桜川右岸の標高２５．２～２７．９mの舌状台地上に立地している。

遺跡の範囲は東西１５０m，南北４５０mと広大なものであるが，平成１８年度の調査面積は９，３４９㎡である。

今回の調査は，平成１２・１３年度に調査を実施した場所の南西部（２区）と北部（３・４区）の２か所につい

て行った。今回報告するのは，北部（３区）の３，４２７m２についてである。当遺跡は平成１２・１３年度の調査で，

旧石器時代から江戸時代までの複合遺跡であることが判明している。今回の調査では，縄文時代の竪穴住居跡

１２軒，陥し穴３基，土坑３３基，遺物包含層１か所，弥生時代の竪穴住居跡３軒，古墳時代の竪穴住居跡９軒，

土坑４基，溝跡１条，平安時代の竪穴住居跡２軒，中・近世の墓坑２基，土坑６基，溝跡７条，時期不明の土

坑６６基，溝跡６条，ピット群３か所を確認した。

遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０cm）に５２箱出土している。主な出土遺物として，縄文時代のものは

縄文土器片（深鉢），石器・石製品（鏃・石匙・磨石・石斧・石棒・玦状耳飾り・垂飾り），弥生時代のものは

弥生土器（壺），土製品（紡錘車），古墳時代のものは土師器（坏・椀・坩・器台・高坏・壺・甕・甑・ミニチュ

ア土器），土製品（球状土錘），石器・石製品（勾玉・臼玉・紡錘車），金属製品（鎌），平安時代のものは土師

器（坏・高台付坏・甕），須恵器（坏・高台付坏），灰釉陶器（短頸壺），土製品（球状土錘），中・近世のもの

は土師質土器（小皿・鍋・火鉢），陶器（小皿），磁器（碗），金属製品（釘・煙管・簀）などである。

第２節 基 本 層 序

調査区の南東部（G８d６区）にテストピットを設定して，基本土層の観察を行った（第３図）。

第１層は暗褐色を呈する現耕作土で，粘性・締まりとも普通で，層厚は１２～２４cmである。

第２層は，褐色を呈するハードローム層への漸移層である。粘性は普通で，締まりはやや強く，層厚は１８～

２３cmである。

第３層は，パミス粒子を少量含む褐色を呈する

ハードローム層である。粘性・締まりともに強く，

層厚は１２～２４cmである。

第４層は，パミス粒子を多量に含む，にぶい明褐

色を呈するハードローム層である。粘性・締まりと

もに強く，層厚は４５～５５cmである。

第５層は，パミス粒子を多量，赤色スコリアを微

量含む，にぶい黄褐色を呈するハードローム層であ

る。粘性・締まりともに極めて強く，層厚は２０～

２８cmである。姶良Tn火山灰（AT）を含む層の下に

確認された黒色帯であることから第２黒色帯（BB

Ⅱ）に対比される。 第３図 基本土層図
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第６層は，赤色スコリアを少量，パミス粒子を微量含む黄褐色を呈するハードローム層である。粘性・締ま

りともに強く，層厚は１４～３５cmである。

第７層は，赤色スコリアを少量含む，にぶい黄褐色を呈するハードローム層である。粘性・締まりともに極

めて強く，層厚は５～１５cmである。常総粘土層への漸移層である。

第８層は，灰白色を呈する常総粘土層である。粘性・締まりともに極めて強く，層厚は下層が未掘のため不

明である。

当遺跡では，標高が高い区域（２７m以上）ほどローム層である第３・４層が厚く堆積している。住居跡等，

古墳時代以降の遺構は，第２層の上面で確認できたが，縄文時代の遺構の確認は困難であった。
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第３節 遺 構 と 遺 物

１ 縄文時代の遺構と遺物

当時代の遺構は，竪穴住居跡１２軒，陥し穴３基，土坑３３基及び遺物包含層１か所が確認されている。これ

らの遺構は，調査区東半部にあたる標高２８mの台地最高部に住居跡，その西側に土坑が分布し，さらにその

西側の斜面部に遺物包含層が存在している。以下，検出した遺構と遺物について記述する。

（１）竪穴住居跡

第１３６号住居跡（第５図）

位置 調査区北部のF７d０区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 覆土から床面にかけて第１６４０号土坑と第６８号ピット群に掘り込まれている。

規模と形状 北側が調査区域外に延びているため，確認できた長軸２．８５m，短軸２．２３mで，主軸方向がN－

２５°－Wの隅丸長方形と推測できる。壁高は１０～１３cmで，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部の東側と西側に硬化面が認められる。

覆土 ４層に分層できる。観察できた部分が少ないため堆積状況の判断は困難であるが，自然堆積とみられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量 ３ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片２８点，剥片１点が覆土中から出土している。土器片はほとんどが細片である。この

他，撹乱により混入した土師器片３点，須恵器片２点も出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第５図 第１３６号住居跡・出土遺物実測図
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第１３８号住居跡（第６・７図）

位置 調査区北部のF８h３区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 南西コーナー部を第１３５号住居，南部を第１４４号住居と第３５５号溝に掘り込まれている。

第６図 第１３８号住居跡実測図
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第１３６号住居跡出土遺物観察表（第５図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１０覆土中単節縄文を地文とし２条の連続刺突文普通明赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP１

PL１０覆土中外・内面ともに条痕文普通にぶい赤褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP２

PL１０覆土中条痕文普通にぶい褐細砂・雲母・繊維深鉢縄文土器TP３

PL１０覆土中外・内面ともに条痕文普通にぶい橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP４

PL１０覆土中単節縄文普通にぶい褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP５
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規模と形状 東側が調査区域外に延びているため，確認できた長軸５．５０m，短軸４．８２mで，主軸方向がN－

６６°－Wの隅丸長方形と推測できる。壁高は１９～２９cmで，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。

ピット １１か所。主柱穴に相当するピットは確認できないが，P５～P１１は深さ５９～７２cmで西壁に沿って存在

していることから，上屋を支える壁柱穴の可能性がある。

覆土 １３層に分層できる。８・１０層はロームブロックが含まれて人為堆積の可能性があるが，その他は堆積状

況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子少量 ８ 明 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量 ９ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量 １０ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量 １１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 １２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 褐 灰 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量 １３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片５０点，剥片１点が覆土中から出土しているほか，撹乱により混入した土師器片２点

も出土している。TP７，TP１１，TP１２，TP１４は，南西コーナー寄りの覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代前期前半と考えられる。

第１４１号住居跡（第８図）

位置 調査区北部のE７d８区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 中央部を第３５４号溝に掘り込まれている。

第７図 第１３８号住居跡出土遺物実測図
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第１３８号住居跡出土遺物観察表（第７図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１０覆土中横位の沈線普通にぶい橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP６

PL１０覆土中層隆帯上位に撚糸圧痕文・刺切文 下位に羽状縄文普通にぶい黄橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP７

PL１０覆土中隆帯上位に撚糸圧痕文・刺切文普通橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP８

PL１０覆土中隆帯上にキザミ普通にぶい黄橙砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP９

PL１０覆土中羽状縄文普通暗赤褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP１０

覆土中層羽状縄文普通褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP１１

覆土中層羽状縄文普通明赤褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP１２

覆土中貝殻腹縁文普通にぶい褐砂粒・繊維深鉢縄文土器TP１３

覆土中層羽状縄文普通にぶい褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP１４
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規模と形状 北側が調査区域外に延びていることと，床面しか確認できなかったため，東西軸は推測３．５４m

で，南北軸は１．４４mだけ確認できた。確認状況から隅丸方形あるいは隅丸長方形と推測できる。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。

炉 調査区域境に近い，やや東壁寄りに付設されており，径２７cmの円形で地床炉である。

ピット ７か所。いずれも深さ１５～２２cmの小ピットで，性格は不明である。

遺物出土状況 縄文土器片１点が，床面から出土しているだけである。

所見 時期は，出土土器から縄文時代前期前半と考えられる。

第１４３号住居跡（第９・１０図）

位置 調査区中央部のF７i９区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１７２０・１７２１号土坑を掘り込み，南部を第１５４号住居，北壁部を第１３３号住居，中央部を第３５４号溝

に掘り込まれている。

規模と形状 南壁部が掘り込まれ，西壁部は撹乱を受けているため，長軸７．２２m，短軸７．０mで，主軸方向が

N－１５°－Wの隅丸方形と推測できる。壁高は２０cmで，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

ピット １０か所。P１，P３～P５は四隅に位置し，深さが２６～３８cmであることから主柱穴に相当すると考え

られる。P２，P６～P９は深さ２８～４４cmで，性格は不明である。P１０は，西壁の推定線より外側に位置してい

るが，住居内の可能性もある。

覆土 ７層に分層できる。４・７層はロームブロックが含まれて人為堆積の可能性があるが，その他は堆積状

況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量 ５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量 ６ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ７ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片４５１点，石器・石製品３点（鏃２，磨石１），剥片２６点が覆土中から出土しているほ

か，混入した弥生土器片３点，土師器片３８点も出土している。TP２９は北東コーナー部付近の覆土上層，

TP１５，TP１７・TP２２・TP２８，Q３は中央部の覆土中層，TP３０は西壁際の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第８図 第１４１号住居跡実測図
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第９図 第１４３号住居跡実測図
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第１０図 第１４３号住居跡出土遺物実測図
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第１４６号住居跡（第１１・１２図）

位置 調査区東部のG８a３区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 南部を第１３７号住居，北西部を第１４５・１４０号住居，南西コーナー部付近を第３５０号溝に掘り込まれて

いる。

規模と形状 長軸６．０８m，短軸５．３５mの隅丸台形状で，主軸方向はN－２０°－Wである。壁高は１８～３８cmで，

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。

炉 ３か所。炉１は中央部東壁寄りに位置し，長径６７cm，短径５５cmの楕円形で地床炉である。長径方向は住

居跡の主軸方向と同じである。炉２は中央部西壁寄りに位置し，径４８cmの円形で地床炉である。炉３は南西

コーナー部寄りに位置し，径４５cmの円形で地床炉である。各炉の新旧関係は不明である。

炉１土層解説 炉２土層解説
１ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量 １ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量
２ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

ピット １０か所。東壁寄りに位置しているP１～P３は，深さが２６～３６cmで主柱穴に相当するとみられる。そ

れ以外は深さ１５cm内外で，性格は不明である。

第１４３号住居跡出土遺物観察表（第１０図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１０覆土中層口唇部と隆帯上に絡条体圧痕文 内面条痕文普通明赤褐細砂・雲母・繊維深鉢縄文土器TP１５

PL１０覆土中隆帯上にキザミ 内面条痕文普通にぶい橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP１６

覆土中層条痕文を地文とし貝殻腹縁文 内面条痕文普通橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP１７

PL１０覆土中口唇部にキザミ 縦位の沈線文と刺突文普通褐細砂深鉢縄文土器TP１８

PL１０覆土中条痕文と縄文 内面条痕文普通にぶい黄橙細砂・雲母・繊維深鉢縄文土器TP１９

覆土中条痕文普通橙細砂深鉢縄文土器TP２０

PL１０覆土中連続刺突文普通にぶい褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP２１

PL１０覆土中層外面斜位のヘラナデ普通灰黄褐長石・石英・雲母浅鉢縄文土器TP２２

覆土中外・内面とも条痕文普通明赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２３

覆土中横位の沈線文 内面条痕文普通橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP２４

PL１０覆土中羽条の沈線文普通にぶい橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP２５

PL１０覆土中横位の沈線文普通にぶい黄橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP２６

PL１０覆土中キザミを有する隆帯と沈線文 内面条痕文普通灰黄褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２７

PL１０覆土中層３条１組の沈線文普通赤褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP２８

PL１０覆土上層沈線文と刺突文普通赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２９

西壁床面羽状縄文普通黒褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP３０

PL１０覆土中２本１組の撚糸圧痕文普通明褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP３１

PL１０覆土中無節縄文による羽状縄文普通にぶい黄橙長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３２

PL１０覆土中絡条体圧痕文普通にぶい赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP３３

覆土中縄文普通にぶい褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP３４

覆土中羽状縄文普通にぶい褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP３５

備考出土位置特 徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

PL２５覆土中押圧剥離による調整チャート０．９８０．３５１．７２．３石鏃Ｑ１

PL２５覆土中押圧剥離による調整チャート１．１４０．４１．５２．１石鏃Ｑ２

PL２５中央部下層磨面２面で各２か所の凹み 両側面敲打痕砂岩５７７．０４．４７．８１１．４磨石Ｑ３
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覆土 １７層に分層できる。４・７層はロームブロックが含まれて人為堆積の可能性があるが，その他は堆積状

況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量 ５ 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量 ６ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量 ７ 灰 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量 ８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１１図 第１４６号住居跡実測図
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９ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量 １４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１０ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量 １５ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 １６ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量 １７ 灰 褐 色 ロームブロック微量
１３ 灰 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片７９点が覆土中から出土しているほか，混入した弥生土器片３点，土師器片６点も出

土している。TP３８・TP３９は南東コーナー部寄りの床面，TP４３は南西コーナー部寄りの覆土上層からそれぞれ

出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第１５１号住居跡（第１３図）

位置 調査区南部のG７d７区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 北壁部を第１４８号住居，東壁寄りを第１７０３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南側が調査区域外に延びているために，東西軸は４．０２mで，南北軸は２．７６mしか確認できなかっ

た。形状から，主軸方向がN－８°－Wの隅丸方形あるいは隅丸長方形と推測できる。壁高は２４cmで，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。

第１２図 第１４６号住居跡出土遺物実測図
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第１４６号住居跡出土遺物観察表（第１２図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１０覆土中貝殻腹縁文普通灰褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP３６

PL１０覆土中キザミを有する隆帯と撚糸圧痕文・刺切文普通明褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP３７

南東隅床面隆帯と沈線間に縄文普通明赤褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP３８

PL１０南東隅床面単節縄文と異条縄文による羽状縄文普通にぶい褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP３９

覆土中結節された無節縄文普通にぶい赤褐細砂・雲母深鉢縄文土器TP４１

PL１０覆土中無節縄文による羽状縄文普通明褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP４２

覆土上層無節縄文普通にぶい黄橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP４３

覆土中結節された無節縄文普通明赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP４４



―２２―

覆土 ７層に分層できる。ロームブロックが若干含まれている層も見られるが，堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量 ６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量 ７ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片６７点，剥片１点が覆土中から出土しているほか，混入した土師器片１１点も出土して

いる。TP５３・TP５８は北西コーナー部寄り，TP５４は中央部，TP５５は東壁際の覆土上層からそれぞれ出土してい

る。TP５６は中央部，TP５７は北東コーナー部の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第１３図 第１５１号住居跡・出土遺物実測図
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第１５３号住居跡（第１４・１５図）

位置 調査区南東部のG８c４区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 中央部を第３５０・３６１号溝，南東コーナー部を第１６４６号土坑と第３５２号溝，北東コーナー部を第３５３号

溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５．４６m，短軸は推定４．９mで，主軸方向がN－２７°－Wの隅丸長方形と推測できる。壁高は１８

～２７cmで，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。

炉 中央部やや北壁寄りに付設されている。長径６９cm，短径５９cmの楕円形で地床炉である。

炉土層解説
１ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量 ２ 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

ピット １２か所。P１～P４は深さ２１～３９cmで，四隅に位置していることから主柱穴の可能性がある。P７は

深さ２４cm，P８は深さ２７cmで，南壁下に並んでいることから出入り口施設に関わるピットとみられる。その

他のピットは深さ１０～３０cmで，北半部の炉周囲に位置しているが，性格は不明である。

覆土 ６層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ４ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ５ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量 ６ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片１６９点，石製品２点（玦状耳飾り，垂飾り），剥片７点が覆土中から出土している。

この他，混入した土師器片２点も出土している。TP６８・TP７９・TP８０は炉の北西側，TP６１・TP６６・Q２８は北西

コーナー部付近，TP８１は南壁寄りの覆土上層からそれぞれ出土している。TP６０・TP６４・TP６５・TP７６・TP７８・

Q４は覆土中層，TP６２・TP７０・TP７４は西部の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第１５１号住居跡出土遺物観察表（第１３図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１１覆土中外・内面ともに条痕文普通にぶい褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP５２

PL１１北西隅上層隆帯上に刺突によるキザミと円形刺突文普通にぶい橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP５３

PL１１中央部上層沈線文と半截竹管による刺突文普通にぶい黄橙長石・石英深鉢縄文土器TP５４

PL１１東壁上層条痕文を地文とする連続刺突文普通にぶい赤褐長石・石英深鉢縄文土器TP５５

PL１１中央部中層沈線文と貝殻腹縁文普通にぶい褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP５６

PL１１北東隅中層隆帯文にキザミ普通にぶい橙長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP５７

PL１１北西隅上層無節縄文普通明褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP５８

PL１１覆土中無節縄文普通にぶい褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP５９
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第１４図 第１５３号住居跡実測図
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第１５図 第１５３号住居跡出土遺物実測図
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第１５５号住居跡（第１６図）

位置 調査区南東部のG８d４区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 北部を第１７１２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南側が調査区域外に延びているため，東西軸４．１５mで，南北軸は１．９５mしか確認できなかった。

主軸方向がN－３°－Wの隅丸方形あるいは隅丸長方形と推測できる。壁高は２４～３１cmで，外傾して立ち上

がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。

ピット ５か所。P１は深さ３８cm，P２は深さ２３cmで，コーナー部に位置していることから主柱穴とみられ

る。他は，深さ１６～４０cmであるが，位置的に性格は不明である。

覆土 ９層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量 ６ 明 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ７ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量 ８ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ９ 褐 色 ロームブロック微量
５ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１５３号住居跡出土遺物観察表（第１５図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１１覆土中層口唇部キザミ 沈線文普通にぶい褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP６０

PL１１北西部上層条痕文やや不良赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP６１

中央部床面口唇部キザミ 無文普通にぶい赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP６２

PL１１覆土中口縁部沈線文 胴部撚糸圧痕文普通にぶい黄褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP６３

覆土中層単節縄文普通黒褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP６４

覆土中層口唇部キザミ普通黒褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP６５

北西隅上層沈線と単節縄文普通褐細砂・スコリア深鉢縄文土器TP６６

覆土中条痕文を地文として沈線文と円形刺突文 内面条痕文普通褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP６７

北西部上層外・内面ともに条痕文普通にぶい褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP６８

PL１１覆土中沈線文普通にぶい褐細砂深鉢縄文土器TP６９

PL１１中央部床面沈線文普通明赤褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP７０

PL１１覆土中沈線文と爪形文普通橙細砂深鉢縄文土器TP７１

覆土中貝殻腹縁文普通褐長石・石英深鉢縄文土器TP７２

PL１１覆土中沈線文と貝殻腹縁文普通明黄褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP７３

PL１１西壁際床面沈線文普通明赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP７４

PL１１覆土中絡条体圧痕文 内面条痕文普通橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP７５

PL１１覆土中層単節縄文と沈線文 内面条痕文普通にぶい褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP７６

PL１１覆土中単節縄文と沈線文 内面条痕文普通明褐砂粒・繊維深鉢縄文土器TP７７

PL１１覆土中層単節縄文による羽状縄文 内条痕文普通橙砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP７８

北西部上層単節縄文に沈線文 内面条痕文普通にぶい褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP７９

北西部上層無節縄文による羽状縄文普通にぶい褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP８０

南部上層単節縄文による羽状縄文普通黒褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP８１

覆土中撚糸圧痕文普通にぶい橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP８２

備考出土位置特 徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

PL２６覆土中層表・裏・側面に線状の擦痕滑石１７．１１．０３．５３．５玦状耳飾りＱ４

PL２６北西隅上層周縁に鋸歯状の沈線安山岩９．２１．３２．９３．０垂飾りＱ２８
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遺物出土状況 縄文土器片４点が出土しているほか，混入した土師器片６点も出土している。TP８５・TP８６は，

覆土上層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代前期前半と考えられる。

第１５６号住居跡（第１７・１８図）

位置 調査区南部のG７b９区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 東半部を第１３９号住居，西壁部を第１６７９・１６８１号土坑と第７０号ピット群に掘り込まれている。

規模と形状 東側が第１３９号住居に掘り込まれているため，南北軸３．７７mで，東西軸は３．０５mしか確認できな

かった。主軸方向がN－１５°－Wの隅丸方形あるいは隅丸長方形と推測できる。壁高は２７～３２cmで，外傾して

第１６図 第１５５号住居跡・出土遺物実測図
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第１５５号住居跡出土遺物観察表（第１６図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

覆土中外・内面ともに条痕文普通にぶい橙細砂・雲母・繊維深鉢縄文土器TP８３

北壁際上層無節縄文による羽状縄文普通褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP８５

東壁際上層縄文と条線文普通灰褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP８６
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立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。

ピット ５か所。P２は深さ３８cm，P３は深さ１７cmで，南壁際に位置していることから出入り口施設に関わる

ピットとみられる。他は深さ２０～４３cmであるが，位置的に性格は不明である。

覆土 ９層に分層できる。６～９層は，ロームブロックを含んでいることから人為堆積とみられるが，その他

は堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ６ 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量 ７ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量 ８ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量 ９ 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片２２点が出土しているほか，混入した土師器片６点も出土している。TP８８，Q５は中

央部，TP９０・TP９２は南壁際の覆土上層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第１７図 第１５６号住居跡・出土遺物実測図
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第１５９号住居跡（第１９・２０図）

位置 調査区北部のF７g０区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３号陥し穴を掘り込み，西半部を第１３３号住居，北壁部を第１６２７・１６２８・１６３０号土坑に掘り込まれ

ている。第１６１号住居跡とも重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 長軸６．９２m，短軸６．０５mの隅丸長方形で，主軸方向はN－５５°－Eである。壁高は１２～１７cmで，

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

ピット ５か所。P１は深さ３１cmで，北壁寄りの中央部に位置していることから主柱穴の可能性がある。他は

深さ１０～１８cmで，位置的に性格は不明である。

覆土 ３層に分層できる。堆積状況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量 ３ 褐 色 ロームブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片６７点，剥片６点が出土しているほか，混入した土師器片８点も出土している。

TP９５は東壁際，TP９６・Q６は西壁際，TP１０４は北コーナー部の覆土上層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第１８図 第１５６号住居跡出土遺物実測図

Q5

備考出土位置特 徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

PL２５中央部上層両面研磨痕 両側面敲打痕砂岩（４６７．０）３．６８．２１０．５磨石Ｑ５

第１５６号住居跡出土遺物観察表（第１７・１８図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

覆土中口唇部キザミ 条痕文普通明褐砂粒深鉢縄文土器TP８７

中央部上層貝殻腹縁文と沈線文普通灰褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP８８

覆土中外・内面ともに条痕文普通明褐砂粒・繊維深鉢縄文土器TP８９

南壁際上層外面単節縄文 内面条痕文普通褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP９０

覆土中条痕文普通明褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP９１

南壁際上層単節縄文による羽状縄文普通褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP９２
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第１９図 第１５９号住居跡・出土遺物実測図
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第１６０号住居跡（第２１図）

位置 調査区北部のF７g８区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 北部を第１６６２号土坑，中央部を第１６６６号土坑，南壁を第１６６３号土坑及び北壁から南東コーナー部に

かけて第３５４号溝に掘り込まれている。

規模と形状 南北軸４．４５m，東西軸４．２０mの隅丸方形である。壁高は１８～２６cmで，外傾して立ち上がってい

る。

床 ほぼ平坦であるが，南西方向に向かって傾斜している。硬化面は認められない。

覆土 ５層に分層される。堆積状況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量 ４ 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量 ５ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第２０図 第１５９号住居跡出土遺物実測図

TP103

TP104

Q6

備考出土位置特 徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

西壁際上層３面研磨痕 １面敲打痕砂岩（４８３．０）４．８７．８１３．１磨石Ｑ６

第１５９号住居跡出土遺物観察表（第１９・２０図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１１覆土中沈線文普通にぶい橙細砂深鉢縄文土器TP９３

PL１１覆土中口唇部・胴部とも絡条帯圧痕文普通にぶい黄橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP９４

PL１１東壁際上層棒状工具による連続刺突文と円形竹管による刺突文普通橙長石・石英深鉢縄文土器TP９５

PL１１西壁際上層口唇部キザミ 胴部沈線文普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP９６

PL１１覆土中口唇部縄文押圧 胴部無節縄文による羽状縄文やや不良橙長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP９７

覆土中無節縄文普通暗赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP９８

覆土中外・内面ともに条痕文普通明赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP９９

覆土中条痕文普通にぶい橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP１００

PL１１覆土中棒状工具による刺突文やや不良明赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP１０１

PL１１覆土中沈線文普通橙長石・石英深鉢縄文土器TP１０２

PL１１覆土中条痕文を地文として沈線文普通明赤褐長石・石英深鉢縄文土器TP１０３

北隅上層貝殻腹縁文普通にぶい橙細砂深鉢縄文土器TP１０４
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遺物出土状況 縄文土器片５点が，覆土中から出土している。

所見 炉や柱穴は確認できなかったが，形状が他の住居跡に酷似していることから住居跡とした。時期は，出

土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第１６１号住居跡（第２２図）

位置 調査区北部のF７g９区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 東側の大部分を第１３３号住居に掘り込まれている。第１５９号住居跡とも重複しているが，新旧関係は

不明である。

規模と形状 東西軸４．８２m，確認できた南北軸は１．８２mで，隅丸方形と推測される。壁高は１９cmで，外傾し

て立ち上がっている。

第２１図 第１６０号住居跡・出土遺物実測図
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第１６０号住居跡出土遺物観察表（第２１図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１１覆土中連続刺突文普通橙長石・石英深鉢縄文土器TP２５９

PL１１覆土中条痕文普通黒褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP２６０
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床 確認できた部分は平坦である。硬化面は認められない。

覆土 ４層に分層できる。堆積状況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量 ４ 褐 色 ロームブロック中量

遺物出土状況 縄文土器片４点が，覆土中から出土している。TP２６２は，北西壁寄りの覆土中層から出土して

いる。

所見 炉や柱穴は確認できなかったが，形状が他の住居跡に酷似していることから住居跡とした。時期は，出

土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第２２図 第１６１号住居跡・出土遺物実測図

1

TP261TP261

TP262

TP263

B’

B

A

A’

A’A

B’B

SI 133

SI 159

F7
h9

SI 133

28.2m

TP262

TP262

1

3 4 2

第１６１号住居跡出土遺物観察表（第２２図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１１覆土中条痕文を地文として条線文普通明褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP２６１

PL１１北西部中層条痕文普通赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２６２

PL１１覆土中条痕文普通にぶい褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２６３

表２ 縄文時代住居跡一覧表

時期主な出土遺物覆土
内部施設

壁溝床面壁高
（cm）

規模（m）
（長軸×短軸）主軸方向平面形位置番号

貯蔵穴炉ピット出入口主柱穴

前期縄文土器・剥片自然－－－－－－平坦１０～１３（２．８５）×２．２３Ｎ－２５°－Ｗ［隅丸長方形］Ｆ７d０１３６

前期縄文土器・剥片人為・自然－－１１－－－平坦１９～２９（５．５０）×４．８２Ｎ－６６°－Ｗ［隅丸長方形］Ｆ８h３１３８

前期縄文土器－－１７－－－平坦－［３．５４］×（１．４４）－［隅丸長方形］Ｅ７d８１４１

前期縄文土器・石鏃・磨石人為・自然－－６－４－平坦２０［７．２２］×［７．０］Ｎ－１５°－Ｗ［隅丸方形］Ｆ７i９１４３

前期縄文土器人為・自然－３７－３－平坦１８～３８６．０８×５．３５Ｎ－２０°－Ｗ隅丸台形Ｇ８a３１４６

前期縄文土器・剥片自然－－－－－－平坦２４４．０２×（２．７６）Ｎ－８°－Ｗ［隅丸長方形］Ｇ７d７１５１
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（２） 陥し穴

第１号陥し穴（SK１６２９）（第２３図）

位置 調査区北東部のF８f１区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 長径２．９２m，短径１．４５mの楕円形である。長径方向はN－７５°－Wで，台地の傾斜と平行である。

深さは１０３cmで，底面は平坦である。

覆土 １１層に分層できる。３・５・７・８層はロームブロックを含んだ堆積状況から人為堆積で，その他は自

然堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ７ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 １０ 褐 色 ローム粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子微量 １１ 褐 色 ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片１７点が出土している。TP１０７は，中央部の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭とみられる。

第２３図 第１号陥し穴・出土遺物実測図

時期主な出土遺物覆土
内部施設

壁溝床面壁高
（cm）

規模（m）
（長軸×短軸）主軸方向平面形位置番号

貯蔵穴炉ピット出入口主柱穴

前期縄文土器・耳飾り自然－１６２４―平坦１８～２７５．４６×（４．９）Ｎ－２７°－Ｗ［隅丸長方形］Ｇ８c４１５３

前期縄文土器自然－－３－２－平坦２４～３１４．１５×（１．９５）Ｎ－３°－Ｗ［隅丸長方形］Ｇ８d４１５５

前期縄文土器・磨石人為・自然－－６２－－平坦２７～３２３．７７×（３．０５）Ｎ－１５°－Ｗ［隅丸長方形］Ｇ７b９１５６

前期縄文土器・磨石自然－－４－１－平坦１２～１７６．９２×６．０５Ｎ－５５°－Ｅ隅丸方形Ｆ７g０１５９

前期縄文土器自然－－－－－－平坦１８～２６４．４５×４．２０－隅丸方形Ｆ７g８１６０

前期縄文土器自然－－－－－－平坦１９４．８２×（１．８２）－隅丸方形Ｆ７g９１６１
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第２号陥し穴（SK１６８４）（第２４・２５図）

位置 調査区北東部のG７b３区で，標高２７．５８mの台地緩斜面部に位置している。

重複関係 北壁の上部を第３５６A号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長径４．５５m，短径２．４５mの楕円形である。長径方向はN－１５°－Wで，台地の傾斜に対してほぼ

直交している。深さは９７cmで，底面は若干凸凹である。

覆土 ７層に分層できる。ロームブロックを含んでいる層が多いが，堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量 ５ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ６ 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量 ７ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

遺物出土状況 縄文土器片９９点，剥片２点が出土している。TP１１１は覆土上層，TP１１２は覆土下層から出土し

ている。

所見 時期は，出土土器から縄文時代中期とみられる。

第２４図 第２号陥し穴・出土遺物実測図

第１号陥し穴出土遺物観察表（第２３図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１２覆土中外・内面ともに条痕文普通にぶい褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP１０５

PL１２覆土中貝殻腹縁文普通明赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP１０６

PL１２覆土下層単節縄文による羽状縄文普通黒褐細砂・雲母・繊維深鉢縄文土器TP１０７
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第３号陥し穴（SK１７０２）（第２６・２７図）

位置 調査区北東部のF７g０区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 上部を第１３３・１５９号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長径２．２４m，短径１．２４mの楕円形である。長径方向はN－６０°－Wで，台地の傾斜と平行である。

深さは１０２cmで，底面は平坦である。

覆土 １１層に分層できる。３・５・７・８層はロームブロックを含んだ堆積状況から人為堆積で，他は自然堆

積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量 ７ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ８ にぶい褐色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ９ にぶい橙色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
４ 灰 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量 １０ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 １１ 明 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片２５点が出土している。TP１１６は，中央部の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末とみられる。北東４．５mに第１号陥し穴が位置している。

第２５図 第２号陥し穴出土遺物実測図

第２６図 第３号陥し穴・出土遺物実測図
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第２号陥し穴出土遺物観察表（第２４・２５図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１２覆土中口唇部縄文の押圧 外・内面ともに条痕文普通明赤褐砂粒 ・雲母・繊維深鉢縄文土器TP１０８

PL１２覆土中半截竹管による平行沈線文普通にぶい褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP１０９

PL１２覆土中半截竹管による平行沈線文普通橙長石・石英深鉢縄文土器TP１１０

PL１２覆土上層撚糸文普通にぶい橙長石・石英深鉢縄文土器TP１１１

PL１２覆土下層沈線で区画して単節縄文を充填普通明赤褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP１１２

PL１２覆土中沈線で区画して単節縄文を充填普通明褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP１１３

PL１２覆土中単節縄文普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP１１４
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（３）土坑

第１６４７号土坑（第２８図）

位置 調査区北部のF７f９区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１８５７号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 長径１．９２m，短径１．４７mの不整楕円形で，長径方向はN－２７°－Wである。深さは８４cmで，底面

は平坦である。壁は，若干外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分層できる。各層にロームブロックを含んでいるが，堆積状況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ５ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ６ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量 ７ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片１７点が出土している。TP１４２は，北東壁寄りの覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期中葉と考えられる。

第２７図 第３号陥し穴出土遺物実測図

表３ 縄文時代陥し穴一覧表

備 考
新旧関係（旧→新）出土遺物覆土底面壁面

規模（m，深さはcm）
長径方向平面形位置番号

深さ長径（軸）×短径（軸）

SK１６２９縄文土器人為平坦外傾１０３２．９２×１．４５Ｎ－７５°－Ｗ楕円形Ｆ８f１１

SK１６８４ 本跡→SD３５６A縄文土器人為平坦外傾９７４．５５×２．４５Ｎ－１５°－Ｗ楕円形Ｇ７b３２

SK１７０２ 本跡→SI１３３・１５９縄文土器人為平坦外傾１０２２．２４×１．２４Ｎ－６０°－Ｗ楕円形Ｆ７g０３

TP118

TP119

第３号陥し穴出土遺物観察表（第２６・２７図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１２覆土中外・内面ともに条痕文普通灰褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP１１５

PL１２覆土下層外・内面ともに条痕文普通明赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP１１６

PL１２覆土中外・内面ともに条痕文普通暗褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP１１７

PL１２覆土中半截竹管による平行沈線文と貝殻腹縁文普通にぶい褐長石・石英深鉢縄文土器TP１１８

PL１２覆土中単節縄文による羽状縄文 内面条痕文普通橙砂粒・繊維深鉢縄文土器TP１１９



―３８―

第１６５２号土坑（第２９図）

位置 調査区中央部のG７a４区で，標高２７．５mの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状 長径０．８１m，短径０．７６mの円形で，深さは６８cmである。底面は皿状で，壁は若干外傾して立ち

上がっている。

覆土 ４層に分層できる。各層にロームブロックを少量含んでいるが，堆積状況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量 ３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化物少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ４ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片１３点，石器１点（鏃）が出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第２８図 第１６４７号土坑・出土遺物実測図

第２９図 第１６５２号土坑・出土遺物実測図
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第１６４７号土坑出土遺物観察表（第２８図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１２覆土中層波頂部に注口状の突起 口唇部・体部沈線文良好明赤褐細砂・雲母深鉢縄文土器TP１４２

PL１２覆土中無節縄文普通にぶい橙細砂・雲母・繊維深鉢縄文土器TP１４３

PL１２覆土中貝殻腹縁文普通にぶい黄橙長石・石英深鉢縄文土器TP１４４
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第１６６３号土坑（第３０図）

位置 調査区中央部のF７h８区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１６０号住居跡，第１６６６号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１．７３m，短径１．５０mの楕円形で，長径方向はN－５１°－Wである。深さは１１７cmで，底面は

平坦である。壁は中位まで直立し，上位は外傾して立ち上がっている。

覆土 ９層に分層できる。ロームブロックを含む層もあるが，堆積状況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量 ６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ７ 褐 色 ロームブロック多量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量 ８ 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量 ９ 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片２５点が出土している。TP１５１は，中央部の覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第３０図 第１６６３・１６６６号土坑実測図，第１６６３号土坑出土遺物実測図

備考出土位置特 徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

PL２５覆土中押圧剥離による調整瑪瑙０．９９０．３１．３２．５石鏃Ｑ８

第１６５２号土坑出土遺物観察表（第２９図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

覆土中隆帯上に棒状工具による押捺普通にぶい赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP１４５

覆土中条痕文普通黒褐細砂・雲母・繊維深鉢縄文土器TP１４６

覆土中無文 内面条痕文やや不良黒褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP１４７

覆土中外・内面ともに条痕文普通黒褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP１４８
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第１６６４号土坑（第３１図）

位置 調査区東部のG８a５区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 東半部が第３５３号溝に掘り込まれている。

規模と形状 南北径０．７５mで，東西径は０．５mしか確認できなかったが，残存状況から円形と推定できる。深

さは２５cmで，底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層できる。ロームブロックを含み，堆積状況から人為堆積とみられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片３点が出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代前期初頭と考えられる。

第１６６６号土坑（第３０・３２図）

位置 調査区北部のF７g８区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１６０号住居跡を掘り込み，南壁が第１６６３号土坑，東半部が第３５４号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長径２．５６m，短径２．０９mの楕円形で，長径方向はN－５８°－Wである。深さは５２cmで，底面は平

坦である。壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層できる。ロームブロックを含んでいるが，堆積状況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 灰 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量 ４ 明 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片１３点，石器２点（鏃），剥片１点が出土している。TP１５４は南壁寄りの覆土上層，

TP１５６，TP１５８は北壁寄りの覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第３１図 第１６６４号土坑・出土遺物実測図

第１６６３号土坑出土遺物観察表（第３０図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１２覆土中平行沈線文普通橙長石・石英深鉢縄文土器TP１４９

PL１２覆土中外・内面ともに条痕文普通暗褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP１５０

覆土中層外・内面ともに条痕文普通明赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP１５１

A 28.2m

1 2

34

A'

A A'

SD 353

SD 353

G8a5
-S1m
-W1m

TP153
TP152

第１６６４号土坑出土遺物観察表（第３１図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

覆土中無節縄文普通橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP１５２

覆土中無文普通明赤褐細砂・雲母・繊維深鉢縄文土器TP１５３
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第１６７２号土坑（第３３図）

位置 調査区南東部のG８c３区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 長径１．４４m，短径１．３５mの不整円形で，深さは１０cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち

上がっている。

覆土 ２層に分層できる。堆積状況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量 ２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片１３点が出土している。TP１６１は，北部の底面から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第３２図 第１６６６号土坑出土遺物実測図

第３３図 第１６７２号土坑・出土遺物実測図

TP154 TP156
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Q10

TP157

TP155

TP158

備考出土位置特 徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

PL２５覆土中押圧剥離による調整チャート０．９００．４１．７１．８石鏃Ｑ９

PL２５覆土中押圧剥離による調整チャート１．１８０．４１．９２．５石鏃Ｑ１０

第１６６６号土坑出土遺物観察表（第３２図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１２覆土上層隆帯上にキザミ 棒状工具による刺突文普通明赤褐長石・石英深鉢縄文土器TP１５４

PL１２覆土中平行沈線文と刺突文普通明赤褐細砂深鉢縄文土器TP１５５

PL１２覆土中層平行沈線文普通にぶい褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP１５６

覆土中外面無節縄文 内面条痕文普通にぶい褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP１５７

PL１２覆土中層結節された単節縄文普通褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP１５８
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第１６７３号土坑（第３４図）

位置 調査区南東部のG８a５区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 西壁を第１３７号住居，中央部を第３５３号溝に掘り込まれている。

規模と形状 確認できた長径２．４m，短径１．４mの楕円形で，長径方向はN－７６°－Eである。深さは１８cmで，

底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層できる。堆積状況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量 ３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片２５点が出土している。TP１６２，TP１６５は西部の覆土上層，TP１６６は東部の底面から

それぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第３４図 第１６７３号土坑・出土遺物実測図

第１６７２号土坑出土遺物観察表（第３３図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１２覆土中結節された単節縄文普通にぶい黄褐細砂深鉢縄文土器TP１５９

PL１２覆土中平行沈線文普通橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP１６０

PL１２中央部底面外面単節縄文 内面条痕文普通橙長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP１６１

第１６７３号土坑出土遺物観察表（第３４図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１２覆土上層口唇部キザミ 外・内面ともに条痕文普通にぶい赤褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP１６２

PL１２覆土中隆帯上にキザミ普通灰褐細砂深鉢縄文土器TP１６３

覆土上層結節された単節縄文普通にぶい橙長石・石英深鉢縄文土器TP１６５

底面単節縄文による羽状縄文普通暗褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP１６６
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第１６７７号土坑（第３５図）

位置 調査区北西部のF７e４区で，標高２７．５mの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状 長径１．１０m，短径０．８４mの楕円形で，長径方向はN－３８°－Eである。深さは４０cmで，底面は皿

状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。ロームブロックを含んでいるが，レンズ状の堆積状況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片１４点，剥片１点が出土している。TP１６９は北壁寄りの覆土中層，TP１７１は西部の覆

土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末と考えられる。

第１６７８号土坑（第３６図）

位置 調査区南部のG７c８区で，標高２８mの台地平坦部に

位置している。

規模と形状 長径１．０３m，短径０．９２mの楕円形で，長径方

向はN－８７°－Wである。深さは２３cmで，底面は平坦であ

る。壁は若干外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層できる。ロームブロックを含んでいる

が，レンズ状の堆積状況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片５点が出土している。TP１７２

は，中央部の覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末と考えられ

る。

第３５図 第１６７７号土坑・出土遺物実測図

第３６図 第１６７８号土坑・出土遺物実測図
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第１６７７号土坑出土遺物観察表（第３５図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１３覆土中層条痕文普通暗赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP１６９

PL１３覆土中外・内面ともに条痕文普通黒細砂・繊維深鉢縄文土器TP１７０

PL１３覆土下層平行沈線文普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP１７１
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第１６８１号土坑（第３７図）

位置 調査区南部のG７b８区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１５６号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１．８９m，短径１．４０mの楕円形で，長径方向はN－８３°－Eである。深さは５８cmで，底面は平

坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層できる。ロームブロックを含んでいるが，レンズ状の堆積状況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量 ４ 黒 褐 色 ロームブロック微量

遺物出土状況 縄文土器片２０点が出土している。TP１７６，TP１７７は，中央部の覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第１６８６号土坑（第３８図）

位置 調査区南東部のG７c２区で，標高２７．５mの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状 長径２．０９m，短径１．３３mの楕円形で，長径方向はN－３９°－Eである。深さは２９cmで，底面は平

坦である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ２層に分層できる。ロームブロックを含んでいるが，レンズ状の堆積状況から自然堆積とみられる。

第３７図 第１６８１号土坑・出土遺物実測図

第１６７８号土坑出土遺物観察表（第３６図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１３覆土中層無節縄文の押圧普通にぶい黄橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP１７２
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第１６８１号土坑出土遺物観察表（第３７図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１３覆土中平行沈線文普通にぶい黄橙長石・石英深鉢縄文土器TP１７３

PL１３覆土中隆帯上にキザミ 外・内面ともに条痕文普通橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP１７４

PL１３覆土中外・内面ともに条痕文普通橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP１７５

覆土上層外・内面ともに条痕文普通明赤褐砂粒・繊維深鉢縄文土器TP１７６

覆土上層外面無節縄文 内面条痕文普通明赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP１７７
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土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量 ２ 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片１８点が出土している。TP１８０は，東壁寄りの覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末と考えられる。

第１６８７号土坑（第３９図）

位置 調査区南東部のG７d２区で，標高２７．５mの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状 長径１．０１m，短径０．４５mの楕円形で，長径方向はN－７°－Eである。深さは３３cmで，底面は平

坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。ロームブロックを含んでいるが，レンズ状の堆積状況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 褐 色 炭化物・ローム粒子微量 ３ 褐 色 ロームブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片６点が出土している。TP１８２は，北部の底面から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第３８図 第１６８６号土坑・出土遺物実測図

第３９図 第１６８７号土坑・出土遺物実測図
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第１６８６号土坑出土遺物観察表（第３８図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１３覆土中竹管による刺突文普通にぶい橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP１７８

PL１３覆土中半截竹管による平行沈線文普通橙細砂深鉢縄文土器TP１７９

PL１３覆土上層外・内面ともに条痕文普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP１８０
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第１６９０号土坑（第４０図）

位置 調査区北西部のF７e１区で，標高２６．５mの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状 長径０．７９m，短径０．６４mの楕円形で，長径方向はN－７４°－Wである。深さは１２cmで，底面は平

坦である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ２層に分層できる。ロームブロックを含んでいるが，レンズ状の堆積状況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量 ２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片１点が，覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末と考えられる。

第１６９１号土坑（第４１図）

位置 調査区北西部のF７f２区で，標高２７mの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状 長径１．４３m，短径１．２４mの楕円形で，長径方向はN－２１°－Wである。深さは２２cmで，底面は皿

状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ４層に分層できる。ロームブロックを含んで

いるが，レンズ状の堆積状況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子少量

遺物出土状況 縄文土器片３点が，覆土中から出土

している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から

前期初頭と考えられる。

第４０図 第１６９０号土坑・出土遺物実測図

第４１図 第１６９１号土坑・出土遺物実測図

第１６９０号土坑出土遺物観察表（第４０図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

覆土中外・内面ともに条痕文普通褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP１８３

第１６８７号土坑出土遺物観察表（第３９図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１３覆土中外・内面ともに条痕文普通明褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP１８１

PL１３北壁底面外面単節縄文による羽状縄文 内面条痕文普通にぶい褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP１８２
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第１６９６号土坑（第４２図）

位置 調査区南西部のG７b４区で，標高２７．５mの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状 長径１．４２m，短径１．１４mの楕円形で，長径方向はN－７５°－Wである。深さは４５cmで，底面は平

坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分層できる。ロームブロックを含み，不自然な堆積状況から人為堆積とみられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量 ６ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量 ７ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子・黒色粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片１３点が，覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末と考えられる。

第１６９８号土坑（第４３図）

位置 調査区南西部のG６d９区で，標高２７．５mの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状 長径１．１９m，短径０．７３mの楕円形で，長径方向はN－７２°－Wである。深さは９０cmで，底面は平

坦で，西へ傾斜している。壁は若干外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層できる。ロームブロックを含む層もあるが，堆積状況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ３ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量 ４ 極 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子微量

第４２図 第１６９６号土坑・出土遺物実測図

第１６９１号土坑出土遺物観察表（第４１図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

覆土中無節縄文普通橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP１８４

第１６９６号土坑出土遺物観察表（第４２図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１３覆土中条痕文を地文として平行沈線文・波状沈線文普通橙長石・石英深鉢縄文土器TP１８５

PL１３覆土中外・内面ともに条痕文普通明赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP１８６

PL１３覆土中外・内面ともに条痕文普通黒褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP１８７

PL１３覆土中条痕文普通にぶい赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP１８８
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遺物出土状況 縄文土器片１２点が，覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第１７０１号土坑（第４４図）

位置 調査区南西部のG７c１区で，標高２７．５mの台地緩斜面部に位置している。

重複関係 第１７０６号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径２．３７m，短径１．４４mの楕円形で，長径方向はN－３４°－Eである。深さは６９cmで，底面は中

央部がややくぼんでいる。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分層できる。各層にロームブロックを含んでいるが，堆積状況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土粒子微量 ４ 灰 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化物・ロームブロック少量，焼土粒子微量 ５ 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量，炭化物・焼土粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片６点が出土している。TP１９８は，中央部の覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末と考えられる。

第４３図 第１６９８号土坑・出土遺物実測図

第４４図 第１７０１号土坑・出土遺物実測図
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第１６９８号土坑出土遺物観察表（第４３図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１３覆土中無節縄文普通黒褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP１８９

PL１３覆土中平行沈線文普通黒褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP１９０

覆土中単節縄文普通明赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP１９１
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第１７０４号土坑（第４５図）

位置 調査区南部のG７d８区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 長径０．４７m，短径０．４２mの楕円形で，長径方向はN－３４°－Eである。深さは３７cmで，底面は皿

状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層できる。ロームブロックを含んでいるが，堆積状況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片３点が，覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第１７０６号土坑（第４６図）

位置 調査区南西部のG７c１区で，標高２７．５mの台地緩斜面部に位置している。

重複関係 南壁部を第１７０１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 確認できた南北径０．８５m，東西径０．９２mで，残存状況から楕円形で，長径方向はN－６°－Eと

推測される。深さは１９cmで，底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ４ 褐 色 ローム粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片１３点が出土している。TP２０２・TP２０３は，中央部の底面から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末と考えられる。

第４５図 第１７０４号土坑・出土遺物実測図

第１７０１号土坑出土遺物観察表（第４４図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１３覆土中外・内面ともに条痕文普通にぶい褐砂粒・繊維深鉢縄文土器TP１９７

PL１３覆土上層櫛歯状工具による平行沈線文普通橙細砂・雲母・繊維深鉢縄文土器TP１９８

第１７０４号土坑出土遺物観察表（第４５図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

覆土中撚糸文普通にぶい赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP１９９

覆土中撚糸文普通明褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２００

覆土中条痕文普通黒褐砂粒・繊維深鉢縄文土器TP２０１
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第１７０８号土坑（第４７図）

位置 調査区南西部のG６d０区で，標高２７．５mの台地緩斜面部に位置している。

重複関係 北壁部を第１５０号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長径０．６２m，短径０．５０mの楕円形で，長径方向はN－１１°－Eである。深さは３６cmで，底面は皿

状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１ 黒 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量 ３ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 極 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片３点が出土している。TP２０５は，覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末と考えられる。

第４６図 第１７０６号土坑・出土遺物実測図

第４７図 第１７０８号土坑・出土遺物実測図
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第１７０６号土坑出土遺物観察表（第４６図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号
TP２０３と同一
個体 PL１３底面口唇部・隆帯上に絡条体圧痕文普通褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２０２
TP２０２と同一
個体 PL１３底面隆帯上に絡条体圧痕文 胴部条痕文普通褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２０３

PL１３覆土中外・内面ともに条痕文普通にぶい橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP２０４

第１７０８号土坑出土遺物観察表（第４７図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

覆土中隆帯上に絡条体圧痕文やや不良明褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２０５
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第１７１４号土坑（第４８図）

位置 調査区南西部のG７d１区で，標高２７．５mの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状 長径１．０３m，短径０．７１mの楕円形で，長径方向はN－１０°－Wである。深さは４０cmで，底面は皿

状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量 ３ 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ローム粒子少量

遺物出土状況 縄文土器片３点が，覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第１７１５号土坑（第４９図）

位置 調査区南西部のG７d１区で，標高２７．５mの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状 長径０．９７m，短径０．７０mの楕円形で，長径方向はN－５°－Wである。深さは３２cmで，底面は平

坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量 ３ 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

遺物出土状況 縄文土器片１点が，覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代前期と考えられる。

第４８図 第１７１４号土坑・出土遺物実測図

第４９図 第１７１５号土坑・出土遺物実測図

第１７１４号土坑出土遺物観察表（第４８図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１３覆土上層無節縄文による羽状縄文普通にぶい黄橙細砂・雲母・繊維深鉢縄文土器TP２２４

PL１３覆土中沈線文やや不良橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP２２５
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第１７１６号土坑（第５０図）

位置 調査区南東部のG８c４区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 長径１．００m，短径０．７２mの楕円形で，長径方向はN－７１°－Eである。深さは６３cmで，底面は皿

状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量 ４ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量 ５ 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片４点が，覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第１７１７号土坑（第５１図）

位置 調査区南東部のG８b４区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 北部を第１３７号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長径０．９８m，短径０．７５mの楕円形で，長径方向はN－１８°－Wである。深さは５０cmで，底面は皿

状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ３ 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第５０図 第１７１６号土坑・出土遺物実測図

第１７１５号土坑出土遺物観察表（第４９図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１３覆土中上部に沈線文を施した隆帯普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP２２６

第１７１６号土坑出土遺物観察表（第５０図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

覆土中隆帯上にキザミ普通明赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２２７

覆土中撚糸の圧痕文普通明赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２２８

覆土中無節縄文普通にぶい赤褐細砂・雲母・繊維深鉢縄文土器TP２２９
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遺物出土状況 縄文土器片１８点，剥片１点が出土している。TP２３０は北東部の覆土中層，TP２３３は西部の覆土

上層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第１７２０号土坑（第５２・５３図）

位置 調査区中央部のF７j８区で，標高２８mの台地平坦部

に位置している。

重複関係 南壁部を第１５４号住居に，東壁部を第１４３号住居

に掘り込まれている。

規模と形状 長径２．９５m，短径１．６７mの楕円形で，長径方

向はN－１９°－Wである。深さは７７cmで，底面は平坦であ

る。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆

積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 褐 色 ローム粒子中量
７ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片４２点が，覆土中から出土してい

る。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期と考えられる。

第５１図 第１７１７号土坑・出土遺物実測図

第５２図 第１７２０号土坑実測図

第１７１７号土坑出土遺物観察表（第５１図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１４覆土中層平行沈線文普通橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP２３０

PL１４覆土中撚糸圧痕文普通にぶい橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP２３１

PL１３覆土中無節縄文による羽状縄文と平行沈線文普通にぶい橙細砂・雲母・繊維深鉢縄文土器TP２３２

PL１４覆土上層無節縄文による羽状縄文普通にぶい褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP２３３

PL１４覆土中撚糸圧痕文と刺突文普通橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP２３４
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第１７２１号土坑（第５４・５５図）

位置 調査区中央部のF７h９区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 北壁部を第１３３号住居に，南部を第１４３号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長径１．４５m，短径１．３２mの円形で，深さは５５cmで

ある。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積であ

る。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
５ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片１８点が，覆土中から出土している。

TP２４９は，南東部の覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期と考えられる。

第５３図 第１７２０号土坑出土遺物実測図

第５４図 第１７２１号土坑実測図

第１７２０号土坑出土遺物観察表（第５３図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１４覆土上層平行沈線文と爪形刺突文普通明赤褐長石・石英深鉢縄文土器Ｐ１

PL１４覆土中条痕文普通橙長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP２３５

PL１４覆土中外・内面ともに条痕文普通暗赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP２３６

覆土中無文普通橙細砂深鉢縄文土器TP２３７

覆土中平行沈線文普通にぶい橙長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP２３８

覆土中口唇部キザミ 沈線文普通にぶい赤褐長石・石英深鉢縄文土器TP２３９

PL１４覆土中口唇部キザミ 無文普通暗赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２４０

PL１４覆土中平行沈線文と爪形文普通明赤褐長石・石英深鉢縄文土器TP２４１

PL１４覆土中平行沈線文普通褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP２４２

覆土中外・内面ともに条痕文普通にぶい赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２４３

PL１４覆土中条痕文普通橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP２４４
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第１７２２号土坑（第５６図）

位置 調査区南部のG８d１区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 南側が調査区域外に延びているため東西径は２．８６mで，南北径は１．６５mしか確認できなかった。

状況から長径方向N－７°－Wの楕円形と推測される。深さは７０cmで，底面は皿状である。壁は外傾して立ち

上がっている。

覆土 ７層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量 ５ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ７ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片１１点が，覆土中から出土している。TP２５１は，北部の覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第５５図 第１７２１号土坑出土遺物実測図

第５６図 第１７２２号土坑・出土遺物実測図

第１７２１号土坑出土遺物観察表（第５５図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１４覆土中無文普通明赤褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器Ｐ２

覆土中無節縄文普通にぶい褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２４５

PL１４覆土中平行沈線文普通浅黄橙長石・石英深鉢縄文土器TP２４６

覆土中平行沈線文普通橙長石・石英深鉢縄文土器TP２４７

PL１４覆土中平行沈線文と爪形文普通橙長石・石英深鉢縄文土器TP２４８

PL１４覆土中層無節縄文による羽状縄文普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP２４９
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第１７２３号土坑（第５７図）

位置 調査区南部のG８c２区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 長径４．２２m，短径２．０９mの楕円形で，長径方向はN－１２°－Wである。深さは１３cmで，底面は平

坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ３ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片７点が，覆土中から出土している。TP２５６・TP２５８は，中央部の覆土下層から出土

している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第５７図 第１７２３号土坑・出土遺物実測図

第１７２２号土坑出土遺物観察表（第５６図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１４覆土中撚糸圧痕文普通明赤褐長石・石英深鉢縄文土器TP２５０

PL１４覆土上層撚糸圧痕文普通橙長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP２５１

PL１４覆土中無節縄文普通黒長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP２５２

PL１４覆土中絡条体圧痕文普通橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP２５３

PL１４覆土中無節縄文普通明赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP２５４

覆土中無節縄文と平行沈線文普通灰褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２５５

第１７２３号土坑出土遺物観察表（第５７図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１４覆土下層外面条線文 内面条痕文普通浅黄橙長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP２５６

PL１４覆土中無節縄文普通黒褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP２５７

覆土下層無節縄文普通にぶい橙長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP２５８
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第１８５２号土坑（第５８図）

位置 調査区中央部のF７h０区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 長径１．３８m，短径１．２３mの楕円形で，長径方向はN－２４°－Wである。深さは３３cmで，底面は平

坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。レンズ状に堆積しているが，下層が自然堆積で，上層はロームブロックを含んでい

る状況から人為堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量 ３ 褐 色 ロームブロック微量
２ 褐 色 ローム粒子少量

遺物出土状況 縄文土器片３点が，覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代前期初頭と考えられる。

第１８５３号土坑（第５９図）

位置 調査区南東部のG８b３区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 北壁を第３５０号溝に，南壁を第３６１号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長径１．１３m，推定短径０．８８mの楕円形で，長径方向はN－７４°－Wである。深さは９３cmで，中位

で段を有している。

遺物出土状況 縄文土器片６点が，覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末から前期初頭と考えられる。

第５８図 第１８５２号土坑・出土遺物実測図

第５９図 第１８５３号土坑・出土遺物実測図

第１８５２号土坑出土遺物観察表（第５８図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

覆土中絡条体圧痕文普通にぶい橙細砂・雲母・繊維深鉢縄文土器TP４１１

覆土中無節縄文普通にぶい橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP４１２
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第１８５４号土坑（第６０図）

位置 調査区西部のF７h２区で，標高２７．５mの台地斜面部に位置している。

規模と形状 長径０．９３m，短径０．８５mの楕円形で，長径方向はN－７１°－Eである。深さは２５～３１cmで，底面

は鍋底である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ３ にぶい褐色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況 縄文土器片６点が，覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期終末と考えられる。

第１８５５号土坑（第６１・６２図）

位置 調査区西部のF６h０区で，標高２７mの台地斜面部に位置している。

規模と形状 長径１．０７m，短径０．９３mの不整楕円形で，長径方向はN－１４°－Eである。深さは２７cmで，底面

は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積であ

る。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況 縄文土器片１９点が，覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代早期後葉と考えられる。

第６０図 第１８５４号土坑・出土遺物実測図

第６１図 第１８５５号土坑実測図

第１８５４号土坑出土遺物観察表（第６０図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

覆土中外・内面ともに条痕文普通橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP４１６

覆土中外・内面ともに条痕文普通黒褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP４１７

第１８５３号土坑出土遺物観察表（第５９図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

覆土中撚糸圧痕文普通にぶい褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP４１３

覆土中撚糸文普通橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP４１４

覆土中条然文普通にぶい褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP４１５
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第１８５６号土坑（第６３図）

位置 調査区西部のF７j１区で，標高２７．５mの台地斜面部に位置している。

規模と形状 長径０．７７m，短径０．７０mの楕円形で，長径方向はN－５°－Wである。深さは８５cmで，底面は鍋

底状である。壁は直立している。

覆土 ４層に分層できる。下層はブロック状であることから人為堆積，上層はレンズ状であることから自然堆

積である。

土層解説
１ 灰 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ３ にぶい褐色 炭化粒子少量，ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ４ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片３点が，覆土中から出土している。TP４２２は，覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代前期前葉と考えられる。

第６２図 第１８５５号土坑出土遺物実測図

第１８５５号土坑出土遺物観察表（第６２図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１４覆土中口唇部キザミ 外・内面ともに条痕文普通明赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP４１８

PL１４覆土中条痕文普通灰褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP４１９

PL１４覆土中外・内面ともに条痕文普通赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP４２０

PL１４覆土中絡条体圧痕文普通黒褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP４２１

TP420TP421TP419
TP418

第６３図 第１８５６号土坑・出土遺物実測図

第１８５６号土坑出土遺物観察表（第６３図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

覆土中層文様不明普通明赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP４２２
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（４）遺物包含層

第２号遺物包含層（第６４～７０図）

確認状況 調査区の表土を除去した段階で，西部のF６h０区を中心とする斜面部には，縄文土器片を含む黒色

土が堆積していることを確認した。地形的には北西から入り込んだ亜支谷の谷頭で，標高２４．７～２６．７mの斜面

である。遺物を包含している範囲は南北１６mで，東西は西側が調査区域外に延びているため１３mまでしか確認

できなかった。

土層 確認した部分では１７層に分層できる。遺物を包含しているのは，現地表下１～１．３mに自然堆積してい

る層厚４０～８０cmの黒褐色を主体とする層であり，遺物は９・１０・１４層から出土している。

表４ 縄文時代土坑一覧表

備 考
新旧関係（旧→新）出土遺物覆土底面壁面

規模（m，深さはcm）
長径方向平面形位置番号

深さ長径（軸）×短径（軸）

SK１８５７縄文土器自然平坦外傾８４１．９２×１．４７Ｎ－２７°－Ｗ不整楕円形Ｆ７f９１６４７

縄文土器・石鏃自然皿状外傾６８０．８１×０．７６－円形Ｇ７a４１６５２

SK１６６６・SI１６０→本跡縄文土器自然平坦外傾１１７１．７３×１．５０Ｎ－５１°－Ｗ楕円形Ｆ７h８１６６３

本跡→SD３５３縄文土器人為平坦外傾２５０．７５×（０．５）－［円形］Ｇ８a５１６６４

SI１６０→本跡→SK１６６３・SD３５４縄文土器・石鏃・剥片自然平坦外傾５２２．５６×２．０９Ｎ－５８°－Ｗ楕円形Ｆ７g８１６６６

縄文土器自然平坦外傾１０１．４４×１．３５－不整円形Ｇ８c３１６７２

本跡→SI１３７→SD３５３縄文土器自然平坦外傾１８２．４０×１．４０Ｎ－７６°－Ｅ楕円形Ｇ８a５１６７３

縄文土器・剥片自然皿状外傾４０１．１０×０．８４Ｎ－３８°－Ｅ楕円形Ｆ７e４１６７７

縄文土器自然平坦外傾２３１．０３×０．９２Ｎ－８７°－Ｗ楕円形Ｇ７c８１６７８

SI１５６→本跡縄文土器自然平坦外傾５８１．８９×１．４０Ｎ－８３°－Ｅ楕円形Ｇ７b８１６８１

縄文土器自然平坦緩斜２９２．０９×１．３３Ｎ－３９°－Ｅ楕円形Ｇ７c２１６８６

縄文土器自然平坦外傾３３１．０１×０．４５Ｎ－７°－Ｅ楕円形Ｇ７d２１６８７

縄文土器自然平坦緩斜１２０．７９×０．６４Ｎ－７４°－Ｗ楕円形Ｆ７e１１６９０

縄文土器自然皿状緩斜２２１．４３×１．２４Ｎ－２１°－Ｗ楕円形Ｆ７f２１６９１

縄文土器人為平坦外傾４５１．４２×１．１４Ｎ－７５°－Ｗ楕円形Ｇ７b４１６９６

縄文土器自然平坦外傾９０１．１９×０．７３Ｎ－７２°－Ｗ楕円形Ｇ６d９１６９８

SK１７０６→本跡縄文土器自然平坦外傾６９２．３７×１．４４Ｎ－３４°－Ｅ楕円形Ｇ７c１１７０１

縄文土器自然皿状外傾３７０．４７×０．４２Ｎ－３４°－Ｅ楕円形Ｇ７d８１７０４

本跡→SK１７０１縄文土器自然平坦外傾１９（０．８５）×０．９２Ｎ－６°－Ｅ［楕円形］Ｇ７c１１７０６

本跡→SI１５０縄文土器自然皿状外傾３６０．６２×０．５０Ｎ－１１°－Ｅ楕円形Ｇ６d０１７０８

縄文土器自然皿状外傾４０１．０３×０．７１Ｎ－１０°－Ｗ楕円形Ｇ７d１１７１４

縄文土器自然平坦外傾３２０．９７×０．７０Ｎ－５°－Ｗ楕円形Ｇ７d１１７１５

縄文土器自然皿状外傾６３１．００×０．７２Ｎ－７１°－Ｅ楕円形Ｇ８c４１７１６

本跡→SI１３７縄文土器・剥片自然皿状外傾５００．９８×０．７５Ｎ－１８°－Ｗ楕円形Ｇ８b４１７１７

本跡→SI１５４・SI１４３縄文土器自然平坦外傾７７２．９５×１．６７Ｎ－１９°－Ｗ楕円形Ｆ７j８１７２０

本跡→SI１３３・SI１４３縄文土器自然平坦外傾５５１．４５×１．３２－円形Ｆ７h９１７２１

縄文土器自然皿状外傾７０（１．６５）×２．８６Ｎ－７°－Ｗ［楕円形］Ｇ８d１１７２２

縄文土器自然平坦外傾１３４．２２×２．０９Ｎ－１２°－Ｗ楕円形Ｇ８c２１７２３

縄文土器自＋人平坦外傾３３１．３８×１．２３Ｎ－２４°－Ｗ楕円形Ｆ７h０１８５２

本跡→SD３５０・SD３６１縄文土器不明有段直立９３１．１３×［０．８８］Ｎ－７４°－Ｗ楕円形Ｇ８b３１８５３

縄文土器自然鍋底緩斜２５～３１０．９３×０．８５Ｎ－７１°－Ｅ楕円形Ｆ７h２１８５４

縄文土器自然平坦外傾２７１．０７×０．９３Ｎ－１４°－Ｅ不整楕円形Ｆ６h０１８５５

縄文土器人＋自鍋底直立８５０．７７×０．７０Ｎ－５°－Ｗ楕円形Ｆ７j１１８５６
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第６４図 第２号遺物包含層・出土遺物実測図
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土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量 １０ 極 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量 １１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 １２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
４ 黒 色 ローム粒子・焼土粒子微量 １３ 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
５ 黒 色 ロームブロック・細礫微量 １４ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
６ 黒 色 ローム粒子・焼土粒子微量 １５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量 １６ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子微量 １７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片２９１６点，石器・石製品１８点（鏃２，匙１，楔形石器１，打製石斧１，磨石１３），剥片

５点，土師器片３点が出土している。土器片は大部分が細片である。散布状況は，谷底に近いF６i９付近に最

も多く，周囲にいくに従って希薄となる。出土土器は，早期終末の条痕文系土器と前期初頭のものが主体で，

早期中葉と中期の土器片も若干認められる。

所見 確認状況の項でも記したように，遺物の出土地点は北西方向から入り込んだ亜支谷の谷頭にあたり，東

側の台地平坦部には早期から前期にかけての集落跡が存在している。出土した土器片等は，東側の集落から流

れ込んだか，投棄されたものと考えられる。形成された時期は，出土土器から早期後半から前期初頭である。

第６５図 第２号遺物包含層出土遺物実測図（１）
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第６６図 第２号遺物包含層出土遺物実測図（２）
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第６７図 第２号遺物包含層出土遺物実測図（３）
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第６８図 第２号遺物包含層出土遺物実測図（４）
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第６９図 第２号遺物包含層出土遺物実測図（５）
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第７０図 第２号遺物包含層出土遺物実測図（６）

Q21 Q19
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Q23

第２号遺物包含層出土遺物観察表（第６４～７０図）

備考文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１５半截竹管による平行沈線文普通橙長石・石英深鉢縄文土器TP２６４

PL１５櫛歯状工具による平行沈線文普通にぶい黄橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP２６５

PL１６櫛歯状工具による平行沈線文普通にぶい黄橙長石・石英深鉢縄文土器TP２６６

PL１５横位と縦位の平行沈線文普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP２６７

PL１５口唇部に平行沈線文 胴部に平行沈線文と刺突文普通にぶい橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP２６８

PL１５口唇部にキザミ 胴部に平行沈線文と半截竹管による刺突文普通にぶい褐長石・石英深鉢縄文土器TP２６９

PL１５口唇部絡条体押圧 外・内面ともに条痕文普通にぶい赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２７０

PL１５条痕文と刺突文普通にぶい褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２７１

PL１５外面条痕文と刺突文 内面条線文普通橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP２７４

PL１５口唇部キザミ 鋸歯状の平行沈線文普通暗赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２７５

PL１５外・内面ともに条痕文 隆帯上に粗いキザミ普通橙長石・石英深鉢縄文土器TP２７６

PL１５無文 補修孔ありやや不良黒褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２７８

PL１５外・内面ともに条痕文普通にぶい橙細砂・雲母深鉢縄文土器TP２７９

PL１６外・内面ともに条痕文普通にぶい褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２８０

PL１５波状口縁 外・内面ともに条痕文普通にぶい褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２８２

PL１５隆帯上にキザミ普通にぶい褐長石・石英深鉢縄文土器TP２８３

PL１５口唇部・口縁部絡条体圧痕文 内面条痕文普通明赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２８４

PL１５隆帯上に撚糸の押圧 内面条痕文普通黒褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP２８５

PL１５隆帯上に撚糸の押圧 胴部条痕文 内面条痕文やや不良にぶい赤褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP２８６

PL１６口唇部・隆帯上に絡条体圧痕文普通にぶい褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP２８７

PL１５口唇部・隆帯上に絡条体圧痕文 内面条痕文普通明赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP２８８

PL１５口唇部・隆帯上に絡条体圧痕文 内面条痕文普通褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP２８９

PL１６隆帯上にキザミ 内面条痕文普通赤褐長石・石英深鉢縄文土器TP２９０

PL１５口唇部絡条体押圧 隆帯上にキザミ 内面条痕文普通明赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP２９１

PL１６口唇部・隆帯上に撚糸の押圧普通橙砂粒・繊維深鉢縄文土器TP２９２
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備考文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL１６隆帯上に撚糸の押圧普通橙砂粒・繊維深鉢縄文土器TP２９３

PL１６隆帯上にキザミ 内面条痕文普通にぶい赤褐砂粒・繊維深鉢縄文土器TP２９４

PL１５隆帯上に絡条体押圧普通にぶい褐細砂・雲母・繊維深鉢縄文土器TP２９５

PL１６口唇部にキザミ 外面条線文 内面条痕文普通にぶい褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP２９６

PL１６口唇部撚糸押圧 外・内面ともに条痕文普通にぶい橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP２９７

PL１６口唇部に絡条体圧痕文普通赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP２９８

PL１６口唇部にキザミ普通明赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP２９９

PL１６外面沈線文 内面条痕文普通にぶい赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３００

PL１６条線文普通にぶい赤褐長石・石英深鉢縄文土器TP３０１

PL１６口唇部にキザミ 両側に沈線を有する隆帯上にキザミ普通橙長石・石英深鉢縄文土器TP３０２

PL１６隆帯 内面条痕文普通明褐長石・石英深鉢縄文土器TP３０３

PL１６半截竹管による平行沈線文 内面縄文普通明赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３０４

PL１６口唇部・胴部絡条体圧痕文普通赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３０５

PL１６口唇部・胴部絡条体圧痕文 内面条痕文普通にぶい赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３０６

PL１６絡条体圧痕文普通にぶい褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３０７

PL１６口唇部・胴部絡条体圧痕文普通にぶい赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３０９

PL１６口唇部・胴部絡条体圧痕文普通黒褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３１０

PL１６口唇部・隆帯上に絡条体圧痕文普通にぶい赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３１１

PL１６口唇部・隆帯上及び胴部に絡条体圧痕文普通橙砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP３１２

PL１６口唇部・外面及び口縁部内面に撚糸文 内面条痕文普通橙長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３１３

PL１６波状口縁 口唇部・外面撚糸文 内面条痕文普通橙長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３１４

PL１６口唇部絡条体圧痕 外面貝殻腹縁文 内面条痕文普通橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP３１５

PL１６撚糸文普通黒褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP３１６

PL１６口唇部縄文押捺 外面無節縄文 内面条痕文普通褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP３１７

PL１５外面無節縄文による羽状縄文 内面条痕文普通にぶい赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３１８

PL１６口縁部無文 沈線文普通橙細砂深鉢縄文土器TP３１９

PL１７無文普通明赤褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP３２０

PL１７口唇部肥厚 無文普通赤褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP３２１

PL１７口縁部を隆帯で区画普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP３２２

PL１７沈線による区画内に結節縄文普通橙長石・石英深鉢縄文土器TP３２３

PL１７口縁部下に沈線と円形刺突文普通橙長石・石英深鉢縄文土器TP３２４

PL１７口縁部下に３条の沈線普通明赤褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP３２５

PL１７口縁部下に細い隆帯を波状に貼り付け 交互に刺突文普通にぶい橙長石・石英深鉢縄文土器TP３２６

PL１７口縁部下に細い隆帯を波状に貼り付け，その下位に平行沈線文普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP３２７

PL１７横位の平行沈線文普通にぶい橙長石・石英深鉢縄文土器TP３２９

PL１７横位の平行沈線文普通明赤褐長石・石英深鉢縄文土器TP３３０

PL１８縦位の平行沈線文普通橙長石・石英深鉢縄文土器TP３３２

PL１７細い隆帯と円形刺突文普通褐灰長石・石英深鉢縄文土器TP３３３

PL１７半截竹管による横位と斜位の平行沈線文普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP３３４

PL１７格子の沈線文と半截竹管による横位の平行沈線文普通にぶい橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP３３５

PL１７半截竹管による平行沈線文と貝殻腹縁文普通橙長石・石英深鉢縄文土器TP３３６

PL１７平行沈線文と貝殻腹縁文普通明赤褐長石・石英深鉢縄文土器TP３３７

PL１７斜位の平行沈線文普通橙長石・石英深鉢縄文土器TP３３８

PL１７平行沈線文と貝殻腹縁文普通橙長石・石英深鉢縄文土器TP３３９
３４１と同一個体
PL１７平行沈線文と波状沈線文普通橙長石・石英深鉢縄文土器TP３４０
３４０と同一個体
PL１７平行沈線文普通橙長石・石英深鉢縄文土器TP３４１

PL１７横位の平行沈線文と連続刺突文普通橙長石・石英深鉢縄文土器TP３４２

PL１７沈線文と貝殻腹縁文普通にぶい褐長石・石英深鉢縄文土器TP３４３

PL１７縦位と横位に沈線で区画 貝殻腹縁文と刺突文を交互に充填普通にぶい橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP３４４

PL１７半截竹管による平行沈線文と貝殻腹縁文貝殻腹縁文普通明赤褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP３４５

PL１７横位・波状の沈線文と貝殻腹縁文普通にぶい褐細砂深鉢縄文土器TP３４６

PL１７条痕文を地文とし，細い隆帯と半截竹管による連続刺突文普通橙細砂深鉢縄文土器TP３４７

PL１７条痕文を地文とし，隆帯上に絡条体圧痕文 内面条痕文普通橙長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３４８
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PL１７隆帯貼り付け 内面条痕文やや不良黒褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３５１

PL１８隆帯上にキザミ普通にぶい赤褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP３５３

PL１８隆帯上に絡条体押圧 内面条痕文普通赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３５４

PL１８隆帯上にキザミ普通明赤褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP３５５

PL１８隆帯上にキザミ 内面条痕文普通明赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP３５６

PL１７隆帯上にキザミ 内面条痕文普通にぶい赤褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP３５７

PL１８絡条体圧痕文 内面条痕文普通黒褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP３６０

PL１８絡条体圧痕文普通黒褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP３６１

PL１８絡条体圧痕文 内面条痕文普通にぶい褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP３６２

PL１８撚糸圧痕文普通にぶい褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３６３

PL１８撚糸圧痕文普通にぶい橙細砂・雲母・繊維深鉢縄文土器TP３６４

PL１８櫛歯条工具による集合沈線文普通にぶい赤褐細砂・繊維深鉢縄文土器TP３６５

外・内面ともに条痕文普通明赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３６６

PL１８単節縄文を地文とし平行沈線文 内面条痕文普通明赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３６７

PL１８口唇部キザミ 単節縄文を地文とし平行沈線文 内面条痕文普通褐砂粒・雲母・繊維深鉢縄文土器TP３６９

PL１８単節縄文を地文とし平行沈線文 内面条痕文普通にぶい赤褐長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３７０

PL１８口唇部キザミ 外面単節縄文 内面条痕文普通橙長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３７１

PL１８沈線による鋸歯文普通にぶい褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP３７３

PL１８隆帯による区画文と半截竹管による平行沈線文普通明褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP３７４

PL１８隆帯と隆帯に沿って連続刺突文普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP３７５

PL１８隆帯に沿って沈線文と単節縄文普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP３７６

PL１８単節縄文を地文とし，沈線間を磨り消し普通にぶい黄橙細砂・雲母深鉢縄文土器TP３７７

PL１８無文普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器TP３７８

PL１８無文普通にぶい橙長石・石英深鉢縄文土器TP３７９

PL１８無文普通明赤褐細砂深鉢縄文土器TP３８０

無文普通橙砂粒深鉢縄文土器TP３８１

PL１８無文普通橙長石・石英・繊維深鉢縄文土器TP３８２

櫛歯状工具による平行沈線文普通灰褐砂粒・繊維深鉢縄文土器TP３８３

PL１８無文普通橙細砂・繊維深鉢縄文土器TP３８５

備考特 徴材 質重量厚さ幅長さ器種番号

押圧剥離痕黒曜石４４．０１．８４．２５．７剥片Ｑ１１

PL２６押圧剥離による調整安山岩１４．００．９３．０４．４楔形石器Ｑ１２

押圧剥離痕黒曜石１２．７０．７５３．３６．７剥片Ｑ１３

PL２５調整痕不明トロトロ石０．８７０．３８１．３２．３石鏃Ｑ１４

PL２５押圧剥離による調整チャート０．７７０．４１．９１．８石鏃Ｑ１５

PL２６押圧剥離による調整珪質頁岩（６．５０）０．８５．２（２．８）石匙Ｑ１６

PL２５分銅形 刃部摩滅安山岩（１９０）２．４８．０（９．１）打製石斧Ｑ１７

PL２５磨面２面安山岩（２０９）４．５８．４（４．６）磨石Ｑ１８

PL２５磨面１面安山岩２２４．０３．１７．０９．１磨石Ｑ１９

PL２５磨面１面安山岩（３４９）７．２４．５（７．３）磨石Ｑ２０

PL２５磨面１面安山岩（２５０）３．７８．１（７．８）磨石Ｑ２１

PL２５磨面２面安山岩（２６１）３．７９．７（５．７）磨石Ｑ２２

磨面１面安山岩（２６９）３．７（７．７）１１．５磨石Ｑ２３

PL２５磨面１面安山岩（５５１）４．２１２．９（７．５）磨石Ｑ２４
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２ 弥生時代の遺構と遺物

当時代の遺構は，竪穴住居跡３軒が確認されており，調査区東半部の標高２８mの台地平坦部に位置してい

る。以下，検出した遺構と遺物について記述する。

竪穴住居跡

第１３５号住居跡（第７１～７３図）

位置 調査区東部のF８h２区で，標高２６mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１３８号住居跡を掘り込み，北壁を第１６７０号土坑，中央部を第１６３６号土坑，西壁を第６８号ピット群

に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７．１０m，短軸６．２０mの隅丸長方形で，主軸方向はN－２°－Wである。壁高は１５～３２cmで，

ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，北東側に硬化面が認められる。北東コーナー部，北西コーナー部，及び西壁中央部から南壁

中央部にかけての覆土下層から床面には，炭化材が放射状に存在している。

炉 ３か所。炉１は中央部やや東寄りに位置し，長径８０cm，短径６７cmの楕円形である。炉２は炉１の北に位

置し，長径５７cm，短径４８cmの楕円形である。両者ともに床面を若干掘り込んだ地床炉で，炉床は火を受けて

赤変硬化している。長径方向も両者ともに住居跡の主軸方向と同じである。炉３は南西コーナー部に近いP８

の北側に位置し，東半部を第１６３６号土坑に掘り込まれている。南北径４３cmで，東西径は３５cmしか確認できな

かったが，長径方向がN－７３°－Eの楕円形と想定される。床面を皿状に７cm掘りくぼめた地床炉である。炉

床は火を受けて赤変硬化している。

炉１・２・３土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量 ４ 極 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量 ５ 暗 赤 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット １３か所。各コーナー部寄りに位置しているP１～P４は，深さ３１～７７cmで規模と位置的に主柱穴であ

る。南壁寄りに位置しているP５は，深さ２１cmで出入り口施設に伴う柱穴とみられる。P６・P８～P１３は深

さ１５～４３cmで，いずれも性格は不明である。

埋甕 南壁寄りに位置しているP７は，径４４cmの円形で，深さ４３cmである。このピット内に頸部から上位を

切断された壺（３）が正位で埋設され，その上に別個体の壺の胴部（TP３９５）が蓋状に被せられていた。壺の

内部から，炭化種実２点が出土した。種類同定を実施した結果，イネとオオムギであった。そのうちのイネに

ついて放射性炭素年代測定を実施したところ，「暦年較正値ではAD１６４２以降となり，後代のものが混入した

可能性がある」との結果がだされた。オオムギについては年代測定を実施していないため，埋設土器に伴うも

のであるか否か結論づけることは困難であるので，種実が出土したということに止めておきたい。埋甕の性格

は，食料の貯蔵穴と住居内埋葬の可能性が考えられるが，別個体の蓋が被せられていたことや同時期の他の例

から後者の可能性が大である。

埋甕土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ５ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ６ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子微量 ７ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

覆土 １４層に分層できる。７・８層は，ロームブロックが含まれていることや堆積状況から人為堆積とみられ

るが，他の層は堆積状況から自然堆積である。
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土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量 ８ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量 ９ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量 １０ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 １１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 炭化材・焼土粒子少量，ロームブロック微量 １２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 炭化物少量，ロームブロック・焼土粒子微量 １３ 暗 褐 色 炭化材中量，ローム粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量 １４ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

遺物出土状況 弥生土器壺６点，土製紡錘車１点のほか，弥生土器片１２０点が出土している。また，流れ込ん

だ縄文土器片２０２点，石鏃２点，剥片２点も出土している。４は南東コーナー部の床面，５は東壁際北寄りの

覆土中層，６・７は南壁寄りの覆土上層からそれぞれ出土している。TP３８７は南西コーナー寄りの床面，TP３９１

は西壁際の覆土下層，TP３９４は北東コーナー部の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から後期前葉と考えられる。炭化材は柱状のものが多く，上屋を構築していた建築部

材とみられ，住居が焼失したことを物語っている。

第７１図 第１３５号住居跡実測図
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第７２図 第１３５号住居跡・出土遺物実測図
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第７３図 第１３５号住居跡出土遺物実測図
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第１４５号住居跡（第７４・７５図）

位置 調査区東部のG８a２区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１４６号住居跡を掘り込み，西半部を第１４０号住居，中央部を第３５０号溝にそれぞれ掘り込まれてい

る。

規模と形状 長軸７．５８m，短軸６．４５mの隅丸長方形で，主軸方向はN－２２°－Wである。壁高は２０～５５cmで，

外傾して立ち上がっている。

床 確認された部分はほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。

ピット ２２か所。各コーナー部寄りに位置しているP１～P４は深さ１３～２４cmと浅いが，位置から主柱穴と考

えられる。南壁寄りに位置しているP５は深さ１２cmで，出入り口の施設に伴う柱穴の可能性がある。P６～

P８の性格は不明である。P９～P２２は深さ１０cm内外で，壁際にほぼ等間隔で配されており，壁柱穴の可能性

もあるが，壁から３０cmほど離れていることから断定はできない。

覆土 １１層に分層できる。ロームブロックを若干含んでいる層もあるが，堆積状況から自然堆積とみられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ７ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 黒 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ９ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量 １０ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量 １１ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 黒 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況 弥生土器壺１点のほか，弥生土器片７８点が出土している。また，流れ込んだ縄文土器片２２８点，

剥片５点も出土している。８は北東部の床面，TP３９６は北東コーナー部付近，TP４００・TP４０１は南東コーナー部

付近の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から後期前葉と考えられる。

備考出土位置特 徴材質重量孔径厚さ長さ器種番号

PL２４覆土中両面に放射状の沈線と刺突文土（３５．４）０．８１．５５．３紡錘車DP２

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL２０南西部床面口唇部キザミ普通にぶい黄橙長石・石英・雲母壺弥生土器TP３８７

PL２０覆土中頸部６本一組の櫛歯状工具による平行沈線文普通にぶい黄橙長石・石英・雲母壺弥生土器TP３８８

PL２０覆土中頸部櫛描横走文 胴部附加条一種縄文普通灰黄褐長石・石英・雲母壺弥生土器TP３８９

PL２０覆土中頸部５本一組の櫛歯状工具による波状文
胴部附加条一種縄文普通にぶい黄橙長石・石英・雲母壺弥生土器TP３９０

PL２０西壁下層頸部無文 胴部附加条一種縄文普通にぶい橙長石・石英・雲母壺弥生土器TP３９１

PL２０覆土中頸部簾状文普通にぶい橙長石・石英・雲母壺弥生土器TP３９２

PL２０覆土中頸部斜格子文普通灰黄褐長石・石英・雲母壺弥生土器TP３９３

PL１９北東隅床面頸部無文 胴部附加条一種縄文普通橙長石・石英・雲母壺弥生土器TP３９４

PL１９Ｐ７内附加条一種縄文普通橙長石・石英・雲母壺弥生土器TP３９５

第１３５号住居跡出土遺物観察表（第７２・７３図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号
９０％
PL１９Ｐ７内頸部櫛描横走文 胴部附加条一種

（附加２条）縄文普通にぶい橙長石・石英・雲母１１．０（４０．７）－壺弥生土器３
５０％
PL１９南東隅床面胴部附加条一種（附加１条）縄文普通にぶい橙長石・石英・雲母９．１（２０．１）－壺弥生土器４
１０％
PL１９東壁中層縄文普通橙長石・石英・雲母７．８（４．２）－壺弥生土器５

５％南東上層胴部附加条一種（附加２条）縄文
底部木葉痕普通にぶい黄橙長石・石英・雲母７．８（２．５）－壺弥生土器６

５％南東上層胴部附加条一種（附加２条）縄文
底部木葉痕普通明赤褐長石・石英・雲母６．７（２．２）－壺弥生土器７
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第７４図 第１４０・１４５号住居跡実測図
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第７５図 第１４０・１４５号住居跡，第１４５号住居跡出土遺物実測図
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第１５２号住居跡（第７６・７７図）

位置 調査区南東部のG８d２区で，標高２６mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 大部分が調査区域外で北コーナー部しか確認できなかったため，北西－南東軸は３．０m，北東－

南西軸は１．６mが確認されただけで，隅丸方形あるいは隅丸長方形と推測される。壁高は２５～２７cmで，外傾し

て立ち上がっている。

床 確認された部分はほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。

ピット P１は深さ１５cmで，北コーナー部に位置していることから主柱穴と考えられる。

覆土 ７層に分層できる。３・４層はロームブロックを含み，堆積状況から人為堆積とみられるが，その他の

層は堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量 ５ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土粒ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量 ６ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ７ 褐 色 ロームブロック微量（P１覆土）
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況 弥生土器壺１点のほか，弥生土器片１５点が出土している。また，流れ込んだ縄文土器片２８点や

土師器片１４点も出土している。１２・TP４０３は，北コーナー部の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から後期前葉と考えられる。

第７６図 第１５２号住居跡実測図

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL２０北東部下層口唇部縄文押圧 口縁部縄文施文後，指頭押圧普通橙長石・石英・雲母壺弥生土器TP３９６

PL２０覆土中口唇部・口縁部下端指頭押圧 口縁部附加条一種縄文普通黒褐長石・石英・雲母壺弥生土器TP３９７

PL２０覆土中口縁部附加条一種縄文 口縁部下端棒状工具押圧普通黒褐長石・石英・雲母壺弥生土器TP３９８

PL２０覆土中頸部櫛歯状工具による平行沈線文普通にぶい橙長石・石英・雲母壺弥生土器TP３９９

PL２０南東隅下層附加条一種縄文普通橙長石・石英・雲母壺弥生土器TP４００

PL２０南東隅下層附加条一種縄文普通にぶい橙橙長石・石英・雲母壺弥生土器TP４０１

第１４５号住居跡出土遺物観察表（第７５図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号
７０％
PL１９北東部床面頸部無文 胴部附加条一種縄文普通にぶい褐橙長石・石英・雲母６．２（２６．２）－壺弥生土器８

５％覆土中無文普通にぶい褐長石・石英３．０（１．５）－壺弥生土器９

５％覆土中附加条縄文普通橙長石・石英４．２（２．２）－壺弥生土器１０

５％覆土中無文普通橙長石・石英４．２（１．５）－壺弥生土器１１
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３ 古墳時代の遺構と遺物

当時代の遺構は，竪穴住居跡９軒，土坑４基，溝跡１条が確認されている。これらの遺構は，調査区東半

部の標高２８mの台地平坦部に位置している。以下，検出した遺構と遺物について記述する。

（１）竪穴住居跡

第１３３号住居跡（第７８・７９図）

位置 調査区北部のF７g０区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１４３・１５９・１６１号住居跡，第３号陥し穴，第１７２１号土坑を掘り込み，南西部を第１６４８号土坑に掘り

込まれている。

規模と形状 長軸６．４８m，短軸５．８５mの隅丸長方形で，主軸方向はN－３４°－Eである。壁高は１２～２９cmで，

外傾して立ち上がっている。北壁から東壁にかけて，壁溝が認められる。

床 ほぼ平坦であるが，北部に向かって若干傾斜している。壁際を除いて硬化面が認められる。

炉 中央部のP２寄りに付設された地床炉である。長径７５cm，短径６２cmの楕円形で，長径方向は住居跡の主

軸方向と同じである。東半部の炉床に焼土ブロックを含んだ粘土が存在していたが，性格は不明である。ま

た，炉床の北部から炉石とみられる火を受けた礫が出土している。

炉土層解説
１ 褐 灰 色 粘土ブロック多量，焼土ブロック少量 ２ 赤 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量

ピット ６か所。各コーナー部寄りに位置しているP１～P４は，深さ５５～７１cmで規模と位置から主柱穴であ

第７７図 第１５２号住居跡出土遺物実測図
12

TP402 TP403

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

PL２０覆土中口唇部・口縁部附加条一種縄文 下端指頭押圧普通暗褐長石・石英・雲母壺弥生土器TP４０２

PL２０北部床面口縁部下端指頭押圧普通明褐長石・石英・雲母壺弥生土器TP４０３

第１５２号住居跡出土遺物観察表（第７７図）

備考出土位置文 様 の 特 徴焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号
５％
PL１９北西部床面口唇部・口縁部・頸部附加条一種縄文普通赤褐長石・石英－（６．６）［１３．２］壺弥生土器１２

表５ 弥生時代住居跡一覧表

時期主な出土遺物覆土
内部施設

壁溝床面壁高
（cm）

規模（m）
（長軸×短軸）主軸方向平面形位置番号

貯蔵穴炉ピット出入口主柱穴

後期弥生土器・埋甕・紡錘車人為・自然－３８１４－平坦１５～３２７．１０×６．２０Ｎ－２°－Ｗ隅丸長方形Ｆ８h２１３５

後期弥生土器自然－－１７１４－平坦２０～５５７．５８×６．４５Ｎ－２２°－Ｗ隅丸長方形Ｇ８a２１４５

後期弥生土器人為・自然－－－－１－平坦２５～２７（３．０×１．６）－［隅丸長方形］Ｇ８d２１５２
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第７８図 第１３３号住居跡実測図
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る。南東壁寄りに位置しているP５は深さ２３cm，北西壁寄りに位置しているP６は深さ５４cmで，ともに補助

柱穴の可能性がある。

貯蔵穴 南コーナー部に位置し，長軸８９cm，短軸７２cmの隅丸長方形で，深さは４０cmである。底面は南半部が

深く，段をなしている。

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ４ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量 ５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

覆土 １７層に分層できる。９～１２・１６層は，ロームブロックが含まれていることや堆積状況から人為堆積とみ

られるが，その他の層は自然堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量 １０ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 １１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 １２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
４ 極 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量 １３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 極 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量 １４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 １５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 １６ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
８ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量 １７ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
９ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況 土師器坩１点，壺１点，甕２点のほか，土師器片３４９点（器台４・高坏４・甕３４１）が出土して

いる。また，流れ込んだ縄文土器片３７４点，弥生土器片６点，須恵器片２点，石鏃１点も出土している。遺物

の大半は，東半部の炉跡から貯蔵穴付近にかけての覆土下層から床面にかけて出土している。

１３・１５・１６は中央部東壁寄りの床面，１４は貯蔵穴の覆土中層から出土しており，遺棄されたものとみられる。

所見 時期は，古墳時代前期である。

第７９図 第１３３号住居跡出土遺物実測図
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第１３７号住居跡（第８０・８１図）

位置 調査区南東部のG８b４区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１４６号住居跡，第１７１７号土坑を掘り込み，南西コーナー付近を第３５０号溝と第１６４１号土坑，東壁部

を第１６７３号土坑，東壁寄りを第１６７６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６．３７m，短軸５．６０mの隅丸長方形で，主軸方向はN－３０°－Wである。壁高は１５～２２cmで，

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。南コーナー部寄りの床面に，焼土塊が２か所存在してい

た。

炉 西壁寄りに付設された地床炉である。南半部が第１６４１号土坑によって失われているため，東西径５３cmで，

南北径は４３cmしか確認できなかった。

炉土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量 ２ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

ピット ６か所。各コーナー部寄りに位置しているP１～P４は，深さ３１～７７cmで規模と位置から主柱穴であ

る。南壁寄りのP５は深さ２２cm，北壁寄りのP６は深さ１６cmで，ともに後世のピットの可能性がある。

覆土 １０層に分層できる。４・６・７層は，ロームブロックが含まれていることや堆積状況から人為堆積とみ

られるが，その他の層は自然堆積である。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量 ６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量 ７ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量 ８ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量 ９ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量 １０ 暗 褐 色 ロームブロック少量

遺物出土状況 土師器坩・器台・高坏各１点，甕６点，球状土錘１点のほか，土師器片３１１点（高坏８・壺２・

甕３０１）が出土している。また，流れ込んだ縄文土器片３０８点，弥生土器片２０点，須恵器片２点，剥片１７点も出

土している。ほとんどの遺物が，覆土上層からの出土である。１７・１８は西コーナー部，１９は北コーナー部，

２０・２２・２５は南コーナー部寄りの覆土上層からそれぞれ出土している。２４は西壁寄りの広範囲の覆土上層から

出土した破片が接合したものである。

所見 遺物の多くは覆土上層から出土しているもので，本住居に伴う可能性は低い。時期は，出土土器と住居

の様相から古墳時代前期と想定される。

第１３３号住居跡出土遺物観察表（第７９図）

備考出土位置手法の特徴ほか焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号

４０％床面器面剥落により不明普通明赤褐長石・石英・チャート－（８．２）９．７坩土師器１３

５％貯蔵穴内頸部外面縦位，内面横位のヘラ磨き普通明赤褐長石・石英・角閃石－（１．９）－壺土師器１４
８０％
PL２２床面外面縦位・斜位，口縁内面横位のハケ目普通明赤褐長石・石英・雲母６．０２１．３［１８．１］甕土師器１５

７０％床面頸部・体部斜位，口縁内面横位のハケ目普通橙長石・石英・スコリア５．８（１９．０）－甕土師器１６
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第８０図 第１３７号住居跡実測図
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第１３９号住居跡（第８２～８７図）

位置 調査区南部のG７b０区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１５６号住居跡を掘り込み，第３５４・３５６A・３５６B・３６１・３６２号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７．６７m，短軸７．０４mの隅丸方形で，主軸方向はN－２７°－Wである。壁高は１４～４８cmで，外

傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。北壁寄りの一部は貼床である。南壁及び東壁寄りの床面

第８１図 第１３７号住居跡出土遺物実測図
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第１３７号住居跡出土遺物観察表（第８１図）

備考出土位置手法の特徴ほか焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号
９８％
PL２１覆土上層口縁部縦位のハケ目 体部斜位のヘラ削り普通橙細砂４．０１１．９７．３坩土師器１７

５％覆土上層外面縦位のヘラ磨き 内面横位のヘラナデ普通明赤褐長石・石英・雲母－（３．６）－器台土師器１８

１０％覆土上層脚部外面ハケ目の後，斜位のヘラ磨き普通橙細砂－（５．９）－高坏土師器１９

３０％覆土上層口縁部横位のハケ目 体部縦位のヘラ削り普通橙長石・石英・スコリア［４．２］１１．８［１３．６］甕土師器２０

５％覆土中体部外面斜位のハケ目 内面ナデ普通灰黄褐長石・石英・スコリア－（１０．０）［１７．８］甕土師器２１

５％覆土上層口縁部・体部外面縦位のハケ目普通にぶい橙細砂－（５．５）［１５．２］甕土師器２２

５％覆土中口縁部外面ナデ 内面ハケ目の後ナデ普通黒褐長石・石英－（２．５）［１７．０］甕土師器２３

５％覆土上層体部外面ヘラ削り普通橙長石・石英６．７（２．５）－甕土師器２４

５％覆土上層体部外面縦位，内面横位のハケ目普通にぶい黄橙長石・石英［６．４］（３．９）－甕土師器２５

備考出土位置特 徴材質重量孔径厚さ径器種番号

PL２４覆土中一方向から穿孔 ヘラ傷有り土
（細砂）２７．４０．８２．９３．３球状土錘DP３
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第８２図 第１３９号住居跡実測図（１）
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に，柱状の炭化材が数か所存在していた。

炉 ２か所。両者とも中央部の北西壁寄りに付設された地床炉である。炉１はP１とP４の中間に位置し，長

径９１cm，短径７２cmの楕円形で，床面を１０cm掘り込んでいる。炉２は，炉１の東側に位置し，長径７１cm，短

径４５cmの楕円形で，床面を炉床としている。

炉１土層解説
１ 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量 ３ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ にぶい赤褐色 焼土粒子少量，炭化粒子微量

炉２土層解説
１ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量

ピット ７か所。各コーナー部寄りに位置しているP１～P４は，深さ５６～６２cmで規模と位置から主柱穴であ

る。南壁寄りのP５は深さ９cmで，炉と向かい合う位置にあることから出入り口施設に伴うピットとみられ

る。北壁寄りのP６は深さ１３cm，P７は深さ１９cmで，ともに性格は不明である。

貯蔵穴 南東コーナー部に位置しており，長径６２cm，短径５６cmの楕円形で，深さは３６cmである。底面は鍋底

状で，壁はわずかに外傾して立ち上がっている。

覆土 １１層に分層できる。２・４・５・７層は，ロームブロックや焼土ブロックが含まれていることや堆積状

況から人為堆積とみられるが，その他の層は自然堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量 ７ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量 ８ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化物微量 ９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量 １０ 極 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子微量 １１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

第８３図 第１３９号住居跡実測図（２）
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遺物出土状況 土師器高坏１０点，壺１３点，甕７点，石製品３点（勾玉・勾玉模造品・紡錘車）のほか，土師器

片１８５３点（器台２・高坏８７・壺８２・甕１６８２）が出土している。また，流れ込んだ縄文土器片１０５点，弥生土器片

６１点，須恵器片１点，陶器片１点，鉄製品１点（不明），剥片１１点，種実１点（不明）も出土している。遺物の

大半は，北壁寄りと東壁寄りの主柱穴を結んだ外側の覆土中層から出土している。特にP１と貯蔵穴及び炉跡

の北側に集中している。２６・２９は北東コーナー部，３２は北西コーナー部の覆土上層からそれぞれ出土してい

る。２７・２８・３９・Q２５は北壁寄り，３３・３７・４０は北東コーナー部寄り，Q２６は南東コーナー部寄りの覆土中層か

らそれぞれ出土している。３０は北壁寄りとP６内から，３６は北東コーナー部付近から出土した破片が接合した

ものである。３４・３５・３８は，南東コーナー部付近から出土した破片が接合したものである。

所見 遺物の多くは覆土中層からのもので，いずれも廃絶後に流れ込んだものとみられ，当住居に伴うもので

はない。時期は，出土土器の時期と大差は無いと思われることから，前期後半に比定できる。床面から炭化材

が出土していることから，焼失住居とみられる。

第８４図 第１３９号住居跡出土遺物実測図（１）
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第８５図 第１３９号住居跡出土遺物実測図（２）
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第８６図 第１３９号住居跡出土遺物実測図（３）
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第８７図 第１３９号住居跡出土遺物実測図（４）
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第１３９号住居跡出土遺物観察表（第８４～８７図）

備考出土位置手法の特徴ほか焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号

３０％覆土上層坏部上半斜位・下半横位のヘラ削り普通にぶい橙長石・石英・雲母－（７．９）－高坏土師器２６
３０％
PL２１覆土中層脚部外面縦位のヘラ磨き 内面横位のヘラナデ普通にぶい橙長石・石英８．５（７．１）－高坏土師器２７
５０％
PL２１覆土中層坏部外面斜位のヘラナデ，脚部縦位のヘラ磨き普通橙長石・石英１５．０１７．４［１９．１］高坏土師器２８
９０％
PL２１Ｐ７内坏部内・外面斜位のヘラナデ，脚部内面絞り普通明赤褐長石・石英・スコリア１６．６１８．０２１．３高坏土師器２９

６０％覆土中層坏部外面斜位，内面横位のヘラナデ普通明赤褐長石・石英・雲母－（１７．１）２２．３高坏土師器３０
６０％
PL２１Ｐ６内坏部外面斜位のヘラ削り 内面横位のヘラ磨き普通橙長石・石英・雲母－（８．７）１９．４高坏土師器３１

５０％覆土上層坏部外面斜位のヘラナデ 内面ナデ普通橙長石・石英・スコリア－（７．０）２０．４高坏土師器３２
８０％
PL２３覆土中層体部外面斜位のヘラナデ普通明赤褐長石・石英・スコリア５．０（１３．７）－壺土師器３３

７０％覆土上層口縁部内面斜位のヘラ磨き 頸部雑なヘラナデ普通にぶい橙長石・石英・チャート６．０（２２．６）－壺土師器３４
６０％
PL２３覆土中層口縁部外・内面ナデ 体部外面斜位のヘラナデ普通にぶい橙長石・石英・チャート７．８３２．６１７．４壺土師器３５
７０％
PL２３覆土中層口縁部内面斜位，体部上半縦位のヘラ磨き普通橙長石・石英・雲母６．８３４．２１７．０壺土師器３６

２０％覆土中層頸部外・内面雑なヘラ磨き普通にぶい赤褐長石・石英・チャート－（８．５）１９．１壺土師器３７
６０％
PL２３覆土中層体部外面縦位のヘラ磨き 内面ヘラナデ普通にぶい褐長石・石英・雲母７．０２９．５１２．９壺土師器３８

２０％覆土中層口縁部・体部外面ナデ普通明赤褐長石・石英・雲母－（１０．６）［１２．７］甕土師器３９
９０％
PL２２覆土中層体部外面斜位のヘラ削り 内面ナデ普通にぶい赤褐長石・石英・雲母６．０２１．５１５．４甕土師器４０
７０％
PL２２Ｐ６内体部外面斜位のヘラ削り 内面横位のヘラナデ普通にぶい赤褐長石・石英６．１２４．０１５．０甕土師器４１
７０％
PL２２覆土下層体部外面ナデ普通赤褐長石・石英・雲母６．１１９．８［１９．０］甕土師器４２
７０％
PL２２覆土中層体部上半斜位，下半縦位のヘラ磨き普通橙長石・石英－（２２．０）［１６．４］甕土師器４３
９０％
PL２２覆土下層口縁部外面縦位，内面横位のヘラナデ普通明赤褐長石・石英・雲母４．８２２．５１６．０甕土師器４４

５％覆土中層口縁部外・内面横ナデ普通明赤褐細砂－（１．５）［１５．０］甕土師器４５

備考出土位置特 徴材質重量孔径厚さ幅長さ器種番号

PL２６覆土中層完形 屈曲部は丁寧な面取り滑石１．３４０．２０．４４１．１５１．７９勾玉模造品Ｑ２５

PL２６覆土中層完形 孔は両面から穿っている蛇紋岩４．５００．２０．８１．６２．７勾玉Ｑ２６

PL２６覆土下層完形 下面は放射状の磨り滑石２２．６０．８０．９－４．２紡錘車Ｑ２７
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第１４０号住居跡（第７４・８８・８９図）

位置 調査区南東部のG８a２区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１４５号住居跡を掘り込み，中央部を第３５０号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６．０５m，短軸４．９５mの隅丸長方形で，主軸方向はN－１８°－Wである。壁高は４８～５７cmで，

ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦であるが，南側に向かって若干傾斜している。壁際を除いて硬化面が認められる。各コーナー部

には壁溝が存在している。また，東壁・南壁及び西壁の中央部から住居の中心部へ向かって間仕切り溝が延び

ている。東壁・西壁から延びている間仕切り溝の端部には，深さ３０cmほどのピットが存在している。南西コー

ナー部を除く各壁際の床面及び覆土下層には焼土がブロック状に堆積しており，北壁寄りには炭化材が若干認

められる。

炉 ２か所。両者ともに中央部の南壁寄りに付設された地床炉である。炉１はやや西側に位置し，長径５５cm，

短径４９cmの楕円形で，炉床は床面とほぼ同じである。炉２は，炉１の東側に位置し，長径８３cm，短径７０cmの

楕円形で，床面を６cm掘り込んでいる。

炉２土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ロームブロック微量

ピット ９か所。各コーナー部寄りに位置しているP１～P４は，深さ６０～７０cmで規模と位置から主柱穴であ

る。北壁寄りに位置しているP７は深さ１０cmで，炉と向かい合う位置にあることから出入り口施設に伴う

ピットとみられる。P５，P６は，間仕切り溝の端部に位置しているピットである。西壁寄りに位置しているP

８は深さ２０cm，南西コーナー部に位置しているP９は深さ２８cmで，いずれも性格は不明である。

貯蔵穴 ３か所。貯蔵穴１は南東コーナー部に位置し，長径６６cm，短径５７cmの楕円形で，深さは３６cmであ

る。貯蔵穴２は南西コーナー部に位置し，径７５cmほどの不整円形で，深さは７０cmである。貯蔵穴３は北西

コーナー部に位置し，長径６９cm，短径５９cmの楕円形で，深さは３５cmである。底面はいずれも鍋底状で，壁は

外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴１土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ４ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ５ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量 ６ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

貯蔵穴２土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ４ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量 ５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

貯蔵穴３土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量 ３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量 ４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

覆土 ２０層に分層できる。６～８・１２・１７～１９層は，ロームブロックや焼土ブロックが含まれていることや堆

積状況から人為堆積とみられるが，その他の層は自然堆積である。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量 １１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 １２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 １３ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量 １４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量 １５ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量 １６ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化物微量 １７ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量 １８ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
９ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量 １９ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物微量
１０ にぶい赤褐色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック微量 ２０ 極暗赤褐色 炭化物・焼土粒子少量，ロームブロック微量
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遺物出土状況 土師器坩・炉器台各１点，器台・高坏各２点，椀４点，壺３点，甕１２点，ミニチュア１点，土

製品７点（球状土錘）のほか，土師器片１１５０点（坩５・高坏７９・甕１０６６）が出土している。また，流れ込んだ

縄文土器片４６９点，弥生土器片６５点，須恵器片１点，石鏃１点，剥片２７点も出土している。４６は北東コーナー

部の覆土上層，DP７は北東コーナー部の覆土中層から出土している。４８・５３・５５は，貯蔵穴２内から出土して

いる。５８は北西コーナー部の覆土中層と北東コーナー部寄りの床面，６８は東壁寄りの覆土中層と炉２内から出

土した破片が接合したものである。５０・５２・DP４は東壁寄り，６１・６５・６６，DP５・DP８・DP９は，南西

コーナー部付近の床面からそれぞれ出土している。５９は東壁寄りと西壁寄りの床面，６７・５４は南西コーナー部

の床面から出土した破片が接合したものである。

所見 遺物の大半は覆土下層や床面から出土しており，遺棄されたか，廃絶後の早い時期に投棄されたものと

みられる。床面から焼土塊や炭化材が出土していることから，焼失住居である。時期は，出土土器から前期後

葉に比定できる。

第８８図 第１４０号住居跡出土遺物実測図（１）
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第８９図 第１４０号住居跡出土遺物実測図（２）
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第１４４号住居跡（第９０～９３図）

位置 調査区東部のF８i４区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１３８・１４９号住居跡を掘り込み，南部を第１６６０号土坑，東壁部を第１６６１号土坑，北壁部を第３５５号

溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６．３７m，短軸６．３２mの隅丸方形で，主軸方向はN－４°－Eである。壁高は１１～３６cmで，ほ

ぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。東壁下を除いて壁溝が巡っている。また，南壁中央部か

ら１条，西壁の中央部とやや北壁寄りから中心部へ向かって各１条の間仕切り溝が延びている。

竈 北壁寄りのほぼ中央部，北壁の５５cm内側に付設されている。焚口部から煙道部まで１３０cm，燃焼部幅

５１cmで，袖部，奥壁部は床面と同じ高さを基部として，砂質粘土を用いて構築している。火床部も床面と同

第１４０号住居跡出土遺物観察表（第８８・８９図）

備考出土位置手法の特徴ほか焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号
１０％
PL２０覆土上層体部下半ヘラナデ普通にぶい橙長石・石英・雲母４．０（３．６）－坩土師器４６
６０％
PL２０覆土中層体部上半横位のヘラ磨き 下半ナデ普通にぶい橙長石・石英・雲母３．６６．５［１２．０］椀土師器４７
８０％
PL２０貯蔵穴２器面剥落により調整痕不明普通橙長石・石英・雲母，粗い３．８６．０１２．５椀土師器４８

２０％覆土上層体部外面縦位，内面横位のヘラ磨き普通にぶい赤褐細砂・雲母－（６．７）［１４．０］椀土師器４９
９０％
PL２１床面坏部調整痕不明 脚部外面縦位のヘラ磨き普通赤細砂・雲母・スコリア－（８．８）１２．５高坏土師器５０

５０％覆土下層坏部外面磨き 内面縦位のヘラ磨き普通赤細砂・スコリア－（６．２）２１．２高坏土師器５１
９５％
PL２１床面受部・脚部外面ヘラ磨き 脚内面ハケ目普通にぶい赤褐細砂・雲母１０．０８．３７．９器台土師器５２
９５％
PL２１貯蔵穴２受部・脚部外面縦位のヘラ磨き普通明赤褐長石・石英・雲母９．８８．１７．９器台土師器５３

６０％床面外面縦位のハケ目 内面横位のヘラナデ普通灰黄褐長石・石英１１．６（９．３）－炉器台土師器５４
８０％
PL２４貯蔵穴２外・内面ナデ普通にぶい褐長石・石英・雲母－４．１５．０ミニチュア土師器５５

５％覆土中外面縦位のヘラ磨き 口縁部下端撚糸押捺普通黄橙長石・石英・チャート－（４．７）［１７．４］壺土師器５６

１０％覆土中頸部外面縦位のヘラ磨き 内面横位のハケ目普通明赤褐長石・石英－（５．１）［１４．２］壺土師器５７

１０％覆土中層・床面口縁部外・内面縦位のヘラ磨き普通明赤褐長石・石英・スコリア－（７．７）［２３．０］壺土師器５８

２０％床面体部外面斜位，内面横位のハケ目普通橙長石・石英・雲母－（１０．０）［１４．０］甕土師器５９

１５％覆土上・下層体部外面斜位のハケ目 内面縦位のナデ普通にぶい橙長石・石英・スコリア－（８．０）１２．８甕土師器６０

５％床面外面ナデ 内面横位のハケ目普通明赤褐長石・石英・雲母－（４．６）１４．６甕土師器６１

５％覆土中口縁部外面ナデ 内面横位のハケ目普通にぶい褐細砂－（２．０）［１５．２］甕土師器６２
３０％
PL２３覆土下層口縁部横ナデ 体部外面粗いヘラ磨き普通明褐長石・石英・雲母－（１６．２）［１６．４］甕土師器６３
６０％
PL２３覆土上層口縁部外面縦位，内面横位，体部斜位のハケ目普通橙長石・石英・チャート－（１９．８）［１７．６］甕土師器６４

４０％床面口縁部外面縦位 内面・体部横位のハケ目普通明赤褐長石・石英・雲母－（２３．４）［１５．２］甕土師器６５
６５％
PL２４床面体部外面中位まで縦位，内面横位のハケ目普通橙長石・石英・雲母５．０（１６．０）－甕土師器６６

４５％床面体部外面縦位のハケ目 内面横位のヘラナデ普通にぶい褐長石・石英・雲母６．６（１３．０）－甕土師器６７

１０％炉２内口縁部外面縦位，内面横位ヘラ磨き普通橙長石・石英－（３．８）１２．６甕土師器６８

備考出土位置特 徴材 質重量孔径厚さ径器種番号

PL２４床面表面ナデ 一方向から穿孔土（細砂）１０．２０．７２．３２．３球状土錘DP４

PL２４床面表面ナデ 一方向から穿孔土（長石・石英）１４．６０．７２．５２．５球状土錘DP５

PL２４床面表面ナデ 一方向から穿孔土（長石・石英）１７．７０．５２．４２．８球状土錘DP６

PL２４覆土中層表面ナデ 一方向から穿孔土（細砂）１７．１０．６２．４２．５球状土錘DP７

PL２４床面表面ナデ 一方向から穿孔土（細砂）２４．８０．６２．８３．４球状土錘DP８

PL２４床面表面ナデ 一方向から穿孔土（細砂）２５．００．６３．２３．２球状土錘DP９

PL２４Ｐ８内表面ナデ 一方向から穿孔土（細砂・スコリア）２９．１０．４２．８３．２球状土錘DP１０
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第９０図 第１４４号住居跡実測図（１）
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じ高さであり，火床面は火を受けて赤変硬化している。火床部から，土師器甕がつぶれた状態で出土してい

る。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量 ９ 灰 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
２ 暗 褐 色 粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 １０ 灰 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック微量
３ 灰 褐 色 粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量 １１ 灰 褐 色 粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量 １２ 灰 褐 色 粘土粒子中量，焼土ブロック少量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量 １３ にぶい赤褐色 粘土粒子少量，焼土ブロック微量
６ にぶい赤褐色 焼土粒子・粘土粒子少量 １４ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量 １５ 灰 赤 色 焼土粒子・粘土粒子少量，ロームブロック微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

ピット ６か所。北東コーナーを除いた各コーナー部寄りに位置しているP１～P３は，深さ６６～８０cmで規模

と位置から主柱穴である。南壁下の中央部に位置しているP４は，深さ３４cmで竈と向かい合う位置にあるこ

とから出入り口施設に伴うピットとみられる。P２の東側に位置しているP５は深さ１８cm，P１の北側に位置

しているP６は深さ１５cmで，ともに性格は不明である。

貯蔵穴 南東コーナー部に付設されている。長軸７５cm，短軸６４cmの長方形で，深さは４０cmである。底面は鍋

底状で，壁はやや外傾して立ち上がっている。

覆土 １３層に分層できる。６・８・９層は，ロームブロックや焼土ブロックが含まれていることや堆積状況か

ら人為堆積とみられるが，その他の層は自然堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量 ８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量 ９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量 １０ 褐 色 ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量 １１ 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量 １２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 １３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

遺物出土状況 土師器坏４点，椀２点，甕８点，甑２点，石製品１７点（臼玉）のほか，土師器片３３６点（器台

４・坏２４・高坏１・壺１・甕３０５・甑１）が出土している。また，流れ込んだ縄文土器片３００点，石鏃１点，剥

片４２点も出土している。７０は南壁際の覆土上層，７６は南壁寄りの覆土下層，７２・７９は北壁際の床面からそれぞ

れ出土している。６９・７３・７５は竈内，７１は貯蔵穴内からそれぞれ出土している。７４は北壁寄りと南壁寄りの床

面，７７は北壁寄りと南東コーナー付近の床面，７８は北壁際の床面と貯蔵穴上面から出土した破片がそれぞれ接

合したものである。Q３０～Q４３は，貯蔵穴西側の床面の６０×６０cmの範囲から出土している。

所見 遺物の多くは，覆土下層から床面にかけて出土しており，遺棄されたか，廃絶後の早い時期に投棄され

たのものとみられる。時期は，出土土器から中期後葉に比定できる。１６点の臼玉は一か所にまとまっており，

住居内において何らかの祭祀行為が行われたことを示唆している。

第９１図 第１４４号住居跡実測図（２）
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第９２図 第１４４号住居跡出土遺物実測図（１）
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第９３図 第１４４号住居跡出土遺物実測図（２）
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第１４４号住居跡出土遺物観察表（第９２・９３図）

備考出土位置手法の特徴ほか焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号
７０％
PL２０竈炊き口体部下半ヘラナデ 内面磨き普通橙長石・石英・雲母－６．１１５．０椀土師器６９
７０％
PL２０覆土上層体部下半横位のヘラ削り 内面磨き普通明赤褐細砂・雲母－６．２［１４．０］椀土師器７０
１００％
PL２０貯蔵穴体部下半横位のヘラ削り 内面磨き普通赤細砂・雲母・スコリア－６．０１３．３椀土師器７１

３０％床面底部横位のヘラ削り 内面磨き普通赤褐細砂・雲母－５．３［１６．２］坏土師器７２
６０％
PL２４竈火床面体部上半縦位のヘラ削り 内面ナデ普通橙長石・石英・雲母－（１５．８）１４．１甕土師器７３

６０％床面体部外・内面ナデ普通橙長石・石英・雲母－（２０．７）１７．０甕土師器７４

３０％竈焚き口外面剥落により調整不明 体部内面ナデ普通橙長石・石英－（１３．５）［１６．６］甕土師器７５

２０％覆土下層体部外面横位のヘラ削り 内面横位のナデ普通橙長石・石英・雲母－（１４．０）［２０．６］甕土師器７６

３０％床面体部外面斜位のヘラ磨き 内面横位のナデ普通にぶい褐長石・石英・雲母［８．０］（２４．５）－甕土師器７７
４５％
PL２４床面・貯蔵穴体部外面縦位，内面不定方向のヘラナデ普通橙長石・石英・雲母－（１８．５）２１．２甑土師器７８

１５％床面体部外面縦位，内面不定方向のヘラナデ普通橙細砂・雲母・スコリア－（１７．０）［２０．８］甑土師器７９

備考出土位置特 徴材質重量孔径厚さ幅長さ（径）器種番号

PL２６床面一方向から穿孔滑石５．１６０．２００．４５１．８９３．４勾玉Ｑ２９

PL２６床面側面に弱い稜を有する滑石０．０８０．２００．２０－０．５０臼玉Ｑ３０
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第１４７号住居跡（第９４・９５図）

位置 調査区南部のC７d５区で，標高２７．５mの台地緩斜面部に位置している。

重複関係 第７０号ピット群のP１６に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５．８２m，短軸５．２０mの隅丸長方形で，主軸方向はN－２５°－Wである。壁高は１０～２０cmで，

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，主柱穴内側の中央部と北壁寄りの一部で硬化面が認められる。南壁下を除いて壁溝が巡って

いる。

炉 ３か所。炉１は中央部北壁寄りに位置し，長径５６cm，短径４３cmの楕円形である。炉２は炉１の北側に位

置し，長径９８cm，短径４１cmの楕円形である。炉３は北東コーナー部に位置し，長径３７cm，短径２５cmの楕円

形である。いずれも床面を５cmほど掘り下げた地床炉である。

炉１土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量 ３ にぶい赤褐色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量

炉２土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量 ３ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量 ４ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子少量

炉３土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量 ３ 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子微量

ピット ６か所。各コーナー部寄りに位置しているP１～P４は，深さ４３～５７cmで規模と位置から主柱穴であ

る。南壁寄りの中央部に位置しているP５は，深さ１３cmで竈と向かい合う位置にあることから出入り口施設

に伴うピットとみられる。P５の北側に位置しているP６は，深さ２０cmで性格不明である。

貯蔵穴 南東コーナー部に付設されている。長軸７３cm，短軸６８cmの隅丸方形で，深さは４３cmである。底面は

鍋底状で，壁はやや外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量 ４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量 ５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

備考出土位置特 徴材質重量孔径厚さ幅長さ（径）器種番号

PL２６床面側面に縦位の磨痕滑石０．０８０．２００．１５－０．５５臼玉Ｑ３１

PL２６床面側面に縦位の磨痕滑石０．１６０．２００．３０－０．５０臼玉Ｑ３２

PL２６床面側面に弱い稜を有する滑石０．１５０．２００．３０－０．５０臼玉Ｑ３３

PL２６床面側面に縦位の磨痕滑石０．１１０．２００．２０－０．５０臼玉Ｑ３４

PL２６床面側面に縦位の磨痕滑石０．１２０．２００．２０－０．５０臼玉Ｑ３５

PL２６床面側面に縦位の磨痕滑石０．１１０．２００．２６－０．５５臼玉Ｑ３６

PL２６床面側面にやや膨らみ滑石０．１４０．２００．３２－０．５８臼玉Ｑ３７

PL２６床面側面にやや膨らみ滑石０．１２０．２００．３０－０．５３臼玉Ｑ３８

PL２６床面側面に弱い稜を有する滑石０．１４０．２００．３１－０．５１臼玉Ｑ３９

PL２６床面側面に弱い稜を有する滑石０．１７０．２００．３３－０．５３臼玉Ｑ４０

PL２６床面側面に縦位の磨痕滑石０．１３０．１５０．２０－０．５５臼玉Ｑ４１

PL２６床面側面にやや膨らみ滑石０．１３０．３００．２０－０．５０臼玉Ｑ４２

PL２６床面側面にやや膨らみ滑石０．１１０．２００．２５－０．５０臼玉Ｑ４３

PL２６覆土中側面にやや膨らみ滑石０．１００．２００．３０－０．５０臼玉Ｑ４４

PL２６覆土中側面に縦位の磨痕滑石０．１６０．２００．３０－０．５５臼玉Ｑ４５
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覆土 １７層に分層できる。４～７・１０・１３層は，ロームブロックが含まれていることや堆積状況から人為堆積

とみられるが，他の層は自然堆積である。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量 ５ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量 ６ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量 ７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量 ８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

第９４図 第１４７号住居跡実測図
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９ 褐 色 ローム粒子少量 １４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量 １５ 褐 色 ロームブロック少量
１１ 褐 色 ローム粒子中量 １６ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量 １７ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況 土師器坩３点，甕２点，器台・高坏各１点のほか，土師器片１０６点（坩１０・高坏７・甕８８・台付

甕１）が出土している。また，流れ込んだ縄文土器片１４４点，弥生土器片２０点，石鏃１点，剥片５点も出土し

ている。８２・８３は北西コーナー部付近の覆土下層，８０は貯蔵穴内からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から前期後葉に比定できる。

第１４８号住居跡（第９６・９７図）

位置 調査区東部のG７c７区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１５１号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸５．４２m，短軸３．９７mの隅丸方形で，主軸方向はN－２２°－Wである。壁高は２１～３０cmで，外

傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。

炉 中央部に位置し，径９５cmほどの円形で，床面を１０cm掘り下げた地床炉である。

炉土層解説
１ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量 ３ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量 ４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ピット １２か所。各コーナー部寄りに位置しているP１～P４は，深さ３１～６８cmで規模と位置から主柱穴であ

る。南壁下の中央部に位置しているP５は深さ３０cm，P６は深さ１７cmで，竈と向かい合う位置にあることから

第９５図 第１４７号住居跡出土遺物実測図
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第１４７号住居跡出土遺物観察表（第９５図）

備考出土位置手法の特徴ほか焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号
９５％
PL２０貯蔵穴内器面剥落により調整痕不明普通橙長石・石英・雲母４．４７．０９．８坩土師器８０
５０％
PL２１覆土中受部内面・脚部外面縦位のヘラ磨き普通明赤褐長石・石英・角閃石［１１．８］８．０７．７器台土師器８１

６０％覆土下層坏・脚部外面ヘラナデ 坏部内面ヘラ磨き普通橙長石・石英・スコリア－（８．８）－高坏土師器８２

５％覆土下層体部外面ナデ 内面横位のヘラナデ普通橙長石・石英・雲母－（７．２）［１８．２］甕土師器８３

破片覆土中口縁部外・内面横ナデ普通にぶい赤褐長石・石英・雲母－（２．３）［１３．６］甕土師器８４
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出入り口施設に伴うピットとみられる。北壁際に位置しているP７～P１０は深さ９～１１cm，南東コーナー部に

位置しているP１１は深さ３３cm，南西コーナー部に位置しているP１２は深さ１３cmで，いずれも性格は不明であ

る。

覆土 １０層に分層できる。ほとんどの層にロームブロックが含まれているが，１・２層と壁際の８～１０層は自

然堆積で，その他の層は人為堆積とみられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ６ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量 ８ 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量 ９ 褐 色 ロームブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 １０ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

遺物出土状況 土師器高坏・台付甕各１点，甕２点のほか，土師器片１８６点（坩１・椀３・高坏１・甕１８１）が

出土している。また，流れ込んだ縄文土器片１６６点，弥生土器片５１点，須恵器片１点，鉄製品２点（不明），石

第９６図 第１４８号住居跡実測図

A
28.0m

1 1

1 1 1

3 4

2

1

K

K K

K

K
6 63 7

7

10

A'

A

A'

F
27.8m

F'

F

F
'

C C'

C

C
'

B
B
'

B

B
'

D
D
'

D

D
'

E
E
'

E
E
'

SI 151

P11
P12

P1

P2

P5

P3

P4

P7

P8 P9 P10

P6

K

6

6

2
2

3
4

1

9

K

K
K

K
2

5

8

T
P4
09
86

G7d7

撹

乱

TP409 86



―１０２―

製品２点（玦状耳飾り・石匙），剥片１３点も出土している。８６はP３東側の覆土上層，TP４０９は西壁際の床面か

らそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から前期後葉に比定できる

第１４９号住居跡（第９８・９９図）

位置 調査区東部のF８i３区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 東半部を第１４４号住居，北壁を第３５５号溝に，西壁を第１７００号土坑，北壁寄りを第６８号ピット群にそ

れぞれ掘り込まれている。

規模と形状 東半部が第１４４号住居に掘り込まれているために，南北軸４．４mで，東西軸は３．４９mしか確認でき

なかった。形状から主軸方向がN－１９°－Wの隅丸方形と推測できる。壁高は１９～２１cmで，外傾して立ち上

がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。

炉 ２か所。炉１は中央部北壁寄りにあり，長径４９cm，短径３８cmの長方形の地床炉である。長径方向は住居

跡の主軸方向と同じである。炉２は炉１の東側の北壁寄りにあり，径３８cmの円形の地床炉である。

第９７図 第１４８号住居跡出土遺物実測図

85

86

87

88

TP404 TP405 TP407

TP409TP408

TP406

TP410

備考出土位置文 様 の 特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

覆土中口縁部附加条縄文 口縁部下端棒状工具による押圧普通橙長石・石英・雲母壺弥生土器TP４０４

覆土中口縁部縄文施文後，円形刺突文 下端棒状工具による押圧普通橙長石・石英壺弥生土器TP４０５

覆土中頸部無文 胴部縄文普通橙長石・石英壺弥生土器TP４０６

覆土中頸部櫛歯状工具による波状文 胴部縄文普通赤長石・石英・雲母壺弥生土器TP４０７

覆土中附加条一種縄文普通にぶい橙長石・石英・雲母壺弥生土器TP４０８

西壁床面附加条一種縄文普通橙長石・石英・雲母壺弥生土器TP４０９

覆土中附加条一種縄文普通橙長石・石英・雲母壺弥生土器TP４１０

第１４８号住居跡出土遺物観察表（第９７図）

備考出土位置手法の特徴ほか焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号

５％覆土中器面剥落により調整痕不明普通橙細砂・スコリア－（５．９）－高坏土師器８５

５％覆土上層脚部外面斜位のハケ目 内面ヘラナデ普通にぶい赤褐長石・石英－（４．４）－台付甕土師器８６

５％覆土中口縁部外・内面横ナデ普通橙長石・石英－（２．８）［１８．４］甕土師器８７

５％覆土中体部外面斜位のヘラ削り 内面ハケ目普通にぶい赤褐長石・石英・スコリア［７．６］（３．０）－甕土師器８８
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炉１土層解説
１ 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量 ２ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子少量

炉２土層解説
１ 褐 色 焼土ブロック中量 ２ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子少量

覆土 １３層に分層できる。１・２・８～１０層にはロームブロックが含まれ，不自然な堆積状況を示しているこ

とから，大部分は人為堆積の可能性があり，一部は堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量 ８ 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量 ９ 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量 １０ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量 １１ 暗 褐 色 ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量 １２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 １３ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

遺物出土状況 土師器器台・壺各２点，高坏１点，甕３点のほか，土師器片１３１点（器台７・高坏２・甕１２２）

が出土している。また，流れ込んだ縄文土器片１１７点，石鏃１点，剥片１０点も出土している。８９は西壁際，９１

～９３は北壁寄り，９４は中央部，９５は南壁寄りの覆土中層からそれぞれ出土している。９０は，中央部と西壁寄り

の覆土中層から出土した破片が接合したものである。９６は，北壁寄りの床面から出土している。

所見 土器の大半は，廃絶後に投棄されたか流れ込んだものである。時期は，出土土器から前期と考えられる。

第９８図 第１４９号住居跡実測図
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第１５４号住居跡（第１００・１０１図）

位置 調査区東部のF７J９区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１４３号住居跡，第１７２０号土坑を掘り込み，中央部を第３５４号溝，南部を第１６７５号土坑と第３５６A・B

号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５．９４m，短軸５．８５mの隅丸方形で，主軸方向はN－２４°－Wである。壁高は１９cmで，外傾し

て立ち上がっている。

第９９図 第１４９号住居跡出土遺物実測図
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第１４９号住居跡出土遺物観察表（第９９図）

備考出土位置手法の特徴ほか焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号

１０％覆土中層脚部外面縦位・内面横位のヘラナデ普通赤褐長石・石英・雲母［９．６］（５．５）－器台土師器８９
６０％
PL２１覆土中層受部下半横位，脚部縦位のヘラナデ普通橙長石・石英・スコリア［１１．２］９．２９．０器台土師器９０

２０％覆土中層脚部外面縦位，内面横位のヘラナデ普通赤褐細砂－（５．２）－高坏土師器９１

５％覆土中層口縁部外・内面縦位のヘラナデ普通灰褐長石・石英・雲母－（７．３）［１４．８］壺土師器９２

３０％覆土中層体部外面縦位のヘラナデ 内面ナデ普通橙長石・石英６．０（１０．５）－壺土師器９３

５％覆土中層口縁部外面調整痕不明 内面横位のハケ目普通にぶい橙長石・石英－（３．７）［１９．０］甕土師器９４

１０％覆土中層体部外面斜位のハケ目普通明褐長石・石英・雲母－（７．０）［１６．８］甕土師器９５
６０％
PL２４床面体部外面ハケ目 内面ナデ普通灰褐長石・石英・雲母６．５１９．７［１６．３］甕土師器９６
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床 ほぼ平坦で，硬化した部分は認められない。

ピット ５か所。北東・北西コーナー部寄りに位置しているP１は深さ２５cm，P４は深さ３８cmで規模と位置か

ら主柱穴であるが，南壁側の主柱穴は不明である。中央部付近に位置しているP２は深さ４３cm，P３は深さ

４２cm，P５は深さ２７cmで，いずれも性格は不明である。

覆土 ７層に分層できる。２・３層にはロームブロックが含まれ，不自然な堆積状況を示していることから人

為堆積の可能性があり，その他の層は堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ５ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量 ６ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ７ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第１００図 第１５４号住居跡実測図
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遺物出土状況 土師器坩・壺各１点，鉄鏃１点のほか，土師器片１０９点（坩３・器台１・椀５・高坏５・甕

９５）が出土している。また，流れ込んだ縄文土器片５３点，弥生土器片１点，剥片５点，土師質土器片２点も出

土している。９７はP１の覆土上層，M１は北壁寄りの覆土上層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から前期と考えられる。

（２）土坑

第１６３６号土坑（第１０２・１０３図）

位置 調査区東部のF８h２区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１３５号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２．２３m，短軸１．９１mの隅丸長方形で，長軸方向はN－４６°－Eである。深さは１９cmで，底面

は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分層できる。ロームブロックが含まれ，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

第１０１図 第１５４号住居跡出土遺物実測図
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表６ 古墳時代住居跡一覧表

時期主な出土遺物覆土
内部施設

壁溝床面壁高
（cm）

規模（m）
（長軸×短軸）主軸方向平面形位置番号

貯蔵穴竈・炉ピット出入口主柱穴

前期土師器人為・自然１炉２－４一部平坦１２～２９６．４８×５．８５Ｎ－３４°－Ｅ隅丸長方形Ｆ７g０１３３

前期土師器・球状土錘人為・自然－炉２－４－平坦１５～２２６．３７×５．６０Ｎ－３０°－Ｗ隅丸長方形Ｇ８b４１３７

前期土師器・勾玉・紡錘車人為・自然１炉２２１４－平坦１４～４８７．６７×７．０４Ｎ－２７°－Ｗ隅丸方形Ｇ７b０１３９

前期土師器・球状土錘人為・自然３炉２４１４－平坦４８～５７６．０５×４．９５Ｎ－１８°－Ｗ隅丸長方形Ｇ８a２１４０

中期土師器・臼玉人為・自然１竈２１３一部平坦１１～３６６．３７×６．３２Ｎ－４°－Ｅ隅丸方形Ｆ８i４１４４

前期土師器人為・自然１炉３１１４半周平坦１０～２０５．８２×５．２０Ｎ－２５°－Ｗ隅丸長方形Ｃ７d５１４７

前期土師器人為・自然－炉６２４－平坦２１～３０５．４２×３．９７Ｎ－２２°－Ｗ隅丸方形Ｇ７C７１４８

前期土師器人為・自然－炉２－－－－平坦１９～２１４．４×（３．４９）Ｎ－１９°－Ｗ隅丸方形Ｆ８i３１４９

前期土師器・鉄鏃人為・自然－－３－２－平坦１９５．９４×５．８５Ｎ－２４°－Ｗ隅丸方形Ｆ７j９１５４

第１５４号住居跡出土遺物観察表（第１０１図）

備考出土位置手法の特徴ほか焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号
１００％
PL２０Ｐ１内体部外面縦位のヘラ削り 内面ナデ普通明赤褐長石・石英・スコリア２．５７．１１１．５坩土師器９７

破片覆土中口縁部横ナデの後，棒状浮文貼り付け普通にぶい橙細砂－（２．０）［１５．０］壺土師器９８

備考出土位置特 徴材 質重量厚さ幅長さ器種番号

PL２６覆土上層断面長方形 上部欠損鉄（６．９）０．４０．６（５．８）鏃カＭ１
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土層解説
１ 極 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 炭化物少量，ロームブロック・焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況 土師器高坏２点，甕３点，台付甕１点のほ

か，土師器片１３点（坩２・甕８・高坏２・台付甕１）が出

土している。また，流れ込んだ縄文土器片２２点，石鏃１点

も出土している。９９・１０２は覆土中層，１００・１０３・１０４は覆

土下層からそれぞれ出土している。１０１は，覆土上層と中

層から出土した破片が接合したものである。

所見 出土遺物は，いずれも埋め戻された際に混入したも

のである。覆土が埋め戻されていることと形状から墓坑の

可能性があるが，断定はできない。時期は，出土土器から

古墳時代前期以降である。

第１６４８号土坑（第１０４図）

位置 調査区東部のF７h９区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

第１０２図 第１６３６号土坑実測図

第１０３図 第１６３６号土坑出土遺物実測図
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第１６３６号土坑出土遺物観察表（第１０３図）

備考出土位置手法の特徴ほか焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号

２５％覆土中層脚部外面縦位のヘラ磨き ３孔で１か所未穿孔普通橙長石・石英・雲母－（５．３）－高坏土師器９９

５％覆土中層坏部外面縦位のヘラナデ普通橙長石・石英・雲母－（４．１）［１８．６］高坏土師器１００

１０％覆土上・中層体部外面横位のハケ目 内面横位のナデ普通灰褐チャート・スコリア－（９．５）［１６．０］甕土師器１０１

５％覆土中層体部外面ナデ 内面横位のハケ目普通にぶい赤褐チャート・スコリア６．２（３．９）－甕土師器１０２

５％覆土下層体部外面縦位のヘラナデ 内面横位のナデ普通赤褐長石・石英１１．０（２．７）－甕土師器１０３

５％覆土下層脚部外・内面ナデ普通にぶい赤褐長石・石英・スコリア［８．４］（３．３）－台付甕土師器１０４
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重複関係 第１３３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３．０５m，短軸１．５１mの隅丸長方形で，長軸方向はN－５５°－Wである。深さは１５cmで，底面

は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層できる。ロームブロックが含まれ，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量 ３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量 ４ 黒 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況 土師器甕・ミニチュア土器各１点のほか，土師器片１２点（甕）が出土している。また，流れ込

んだ縄文土器片１２点，剥片１点も出土している。１０５・１０６は，西壁寄りの覆土中層から出土している。

所見 出土遺物は，いずれも埋め戻された際に混入したものである。覆土が埋め戻されていることと，形状か

ら墓坑の可能性がある。時期は，出土土器から古墳時代前期以降である。

第１６５３号土坑（第１０５・１０６図）

位置 調査区東部のF７e７区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 北部を第１６４９号土坑に掘り込まれてい

る。

規模と形状 長径２．１０m，短径１．４０mの不整楕円形

で，長径方向はN－４０°－Eである。深さは２５cm

で，底面は平坦である。壁は緩やかに立ち上がって

いる。

第１０４図 第１６４８号土坑・出土遺物実測図

第１０５図 第１６５３号土坑実測図
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第１６４８号土坑出土遺物観察表（第１０４図）

備考出土位置手法の特徴ほか焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号

３０％覆土中層外・内面ナデ普通橙細砂・スコリア３．０３．８［６．０］ミニチュア土師器１０５

２０％覆土中層体部外面上半ハケ目 下半縦位のヘラ削り普通にぶい赤褐長石・石英・スコリア６．０（１０．０）－甕土師器１０６
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遺物出土状況 土師器片３点（坩１・高坏２）が出土している。１０８は覆土下層，１０７は底面から出土している。

所見 底面付近から土器が出土しているが，形状から性格は不明である。時期は，出土土器から前期後半と考

えられる。

第１７１８号土坑（第１０７図）

位置 調査区南東部のG８b２区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 南半部の上部を第３６１号溝，東部を第７０号ピット群のP１９に掘り込まれている。

規模と形状 長径１．２３m，短径０．８７mの楕円形で，長径方向はN－８４°－Wである。深さは４５cmで，底面は平

坦である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ２層に分層できる。ロームブロックが含まれ，ブロック状の堆積状況から人為堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量 ２ 褐 色 ロームブロック少量

遺物出土状況 土師器片１３点（甕），鉄製品１点（鎌）が出土しているほか，流れ込んだ縄文土器片２点も出土

している。M２は，西壁寄りの底面から出土している。

所見 底面から鎌が出土しているが，性格は不明である。時期は，出土土器から中期と考えられる。

第１０６図 第１６５３号土坑出土遺物実測図

第１０７図 第１７１８号土坑・出土遺物実測図

108107

第１７１８号土坑出土遺物観察表（第１０７図）

備考出土位置特 徴材 質重量厚さ幅長さ器種番号

PL２６西部底面柄装着部は上方へ９０度折り曲げ 刃部中央部研ぎ減り鉄２１．００．３２．８１２．４鎌Ｍ２

A
2
8
.2
m

1
1

P
G 7
0

2

A
'

A

A'

B
B
'

B
B
'

M2

SD 361

PG 70

M
2

G8c2
M2

第１６５３号土坑出土遺物観察表（第１０６図）

備考出土位置手法の特徴ほか焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号

５％底面口縁部外面縦位，内面横位のヘラナデ普通にぶい赤褐細砂・雲母－（５．５）［１０．０］坩土師器１０７

５％覆土下層坏部外・内面磨き普通橙細砂・スコリア－（４．１）［２０．０］高坏土師器１０８
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（３）溝跡

第３６１号溝跡（第４・１０８・１０９図）

位置 調査区南東部のG７d０区からG８c５区にかけて，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１５３号住居跡，第１８５３号土坑を掘り込み，第１３９号住居，第３５４・３５６A・３５６B・３６２号溝に掘り込ま

れている。第１６９２・１６９９・１７１０・１７１８号土坑とも重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 南半部が調査区域外に延びているため全容は明らかでないが，内径２３mほどの半円状を呈してい

る。農道を挟んだ南側は平成１３年度に調査が行われているが，延長部は確認されていないことから本来の形状

は不明である。幅は１．９０～２．９m，深さは２４～５０cmで，底面から緩やかに立ち上がっている。溝底は西側が低

く，東側に行くに従って浅くなり，G８d５区では確認できない。

覆土 ４層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量 ３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

遺物出土状況 土師器片１３４点（器台１・椀２・高坏７・壺１９・甕１０４・甑１）のほか，流れ込んだ縄文土器片

６６点，土師質土器片４点，剥片１点も出土している。

所見 時期は，出土土器から中期と考えられる。形

状が半円状を呈しており，円形周溝あるいは古墳の

周溝の可能性もあるが，性格は不明である。

第１０８図 第３６１号溝跡実測図

第１０９図 第３６１号溝跡出土遺物実測図

表７ 古墳時代土坑一覧表

備 考
新旧関係（旧→新）出土遺物覆土底面壁面

規模（m，深さはcm）
長径方向平面形位置番号

深さ長径（軸）×短径（軸）

SI１３５→本跡土師器人為平坦外傾１９２．２３×１．９１Ｎ－４６°－Ｅ隅丸長方形Ｆ８h２１６３６

SI１３３→本跡土師器人為平坦外傾１５３．０５×１．５１Ｎ－５５°－Ｗ隅丸長方形Ｆ７h９１６４８

本跡→SK１６４９土師器不明平坦緩斜２５２．１０×１．４０Ｎ－４０°－Ｅ不整楕円形Ｆ７e７１６５３

本跡→SD３６１・PG７０土師器・鎌人為平坦緩斜４５１．２３×０．８７Ｎ－８４°－Ｗ楕円形Ｇ８b２１７１８

A 28.2m

SD 354

SD
356B SD 362 SD

356A
1

2
3

4

A'

109
110

第３６１号溝跡出土遺物観察表（第１０９図）

備考出土位置手法の特徴ほか焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号

５％覆土中口縁部外・内面横ナデ普通橙長石・石英－（３．３）［１６．０］甕土師器１０９

５％覆土中外・内面縦位のヘラ磨き普通にぶい橙長石・石英３．４（３．８）－甑土師器１１０
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４ 平安時代の遺構と遺物

当時代の遺構は，竪穴住居跡２軒が確認されている。これらの遺構は，調査区南西部の標高２７．５mの台地

緩斜面部に位置している。以下， 検出した遺構と遺物について記述する。

竪穴住居跡

第１４２号住居跡（第１１０・１１１図）

位置 調査区東部のG６d９区で，標高２７．５mの台地緩斜面部に位置している。

重複関係 北壁中央部を第１６９４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４．４１m，短軸３．６２mの隅丸長方形で，主軸方向はN－９５°－Eである。壁高は１３～２０cmで，

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であるが，竈前面がやや低くなっている。壁際を除いて硬化面が認められる。東壁の一部を除い

て壁溝が巡っている。

竈 東壁中央部のやや南に付設されている。焚口部から煙道部まで１１３cm，燃焼部幅６２cmである。袖部は無

く，壁外へ逆U字状に奥行き７９cm，幅９９cm掘り込み，粘土を貼り付けて構築している。火床部は床面と同じ

高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロック・ １４ 極暗赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，

ローム粒子微量 炭化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒微量 １５ 極暗赤褐色 粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・
３ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒微量 粘土粒子少量
４ 黒 褐 色 砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 １６ 極暗赤褐色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・
５ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量，焼土粒子微量 炭化粒子微量
６ 極暗赤褐色 焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子・ １７ 暗 赤 褐 色 粘土粒子中量，焼土ブロック少量，

炭化粒子微量 ローム粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，粘土ブロック・ローム粒子・ １８ 極暗赤褐色 焼土ブロック・粘土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量 炭化粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化物・ １９ 暗 赤 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

ローム粒子微量 ２０ 極暗赤褐色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
９ 極暗赤褐色 焼土粒子・砂粒少量，ローム粒子・炭化粒子微量 ２１ 暗 赤 灰 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
１０ 極暗赤褐色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒微量 ２２ にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
１１ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子・砂粒少量，ローム粒子微量 ２３ 灰 赤 色 焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
１２ 暗 赤 灰 色 粘土粒子多量，焼土ブロック・ローム粒子・ ２４ 赤 灰 色 粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量 炭化粒子微量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物・粘度粒子少量，

ローム粒子微量

ピット ６か所。西壁下の中央部に位置しているP１は，竈と向かい合う位置にあることから出入り口施設に

ともなうピットとみられる。南壁下の中央部に位置しているP２は，主柱穴の可能性もあるが，詳細は不明で

ある。P３～P６は壁外に位置し，壁外柱穴の可能性がある。

貯蔵穴 ２か所。貯蔵穴１は南西コーナー部に位置し，径４８cmの円形である。深さは２８cmで，底面は鍋底状

である。貯蔵穴２は南東コーナー部に位置し，長径５３cm，短径４５cmの楕円形である。深さは１０cmで，底面は

皿状である。

貯蔵穴１土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ３ 黒 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量 ４ 黒 褐 色 ロームブロック微量

貯蔵穴２土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物・ローム粒子微量 ３ 極暗赤褐色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

覆土 １２層に分層できる。４～７層にはロームブロックが含まれ，不自然な堆積状況を示していることから人

為堆積であり，他の層は自然堆積である。
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土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ７ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量 ８ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ９ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量 １０ 黒 褐 色 ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量 １１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
６ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量 １２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況 土師器坏２点，高台付坏１点，甕１点，須恵器高台付坏１点，灰釉陶器短頸壺１点，球状土錘

１点のほか，土師器片４４点（坏１２・甕３２）が出土している。また，流れ込んだ縄文土器片５７点も出土している。

１１１・１１３～１１５は竈内，１１６は竈前面から出土した破片が接合したものである。１１２は南西コーナー部寄りの床

面，DP１１は中央部南壁寄りの覆土中層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

第１１０図 第１４２号住居跡実測図
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第１５０号住居跡（第１１２・１１３図）

位置 調査区東部のG６c０区で，標高２７．５mの台地緩斜面部に位置している。

重複関係 第１７０８号土坑を掘り込み，第６９号ピット群に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３．４８m，短軸３．１８mの隅丸方形で，主軸方向はN－３°－Wである。壁高は５～１０cmで，外

傾して立ち上がっている。

床 若干凹凸があり，竈の前面がやや低くなっている。壁際を除いて硬化面が認められる。

竈 ２か所。竈１は北壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部まで８７cm，燃焼部幅５０cmである。袖

部は失われており，床面を若干掘りくぼめた部分に粘土の基部が残っていた。壁外へ逆U字状に奥行き４３cm，

幅７６cm掘り込み，粘土を貼り付けて構築している。火床部は床面を２０cm掘り込み，粘土を埋め戻している。

火床面は火を受けて赤変硬化している。竈２は，竈１の東側，北東コーナー部に付設されている。焚口部から

煙道部まで１０９cm，燃焼部幅５３cmで，袖部は失われている。壁外へ逆U字状に奥行き３５cm，幅５０cm掘り込ん

でいる。焚口部から燃焼部にかけての火床面より１０cmほど上位に，雲母片岩４個が存在していた。いずれも

第１１１図 第１４２号住居跡出土遺物実測図

111 112

113

116

DP11115

114

第１４２号住居跡出土遺物観察表（第１１１図）

備考出土位置手法の特徴ほか焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号
８０％
PL２４覆土中層外面ロクロナデ 内面ヘラ磨き普通にぶい橙長石・石英・スコリア４．９４．１１２．２坏土師器１１１
６５％
PL２４床面外面ロクロナデ 内面ヘラ磨き普通にぶい橙長石・石英・雲母６．６４．４１１．８坏土師器１１２
８０％
PL２４竈燃焼部外・内面ともにロクロナデ 底部回転ヘラ削り二次灰オリーブ長石・石英・雲母８．６５．４１３．４高台付坏須恵器１１３
６０％
PL２４竈燃焼部外面ロクロナデ 内面ヘラ磨き二次にぶい橙長石・石英・雲母－（５．８）［１４．６］高台付坏土師器１１４

２０％竈燃焼部体部外面横位のヘラ削り 内面ナデ二次明赤褐長石・石英・チャート７．４（８．５）－甕土師器１１５
２０％
PL２４覆土下層外・内面ともにロクロナデ良好灰黄長石・石英－（７．５）－短頸壺灰釉陶器１１６

備考出土位置特 徴材質重量孔径厚さ径器種番号

PL２４覆土中層一方向から穿孔 表面ナデ土
（細砂）１４．３０．５２．５２．５球状土錘DP１１
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火を受けた痕跡が認められ，竈の部材であったとみられるが，どのように使用されていたかは不明である。竈

１は住居の主軸方向と同じであるが，竈２は主軸方向から４５度東へ振れている。

竈１土層解説
１ 極暗赤褐色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量 ７ 極暗赤褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブ
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量 ロック・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量 ８ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒
４ 極暗赤褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量 子・砂粒微量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂粒少量，炭化粒子微量 ９ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化物少量，
６ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量 焼土粒子微量

第１１２図 第１５０号住居跡実測図
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１０ 極暗赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭 １４ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子・粘土粒子少量，
化粒子微量 ローム粒子微量

１１ 暗 赤 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 １５ 黒 褐 色 炭化粒子・粘土粒子少量，焼土ブロック・ロー
１２ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子 ム粒子微量

微量 １６ 暗 赤 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭
１３ 極暗赤褐色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 化粒子微量

１７ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

竈２土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量 ７ 赤 黒 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子微量 ８ 極暗赤褐色 粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 極暗赤褐色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量 ９ 極暗赤褐色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
４ 極暗赤褐色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量 １０ 暗 赤 灰 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム
５ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量 粒子微量
６ 暗 赤 灰 色 焼土ブロック中量，炭化粒子・粘土粒子少量，ローム

粒子微量

ピット １３か所。南壁寄りの中央部に位置しているP１は，竈と向かい合う位置にあることから出入り口施設

に伴うピットとみられる。P２～P１３は壁外に位置し，壁外柱穴の可能性がある。

貯蔵穴 南西コーナー部に位置し，長径６１cm，短径５０cmの楕円形である。深さは１７cmで，底面は鍋底状であ

る。

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

覆土 １０層に分層できる。４・７層にはロームブロックが含まれ，不自然な堆積状況を示していることから人

為堆積であり，他の層は自然堆積である。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量 ６ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ７ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量 ８ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
４ 極 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量 ９ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 １０ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況 土師器坏３点，高台付坏・甕各１点のほか，土師器片３１点（坏１３・甕１８）が出土している。ま

た，流れ込んだ縄文土器片１８点も出土している。１１７～１１９は，竈２内から出土している。１２０は竈２内と西壁

際の床面から出土した破片が接合したものである。１２１は，中央部東寄りの床面から出土している。

所見 いずれの遺物も，廃絶時に遺棄されたものである。時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。竈

は，土器や竈構築材とみられる雲母片岩が竈２に残されていたことから，廃絶時には竈２が使用されており，

竈１から竈２へ造り替えられたものとみられる。

第１１３図 第１５０号住居跡出土遺物実測図
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５ 中・近世の遺構と遺物

中・近世の遺構は，墓坑２基，土坑６基，溝跡７条が確認されている。以下，主として遺物が出土してい

る遺構については記述し，それ以外の遺構については一覧表で掲載する。

（１）墓坑

第１６４９号土坑（第１１４・１１５図）

位置 調査区北部のF７e７区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１６５３号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２．０４m，短軸０．９８mの隅丸長方形で，長軸方向はN－６２°－Eである。深さは２１cmで，底面

は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ８層に分層される。ロームブロックが含まれ，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量 ５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量 ６ 極 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量 ７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量 ８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土粒子微量

遺物出土状況 煙管１点，不明鉄製品１点のほか，埋め戻され

た際に混入した縄文土器片８点，土師器片２１点も出土してい

る。３は北東部，４は中央部の底面からそれぞれ出土してい

る。

所見 煙管は吸い口部だけであるが，覆土が埋め戻されている

ことから，本跡は墓で，遺物は副葬品と考えられる。時期は，

煙管が副葬されていることから江戸時代と考えられる。

第１１４図 第１６４９号土坑実測図

表８ 平安時代住居跡一覧表

時期主な出土遺物覆土
内部施設

壁溝床面壁高
（cm）

規模（m）
（長軸×短軸）主軸方向平面形位置番号

貯蔵穴竈ピット出入口主柱穴

９世紀土師器・灰釉陶器・土錘人為・自然２１５１－全周平坦１３～２０４．４１×３．６２Ｎ－９５°－Ｅ隅丸長方形Ｇ６d９１４２

９世紀土師器人為・自然－２１１１－－若干
凹凸５～１０３．４８×３．１８Ｎ－３°－Ｗ隅丸方形Ｇ６c０１５０

第１５０号住居跡出土遺物観察表（第１１３図）

備考出土位置手法の特徴ほか焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号

３０％竈２燃焼部器面剥落により調整痕不明 底部ヘラ削り二次橙細砂・雲母・スコリア［５．２］３．９［１２．８］坏土師器１１７
２０％
PL２４竈２燃焼部体部外面ロクロナデ二次にぶい橙細砂・雲母・スコリア［１１．６］５．７［１８．２］坏土師器１１８

２０％竈２燃焼部体部外面ロクロナデ二次にぶい橙細砂・雲母－（３．９）［１４．４］坏土師器１１９

５０％竈２燃焼部体部外面ロクロナデ 内面ヘラ磨き二次にぶい橙長石・石英・雲母８．８６．６［１４．４］高台付坏土師器１２０

破片床面器面剥落により調整痕不明普通橙長石・石英・雲母－（４．４）［２２．０］甕土師器１２１
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第１６９７号土坑（第１１６図）

位置 調査区北部のF７f７区で，標高２８mの台地平坦部に位置し

ている。

規模と形状 長径２．１３m，短径０．８６mの舟形で，長径方向はN－

１４°－Wである。深さは南部が２６cmと深く，北部へ向かうに従っ

て浅くなっている。底面は舟底状で，壁は外傾して立ち上がって

いる。

覆土 ６層に分層される。すべての層にロームブロックが含ま

れ，南側から埋め戻されている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック少量
６ にぶい褐色 ロームブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況 煙管１点が北寄りの覆土上層から出土している。

ほかに埋め戻された際に混入した土師器片１点も出土している。

所見 煙管は雁首部だけであるが，覆土が埋め戻されていること

から，本跡は墓で，遺物は副葬品と考えられる。時期は，煙管が

副葬されていることから江戸時代と考えられる。

第１１５図 第１６４９号土坑出土遺物実測図

第１１６図 第１６９７号土坑・出土遺物実測図

M3

M4

第１６４９号土坑出土遺物観察表（第１１５図）

備考出土位置特 徴材 質重量厚さ幅長さ器種番号

PL２６北東部底面吸い口部 中央部で屈曲している真鍮９．９５口付径０．５径１．０８．５煙管Ｍ３

PL２６中央部下層短辺の一方は刃先状 長辺の一方の縁に鋲１か所鉄１４．８０．２３．５６．１板状品Ｍ４
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第１６９７号土坑出土遺物観察表（第１１６図）

備考出土位置特 徴材 質重量厚さ幅長さ器種番号

PL２６覆土上層雁首部 火皿冠欠損銅（３．３６）－径０．８（４．４）煙管Ｍ５

表９ 中・近世墓坑一覧表

備 考
新旧関係（旧→新）出土遺物覆土底面壁面

規模（m，深さはcm）
長径方向平面形位置番号

深さ長径（軸）×短径（軸）

SK１６５３→本跡煙管・不明鉄製品人為平坦外傾２１２．０４×０．９８Ｎ－６２°－Ｅ隅丸長方形Ｆ７e７１６４９

煙管人為舟底外傾２６２．１３×０．８６Ｎ－１４°－Ｗ舟形Ｆ７f７１６９７
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（２）土坑

今回の調査で，中・近世とみられる土坑６基が確認されている。そのうち，第１６４６・１６８０・１６８８号土坑

については文章で説明し，その他の土坑については，一覧表（表１０）と実測図（第１２０図）を掲載するにと

どめる。

第１６４６号土坑（第１１７図）

位置 調査区南東部のG８d５区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１５３号住居跡を掘り込み，上部を第３５２号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長径１．９４m，短径１．７３mの卵形で，長径方向はN－７５°－Eである。深さは７６cmで，底面は平坦

である。壁は急な角度で立ち上がっている。

覆土 ６層に分層される。ロームブロックを含む層が多

く，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量

遺物出土状況 土師質土器片２点（鍋）のほか，混入した

縄文土器片，弥生土器片各２点も出土している。

所見 副葬品は無いものの，覆土が埋め戻されていること

から墓の可能性がある。時期は，出土土器から中世以降と

みられる。

第１６８０号土坑（第１１８図）

位置 調査区南部のG７b８区で，標高２８mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 長径０．７２m，短径０．６５mの円形である。深さは１６cmで，底面は平坦である。壁は緩やかに立ち

上がっている。

覆土 ２層に分層される。不自然な堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・黒色粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・黒色粒子微量

遺物出土状況 土師質土器片１点（鍋）のほか，混入した

弥生土器片２点が出土している。

所見 覆土が埋め戻されているが，浅いことから性格は不

明である。時期は，出土土器から中世以降とみられる。

第１６８８号土坑（第１１９図）

位置 調査区南部のG７a３区で，標高２７．５mの台地斜面部に位置している。

重複関係 南半部を第３５６A号溝，西壁寄りを第１６８９号土坑に掘り込まれている。

第１１７図 第１６４６号土坑実測図

第１１８図 第１６８０号土坑実測図
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規模と形状 確認できた長軸２．７０m，短軸１．２０mで，N－６５°－Wの長方形と推測できる。深さは７cmで，底

面は平坦であるが，南側に傾斜している。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ２層に分層される。不自然な堆積状況から埋め戻さ

れている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量

遺物出土状況 土師質土器片１点（鍋）のほか，混入した

縄文土器片３点が出土している。

所見 覆土が埋め戻されているが，浅いことから性格は不

明である。時期は，出土土器から中世以降とみられる。

第１６３４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土ブロック微量 ４ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量 ５ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

第１６８２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量 ２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１６８３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第１１９図 第１６８８号土坑実測図

第１２０図 第１６３４・１６８２・１６８３号土坑実測図
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表１０ 中・近世土坑一覧表

備 考
新旧関係（旧→新）出土遺物覆土底面壁面

規模（m，深さはcm）
長径方向平面形位置番号

深さ長径（軸）×短径（軸）

須恵器・陶器人為皿状外傾２２１．５８×１．０５Ｎ－６１°－Ｗ不整楕円形Ｆ７f８１６３４

SI１５３→本跡→SD３５２土師質土器人為平坦外傾７６１．９４×１．７３Ｎ－７５°－Ｅ卵形Ｇ８d５１６４６

土師質土器人為平坦緩斜１６０．７２×０．６５－円形Ｇ７b８１６８０

SK１７０５→本跡土師質土器人為皿状緩斜２５１．００×０．９５ー円形Ｇ７c９１６８２

須恵器・土師質土器人為平坦緩斜１９１．１４×０．７５Ｎ－１２°－Ｅ楕円形Ｇ７c９１６８３

本跡→SK１６８９→SD３５６A土師質土器人為平坦緩斜７（２．７０）×（１．２０）Ｎ－６５°－Ｗ［長方形］Ｇ７a３１６８８
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（３）溝跡

今回の調査で，中・近世とみられる溝７条が確認されている。そのうち，出土遺物があり，当遺跡の性

格を考えるうえで必要な第３５６A・B号溝跡については文章で説明する。その他の溝跡については一覧表と

土層断面図（第１２３図）及び出土遺物実測図（第１２４図）のみとし，平面図については遺構全体図（第４図）

で掲載するにとどめる。

第３５６A・B号溝跡（第１２１・１２２図）

位置 調査区南部のG６b８～G８d１区で，標高２７～２８mの台地斜面部から平坦部にかけて位置している。

重複関係 第１３９・１５４号住居跡，第２号陥し穴，第１６８８号土坑，第３５４・３６１号溝を掘り込んでいる。

規模と形状 確認できた長さは６１mほどで，両端ともに調査区域外に延びているが，第１次調査において延長

部は確認されていない。G７d０区から北方向（N－１３°－W）へ直線的に１５．５m延び，G７a１区でほぼ９０度西へ

屈曲し，直線的に４５．５m延び，G６b８区で調査区域外に至っている。なお，南側から屈曲部までは，AとBの

２条に分かれているが，併存していたか否かについては不明である。上幅は０．６０～１．９８m，下幅０．２０～０．６６m

で，東西方向が幅広である。深さは１５～５５cmで，底面の標高はコーナー部が最も高く，南端部との比高は

０．２４m，西端部との比高は１．５３mである。断面形はU字状か逆台形で，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 A－A′は４層，B－B′，C－C′はともに５層に分層される。ロームブロックを含んでいる層もあるが，

レンズ状の堆積から自然堆積である。

土層解説（A－A′）
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量 ３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量 ４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説（B－B′）
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量 ４ 暗 褐 色 ローム粒子・砂粒微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量 ５ 灰 褐 色 砂粒少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説（C－C′）
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂粒微量 ４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量 ５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況 土師質土器片１１点（小皿１，火鉢１，鍋５，不明４），陶器片３点（小皿１，碗２），磁器片５

点（碗），鉄製品２点（釘・簀）が，覆土中から出土している。ほかに周囲の遺構から流れ込んだ縄文土器片８５

点，土師器片１０５点，埴輪片３点，尖頭器１点も出土している。

所見 第１次調査区から延長部が確認されていないことから，性格については不明であるが，何らかの区画溝

と考えられる。時期は，出土土器から近世とみられる。

第１２１図 第３５６A・B号溝跡・出土遺物実測図

A 28.0m
1

1
1

3
3 34

4

5
5

2

2

2
4

A' B 27.0m B' C 28.2m
C'

SD 356B
SD 356A

127125

SD 356A



―１２１―

第１２２図 第３５６A・B号溝跡出土遺物実測図

第１２３図 第３５２～３５４・３５９・３６０号溝跡実測図
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129

126

131

TP432TP431
TP430
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備考出土位置特 徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中両端部欠損鉄（４．７８）０．５０．８（３．９）釘Ｍ７

覆土中推定径１４．６cmの円形 中央部に向かって幅１．６㎝の桟鉄（３０．４）０．９１．４５．８簀Ｍ８

備考出土位置特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

覆土中凸帯部横ナデ普通にぶい赤褐長石・石英・雲母円筒埴輪TP４３０

覆土中１cmあたり９本の縦ハケ普通明赤褐長石・石英・雲母円筒埴輪TP４３１

覆土中１cmあたり９本の縦ハケ普通明赤褐長石・石英・雲母円筒埴輪TP４３２

第３５６Ａ号溝跡出土遺物観察表（第１２１・１２２図）

備考出土位置手法の特徴ほか焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号

３０％覆土中器面剥落により調整不明普通橙細砂・スコリア６．０（１．８）－小皿土師質土器１２４

５％覆土中外面縦位のハケ目 内面ロクロナデ普通にぶい赤褐砂粒・雲母・スコリア［２３．５］（４．６）－鍋カ土師質土器１２５

５％覆土中外面ロクロナデ普通にぶい赤褐長石・石英・角閃石［２８．６］（１．８）－鍋カ土師質土器１２６

５％覆土中口縁下に凸帯 雷文押印普通にぶい橙砂粒・雲母・スコリア－（５．２）－火鉢土師質土器１２７
５％
PL２４覆土中外・内面青磁釉 蓮弁文堅緻オリーブ灰細砂－（３．５）［２３．０］碗青磁１２８

５％覆土中外・内面灰釉 ロクロナデ普通にぶい黄細砂－（１．８）［１０．４］小皿陶器１２９

１０％覆土中染め付け普通灰白緻密－（５．１）［９．６］碗磁器１３０

１０％覆土中染め付け普通灰白緻密－（３．９）［１０．４］碗磁器１３１
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第３５２号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

第３５３号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量 ４ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

第３５４号溝跡土層解説（A－A′）
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量 ３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第３５４号溝跡土層解説（B－B′）
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量 ３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・砂粒微量 ４ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

第３５９号溝跡土層解説
１ 灰 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・砂粒微量 ２ 灰 褐 色 砂粒少量，粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第３６０号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量 ４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

第１２４図 第３５３・３５４号溝跡出土遺物実測図

備考出土位置特 徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中一方が撥形に広がる鉄（１．２６）０．２１．６（２．４）板状品Ｍ６

第３５３号溝跡出土遺物観察表（第１２４図）

備考出土位置特 徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中両端部欠損鉄（３．５８）０．３０．５（４．２）釘Ｍ９

第３５４号溝跡出土遺物観察表（第１２４図）

備考出土位置手法の特徴ほか焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号

５％覆土中外・内面ともロクロナデ 底部回転糸切り普通橙細砂・スコリア［４．０］（１．３）－小皿土師質土器１２２

表１１ 中・近世溝跡一覧表

備考出土遺物覆土底面壁面
規模（m）

断面形方向位置番号
深さ下幅上幅長さ

SK１６４４・１６４６→本跡土師質土器・陶器人為平坦緩斜１５～２００．７３～０．３２０．９２～０．５０（１５．１）Ｕ字形Ｎ－３°－ＥＧ８ａ５～Ｇ８ｅ５３５２

SI１５３→本跡土師質土器・陶器・
瓦・鉄製品人為平坦外傾２０～３８０．７５～０．４００．８８～０．５７（１１．２５）逆台形Ｎ－０°Ｆ８ｉ５～Ｇ８ｃ５３５３

本跡→SD３５６A土師質土器・陶器・
鉄製品自然浅いＵ字緩斜３５０．８～０．２１．６０～０．６０（３９．６０）Ｕ字形Ｎ－１３°－ＷＦ７ｄ８～Ｇ７ｄ０３５４

SD３５４→本跡土師質土器・陶器・
磁器・鉄製品人為平坦外傾１５～５５０．６６～０．２０１．９８～０．６０（５９．８０）Ｕ字形Ｎ－８０°－ＥＧ６ｂ８～Ｇ８ｄ１３５６A

SI１３９→本跡自然浅いＵ字緩斜１１～１９０．３０～０．１８０．６５～０．４０（１１．５０）Ｕ字形Ｎ－１３°－ＷＧ７ａ９～Ｇ８ｄ１３５６B

土師質土器人為浅いＵ字緩斜２２０．３２～０．１７０．７７～０．６４（４．６８）Ｕ字形Ｎ－７８°－ＷＦ６ｃ０～Ｆ７ｄ１３５９

本跡→SK１６７４土師質土器・土師
器人為浅いＵ字緩斜２１～３３０．９３～０．４０１．９０～０．９０（４．５５）逆台形Ｎ－１３°－ＥＧ８ｃ３～G８ｄ４３６０

122 M6 M9
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６ その他の遺構と遺物

遺物が出土していないことなどから時期を決定できない遺構として，土坑６６基，溝跡６条，ピット群３か

所が存在する。以下，それらの遺構については，実測図と一覧表を掲載する。

（１）土坑（第１２５～１２９図）

今回の調査で，時期・性格ともに不明の土坑６６基が確認されている。これらの土坑については，規模・

形状等について一覧表と実測図を掲載するにとどめる。

第１２５図 時期不明土坑実測図（１）
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第１２６図 時期不明土坑実測図（２）
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第１２７図 時期不明土坑実測図（３）
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第１２８図 時期不明土坑実測図（４）
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第１６１５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量 ４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ５ 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第１６１６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量 ３ 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量

第１６１７号土坑土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１６１８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

第１６１９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

第１６２０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

第１６２１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第１６２２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

第１６２３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１６２４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１２９図 時期不明土坑実測図（５）
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第１６２５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

第１６２６号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

第１６２７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量 ５ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１６２８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ３ 黒 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

第１６３０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量 ５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ６ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ７ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量 ８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１６３１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量 ２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第１６３２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量 ３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量

第１６３３号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１６３５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量 ４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ５ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子微量

第１６３７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ５ 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

第１６３８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量 ４ 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ５ 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

第１６３９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量 ３ 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量 ４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１６４０号土坑土層解説
１ 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量 ４ 褐 色 ロームブロック微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量 ５ 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第１６４１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量（締まりが弱い）
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量 ５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第１６４２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量 ３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

第１６４３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量 ７ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ８ 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ９ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量 １０ 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量 １１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１６４４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量 ２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第１６４５号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ３ 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
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第１６５０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１６５１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロック微量 ２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

第１６５４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１６５５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量 ４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量 ５ 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量 ６ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第１６５６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量 ２ 褐 色 ロームブロック微量

第１６５７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

第１６５８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量 ４ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

第１６５９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量

第１６６０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量 ３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 色 炭化物中量，ロームブロック少量，焼土ブロック微量 ４ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

第１６６１号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量 ４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

第１６６２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量 ５ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ６ 褐 色 ロームブロック少量

第１６６５号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量 ３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量 ４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

第１６６７号土坑土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量 ３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量

第１６６８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量 ３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１６６９号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１６７０号土坑土層解説
１ 褐 灰 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量 ３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

第１６７１号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１６７４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量 ３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量

第１６７５号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量 ４ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量 ５ 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第１６７６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
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第１６７９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ２ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第１６８５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量 ３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック微量

第１６８９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量 ３ 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量 ４ 褐 色 ロームブロック少量

第１６９２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量 ３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量 ４ 褐 色 ロームブロック少量

第１６９４号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１６９５号土坑土層解説
１ 灰 褐 色 粘土ブロック少量，炭化物・焼土粒子微量

第１６９９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量 ４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量 ５ 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量 ６ 明 褐 色 ロームブロック中量

第１７００号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量 ３ 褐 色 炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１７０３号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量 ３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第１７０５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量 ４ 褐 色 ロームブロック微量

第１７０７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量 ３ 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１７０９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ３ 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第１７１０号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量 ２ 褐 色 焼土粒子・ローム粒子微量

第１７１１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量 ５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量 ６ 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量 ７ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第１７１２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ３ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量 ４ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

第１７１３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量 ３ 褐 色 ローム粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック微量

第１８５７号土坑 土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量 ４ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

表１２ 時期不明土坑一覧表

備 考
新旧関係（旧→新）出土遺物覆土底面壁面

規模（m，深さはcm）
長径方向平面形位置番号

深さ長径（軸）×短径（軸）

人為平坦直立３７０．６４×０．５７Ｎ－４°－Ｅ楕円形Ｆ８ｄ２１６１５

人為皿状外傾４２０．３４×０．３３Ｎ－４６°－Ｅ隅丸方形Ｆ８ｄ２１６１６

自然平坦緩斜１９０．５９×０．５５－円形Ｆ８ｅ１１６１７
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備 考
新旧関係（旧→新）出土遺物覆土底面壁面

規模（m，深さはcm）
長径方向平面形位置番号

深さ長径（軸）×短径（軸）

縄文土器・土師器自然有段外傾３４０．８６×０．５３Ｎ－６９°－Ｅ楕円形Ｆ８ｇ３１６１８

自然平坦緩斜２００．６５×０．５２Ｎ－４１°－Ｅ楕円形Ｆ８ｆ２１６１９

弥生土器自然皿状外傾３１０．５５×０．５０－円形Ｆ８ｇ２１６２０

縄文土器・土師器人為有段直立４０～６３０．５５×０．５２－不整円形Ｆ８ｆ２１６２１

自然平坦外傾１５０．７５×０．６６Ｎ－１１°－Ｗ楕円形Ｆ８ｆ２１６２２

縄文土器・土師器自然平坦緩斜１７０．４８×０．４５－円形Ｆ８ｇ１１６２３

自然平坦緩斜１６０．４３×０．４０－円形Ｆ８ｇ２１６２４

本跡→SK１６２６縄文土器・土師器人為皿状直立４００．７２×０．６２Ｎ－９°－Ｗ楕円形Ｆ８ｆ１１６２５

SK１６２５→本跡縄文土器・土師器人為皿状外傾２８０．５５×０．５２－円形Ｆ８ｆ１１６２６

SI１５９→本跡縄文土器人為皿状緩斜２７０．８０×０．７２Ｎ－５５°－Ｗ楕円形Ｆ８ｇ１１６２７

SI１５９→本跡縄文土器・土師器・剥片人為皿状緩斜２４１．００×０．４８Ｎ－３０°－Ｅ楕円形Ｆ８ｇ１１６２８

SI１５９→本跡縄文土器・石鏃・剥片人為平坦緩斜２６３．３６×１．２５Ｎ－８２°－Ｗ隅丸長方形Ｆ７ｆ０１６３０
縄文土器・弥生土器・
土師器・須恵器自然皿状緩斜３９１．１０×０．９６Ｎ－６０°－Ｅ楕円形Ｆ７ｆ８１６３１

縄文土器自然皿状外傾５２０．５５×０．３７Ｎ－７２°－Ｗ楕円形Ｆ７ｆ９１６３２

人為皿状緩斜１９０．７８×０．５２Ｎ－４８°－Ｗ楕円形Ｆ７ｆ８１６３３

人為皿状外傾３６０．８６×０．４３Ｎ－１２°－Ｅ楕円形Ｆ７ｇ６１６３５

縄文土器・土師器人為皿状外傾７００．７６×０．６０Ｎ－６４°－Ｗ楕円形Ｆ７ｅ６１６３７

SK１６３９→本跡縄文土器人為平坦外傾５２１．７３×０．９２Ｎ－５２°－Ｗ楕円形Ｆ８ｅ１１６３８

本跡→SK１６３８人為皿状外傾４１１．０８×（０．５５）Ｎ－６０°－Ｗ楕円形Ｆ８ｅ１１６３９

SI１３６→本跡縄文土器人為平坦外傾５７１．１１×１．０７－円形Ｆ７ｄ０１６４０

SI１３７→本跡土師器・須恵器・剥片人為平坦外傾２８１．６８×０．９８Ｎ－７８°－Ｅ長方形Ｇ８ｂ３１６４１

SD３５１→本跡人為平坦外傾２１０．９０×０．８０Ｎ－７２°－Ｅ楕円形Ｇ８ｅ６１６４２

縄文土器・土師器・剥片人為平坦外傾５３２．０６×１．９５－円形Ｇ８ｃ６１６４３

本跡→SD３５２人為平坦緩斜１５１．３０×（０．５３）－［円形］Ｇ８ｄ５１６４４

縄文土器人為皿状外傾３４０．４６×０．４３－円形Ｇ８ｄ４１６４５

SK１６５１→本跡人為平坦外傾１２２．１１×０．７３Ｎ－１３°－Ｗ長方形Ｆ７ｆ７１６５０

本跡→SK１６５０土師器人為皿状緩斜３２１．１７×（０．７）Ｎ－１１°－Ｅ楕円形Ｆ７ｆ７１６５１

人為皿状外傾４４～５６０．９２×０．５５Ｎ－６°－Ｅ楕円形Ｆ７ｇ５１６５４

人為平坦外傾３３１．３０×１．０３Ｎ－１９°－Ｅ隅丸長方形Ｆ７ｆ６１６５５

人為皿状緩斜２２０．５０×０．４３Ｎ－７°－Ｅ楕円形Ｆ７ｇ５１６５６

人為皿状緩斜２００．６５×０．５８－円形Ｆ８ｈ１１６５７

縄文土器人為皿状緩斜２７１．３５×１．２０Ｎ－９°－Ｗ楕円形Ｆ７ｇ７１６５８

人為皿状外傾２７０．５２×０．４３Ｎ－６６°－Ｅ楕円形Ｆ８ｈ１１６５９

SI１４４→本跡縄文土器・土師器人為平坦外傾３７１．８４×１．２３Ｎ－７２°－Ｅ楕円形Ｆ８ｉ４１６６０

SI１４４→本跡縄文土器・土師器人為平坦緩斜２１０．７５×（０．５４）－［円形］Ｆ８ｊ５１６６１

SI１６０→本跡→SD３５４縄文土器自然皿状外傾６１１．７５×１．２７Ｎ－７１°－Ｅ楕円形Ｆ７ｇ８１６６２

縄文土器・土師器人為皿状外傾４８０．８５×０．６１Ｎ－１１°－Ｅ楕円形Ｆ８ｊ４１６６５

土師器人為平坦外傾４５２．０５×１．３３Ｎ－５°－Ｗ楕円形Ｆ７ｇ４１６６７

縄文土器・土師器人為皿状緩斜３９１．４５×１．２５Ｎ－２０°－Ｅ楕円形Ｆ７ｈ５１６６８

土師器・金属製品人為皿状緩斜３０１．２３×（０．５５）Ｎ－１０°－Ｅ［楕円形］Ｆ７ｇ５１６６９

SI１３５→本跡人為有段外傾３２０．６９×０．６３－円形Ｆ８ｇ１１６７０

縄文土器・土師器人為平坦緩斜２１０．９０×０．７２Ｎ－４１°－Ｅ楕円形Ｇ８ｃ２１６７１
縄文土器・弥生土器
土師器人為平坦外傾１０１．２４×０．９０Ｎ－７７°－Ｗ長方形Ｇ８ｄ４１６７４

本跡→SI１５４縄文土器自然平坦外傾３５１．５１×１．３４Ｎ－５°－Ｅ楕円形Ｇ８ａ９１６７５

SI１３７→本跡人為有段直立５５０．４０×０．３９Ｎ－３１°－Ｅ楕円形Ｇ８ａ４１６７６

SI１５６→本跡→PG７０人為平坦緩斜２０１．１５×０．８９Ｎ－５７°－Ｗ楕円形Ｇ７ｃ９１６７９

人為皿状緩斜１８１．０５×０．７５Ｎ－２０°－Ｅ楕円形Ｇ７ｃ２１６８５
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（２）溝跡

今回の調査で，時期不明の溝跡６条が確認されている。いずれも遺構に伴う出土遺物がなく，性格も不

明である。規模等については一覧表で，土層断面図（第１３０図）と土層解説については遺構順に掲載し，平

面図については遺構全体図（第４図）で掲載するにとどめる。

第３５０号溝跡土層解説
A－A′
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

B－B′
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

第３５１号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

第３５５号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子微量 ３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量 ４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

第３５７号溝跡土層解説
１ 灰 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量

第３５８号溝跡土層解説
１ 灰 褐 色 砂粒少量，粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第３６２号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量 ３ 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

第１３０図 時期不明溝跡実測図

備 考
新旧関係（旧→新）出土遺物覆土底面壁面

規模（m，深さはcm）
長径方向平面形位置番号

深さ長径（軸）×短径（軸）

本跡→SK１６８８人為皿状外傾３５０．７７×０．５０Ｎ－７８°－Ｗ楕円形Ｇ７ａ３１６８９

SK１７１０→本跡→SK１６９９・SD３６１人為平坦緩斜４１１．７５×０．９５Ｎ－７１°－Ｗ楕円形Ｇ８ｃ３１６９２

SI１４２→本跡人為皿状外傾１７０．３７×０．２８Ｎ－４°－Ｗ楕円形Ｇ６ｃ９１６９４

SD３５７→本跡人為平坦緩斜８０．８１×０．７０Ｎ－１７°－Ｗ楕円形Ｆ６ｄ０１６９５

SD３６１・SK１６９２→本跡縄文土器・土師器・剥片人為皿状外傾７０１．００×０．５７Ｎ－３５°－Ｗ楕円形Ｇ８ｃ３１６９９

SI１４９→本跡縄文土器・土師器人為平坦外傾２５０．８７×０．８０－円形Ｆ８ｉ２１７００

SI１５１→本跡人為有段外傾１０～２５０．５５×０．３５Ｎ－４０°－Ｅ楕円形Ｇ７ｄ７１７０３

本跡→SK１６８２人為皿状外傾５０（１．２５）×０．８８Ｎ－２°－Ｅ楕円形Ｇ７ｃ９１７０５

縄文土器人為皿状外傾５２０．７２×（０．３５）－［円形］Ｇ７ｄ１１７０７

人為平坦外傾２５１．０４×０．６３Ｎ－３２°－Ｅ楕円形Ｇ８ｄ３１７０９

本跡→SK１６９２→SD３６１縄文土器・土師器・剥片自然平坦外傾３６（２．１５）×０．７０Ｎ－６３°－Ｗ［隅丸長方形］Ｇ８ｂ３１７１０

縄文土器・土師器自然皿状緩斜７５３．００×１．３１Ｎ－４３°－Ｅ楕円形Ｇ８ｃ２１７１１

SI１５５→本跡縄文土器・土師器自然平坦外傾６５（１．２０）×１．３０Ｎ－５°－Ｅ［楕円形］Ｇ８ｄ４１７１２

人為平坦外傾４５０．９１×０．８０Ｎ－２７°－Ｗ楕円形Ｇ７ｄ１１７１３

SD３６１→本跡不明平坦直立７００．４６×０．４１Ｎ－２７°－Ｗ楕円形Ｇ８ｃ３１７２４

SK１６４７縄文土器・土師器人為平坦緩斜１５～３０２．６０×１．７０Ｎ－８２°－Ｅ隅丸長方形Ｆ７ｆ９１８５７

A 28.2m

1
1

2

2

A' A 28.0m

1
1

1 1

2

23

K

A' A 28.2m A'

A 26.2m A'A 28.2m

1
2

3
4

A'

B B'

B B'

SD 350 SD 351
SD 362

SD 355 SD 357･358
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（３）ピット群

今回の調査で，南部，北東部及び南西部の３か所でピット群が確認された。いずれも建物跡を想定でき

るような配置ではなく，時期も不明である。ここでは，ピット群ごとにピット計測表と平面図を掲載す

る。

第６８号ピット群（第１３１図）

調査区北東部のF７d０～F８i３区にかけて

の東西２０m，南北２０mの範囲から，柱穴状の

ピット１６か所が確認された。平面形は長径２５

～５０cmの円形あるいは楕円形で，深さは１２

～６４cmである。分布状況から建物は想定で

きない。覆土中から縄文土器片や土師器片が

出土しているピットもあるが，時期・性格と

もに不明である。

第６９号ピット群（第１３２図）
調査区南西部のG７c１～G７d１にかけての東西８m，南北６mの範囲から，柱穴状のピット７か所が確認さ

表１３ 時期不明溝跡一覧表

備考出土遺物覆土底面壁面
規模（m）

断面形方向位置番号
深さ下幅上幅長さ

縄文土器・土師器人為平坦緩斜１１～２００．９７～０．５０１．０６～０．６７（２６．４０）Ｕ字形Ｎ－４５°－ＷＦ７ｉ０～Ｇ８ｄ５３５０

本跡→SK１６４２人為平坦外傾１６０．４３～０．１００．５５～０．３５（１．０５）逆台形Ｎ－８°－ＥＧ８ｅ６３５１

SI１４４→本跡縄文土器・土師器自然浅いＵ字緩斜１６～２３０．３９～０．２３０．８１～０．５９（７．３０）Ｕ字形Ｎ－８９°－ＥＦ８ｈ３～Ｆ８ｈ４３５５

本跡→SK１６９５縄文土器人為平坦外傾１２０．２８～０．１５０．５４～０．３５６．３４逆台形Ｎ－８１°－ＷＦ６ｄ０～Ｆ７ｄ２３５７

土師器人為平坦外傾９０．３２～０．１４０．５２～０．３２（８．９０）逆台形Ｎ－７８°－Ｗ～８２°－ＥＦ６ｄ０～Ｆ７ｄ２３５８

不明浅いＵ字緩斜１５～３３０．２０～０．１２０．６０～０．４０（１３．４５）Ｕ字形Ｎ－１７°－ＥＧ７ａ０～Ｇ７ｄ０３６２

単位はcmピット計測表
深さ短径長径番号深さ短径長径番号深さ短径長径番号
３０２７３７１３１６３０４５７４６４０４３１
１２２５２５１４３５３２３４８３５３３５０２
２１３１３２１５２５３５４０９２７３０３６３
２１２５２７１６６４３０３１１０２６３０３９４

２６３０３４１１４０３５４０５
３７３８３９１２１６４０４５６

第１３１図 第６８号ピット群実測図
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SI 143 SI 149
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P12

P13
P11

P14
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P15

SI 160

SK 1630
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SK
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1663
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354

F8i1

F7e9
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れた。平面形は長径２８～５０cmの円形あるいは楕円形で，深さは１３～３５cm

である。分布状況から建物は想定できない。覆土中から縄文土器片が出土

しているピットもあるが，時期・性格ともに不明である。

第７０号ピット群（第１３３図）

調査区南部のG７a９～G８d４区にかけての東西２２m，南北１２mの範囲から，柱穴状のピット２２か所が確認さ

れた。平面形は長径１９～４１cmの円形あるいは楕円形で，深さは１０～５９cmである。大部分は第１３９号住居跡内

にあり，径５mほどの円形状に分布しているが，第１３９号住居より新しいものである。覆土中から土師器片が

出土しているピットもあるが，時期・性格ともに不明である。

第１３２図 第６９号ピット群実測図

第１３３図 第７０号ピット群・出土遺物実測図

単位はcmピット計測表
深さ短径長径番号深さ短径長径番号深さ短径長径番号
３０２２２３１７１６２２２３９１２２３２３１
１２２５２５１８１２１８２０１０３１２３２３２
５２２５２８１９１３１９２１１１１６１８１９３
４３１５１８２０３２１９２１１２４９２４２７４
５９１８１９２１３８２０２１１３１０２３２５５
５４１６１８２２４２４０４０１４２５２１２７６

２２２６２８１５２９４０４１７
２２２６３８１６１１１９２０８

SI 142

SI 150

P3
P4

P5

P6

P7

P2

P1G7c1

単位はcmピット計測表
深さ短径長径番号深さ短径長径番号
１６３３３３５１８４１４１１
１３３４５０６２８２６２８２
３５３６４０７１６２５３１３

１３３５４０４

SI 148

SI 147

SI 151

SI 139

SI 156

P13

P16

P11

P17

P19

P18

P12

P15

P10
P9

P8
P7

P6

P5

P4

P3P2

P1

P14

P20

P21
P22

SI 140

SI 145

G7b8

132

第７０号ピット群出土遺物観察表（第１３３図）

備考出土位置手法の特徴ほか焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号
８０％
PL２４ピット１７坏部外面ヘラナデ 内面ヘラ磨き普通にぶい赤褐長石・石英・雲母－（４．６）８．０器台土師器１３２
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（４）遺構外出土遺物

今回の調査で出土した陶器・埴輪・石器などの遺構に伴わない遺物について，実測図（第１３４・１３５図）

と観察表を掲載する。

第１３４図 遺構外出土遺物実測図（１）

表１４ 時期不明ピット群一覧表

備考出土遺物
柱穴（長さの単位はcm）

位置番号
深さ短径長径平面形柱穴数

縄文土器・土師器１２～６４２５～４０２５～５０円形・楕円形１６Ｆ７d０～Ｆ８i３６８

縄文土器１３～３５２５～４１２８～５０円形・楕円形７Ｇ７c１～Ｇ７d１６９

土師器１０～５９１５～４０１９～４１円形・楕円形２２Ｇ７a９～Ｇ８d４７０

133

TP433 TP434 TP435

TP436

Q48

Q67
Q65

Q47

Q46

Q63

Q66

Q49 Q50 Q51 Q52

Q57Q55Q53 Q54
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第１３５図 遺構外出土遺物実測図（２）

Q56

Q60

Q58 Q59

Q62
Q61

備考出土位置特 徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

PL２６表土押圧剥離による調整安山岩５．５０．８２．１３．２スクレイパーＱ４６

PL２６表土表面は押圧剥離による調整 裏面は側縁部のみ調整珪質頁岩（２３．４）０．９２．８（１０．８）石匙Ｑ４７

PL２５表土両面に礫面を残して加工泥岩８３．６２．０５．１６．４打製石斧Ｑ４８

PL２５表土押圧剥離による調整チャート０．２００．２０．９１．１石鏃Ｑ４９

PL２５SI１４４押圧剥離による調整チャート０．２７０．３１．２１．４石鏃Ｑ５０

PL２５SI１３５押圧剥離による調整安山岩０．５００．３１．０１．８石鏃Ｑ５１

PL２５SI１４９押圧剥離による調整チャート０．３２０．２１．１１．４石鏃Ｑ５２

PL２５SI１３３調整痕不明トロトロ石０．５１０．４１．２１．６石鏃Ｑ５３

PL２５SI１３３押圧剥離による調整安山岩（０．６９）０．３（１．１）２．２石鏃Ｑ５４

PL２５SI１４０押圧剥離による調整瑪瑙（０．５５）０．４２１．１（２．２５）石鏃Ｑ５５

PL２５SI１３５押圧剥離による調整チャート０．７６０．２９１．６９２．１８石鏃Ｑ５６

PL２５SI１４７押圧剥離による調整安山岩１．０２０．３６１．３４２．６４石鏃Ｑ５７

PL２５SI１３３押圧剥離による調整安山岩１．０６０．４２１．３５２．７８石鏃Ｑ５８

PL２５SD３５４押圧剥離による調整珪質頁岩１．１８０．４２１．３１２．８７石鏃Ｑ５９

PL２５表土押圧剥離による調整チャート（１．７２）０．４８２．１４（２．５５）石鏃Ｑ６０

SD３５６A押圧剥離による調整安山岩（３．０６）０．７１１．９６（２．７０）尖頭器Ｑ６１

PL２６SI１４８外縁部押圧剥離による調整黒曜石０．９８０．３３２．０４２．２８石匙Ｑ６２

PL２６SI１４８両面に磨痕 両面から穿孔滑石（４．０）０．５（１．７５）（３．３）玦状耳飾りＱ６３

PL２５SD３５６A調整痕不明 刃部摩滅砂岩（１３３．２）（３．０）６．８（５．０）磨製石斧Ｑ６５

PL２６表土両端に抉り砂岩５．３０．６２．３３．０石錘Ｑ６６

PL２６表土両端部欠損 前面磨き泥岩（１５１．１）２．０２．４（１６．９）石棒Ｑ６７

備考出土位置特 徴焼 成色 調胎 土器種種別番号

表土凸帯台形状 １cmあたり５本の縦ハケ普通明赤褐長石・石英・雲母円筒埴輪TP４３３

表土凸帯剥落 １cmあたり９本の縦ハケ普通明赤褐長石・石英・雲母円筒埴輪TP４３４

表土１cmあたり８本の縦ハケ普通明赤褐長石・石英・雲母円筒埴輪TP４３５

表土外面同心円叩き 内面無文の当て具痕普通黄灰長石・石英・雲母甕須恵器TP４３６

遺構外出土遺物観察表（第１３４・１３５図）

備考出土位置手法の特徴ほか焼成色 調胎 土底径器高口径器種種別番号

５％SI１３９外・内面ロクロナデ 内面施釉普通灰黄細砂－（１．４）－高台付碗灰釉陶器１３３
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第４節 ま と め

今回の調査で，当上野古屋敷遺跡は平成１２・１３年度の調査で明らかにされているように旧石器時代から近世

までの複合遺跡であり，遺跡がさらに北西部へ広がっていることを確認した。各時代ごとのあり方について

は，『茨城県教育財団文化財調査報告』第２８５集１）（以下，『第２８５集』と略す）において詳細に述べられているの

で，ここでは今回の調査によって得られた事実関係を主要な時代についてのみ記述する。

１ 縄文時代

当時代の遺構は，標高２８mの台地平坦部を中心に竪穴住居跡１２軒，陥し穴３基，土坑３３基が確認されてい

るほか，西側斜面部から遺物包含層１か所が確認されている。これらの遺構からは，早期終末から前期初頭

の土器を主体として，早期中葉から中期中葉までの土器が出土している。各遺構の時期は，竪穴住居跡と土

坑が早期終末から前期前葉とみられるが，陥し穴については早期から中期の土器片が出土しており明確にす

ることはできない。遺物包含層は早期中葉から中期中葉までの土器が確認できることから，周辺に早期から

中期にかけての集落の存在が想定できる。前期前半の住居跡は，第２次調査において今回の調査区域の東側

にあたるG９区から確認されている。今回の調査によって，早期終末から前期前半の集落がさらに台地の西

側にまで広がっていたことが明らかになった。今回の調査で確認した住居跡は，南北４４m，東西３６mの範囲

に０．５～５mの間隔をもって分布している。中央部にやや大形の住居が存在し，その周辺に小形の住居跡が

点在している。各住居跡の詳細な時期を特定できないが，住居跡の分布状況から２時期にわたるものとみら

れる。今回の調査区と第２次調査の調査区の間は未調査部であり，集落の全体像は明らかでないが，二つの

単位集団からなる集落で，東側と西側の亜支谷が土器片などの捨て場であったことが想定できる。陥し穴

は，この地が集落と前後する時期に狩猟の場であったことを物語っている。

２ 弥生時代

当時代の遺構は，標高２８mの台地平坦部から竪穴住居跡３軒が確認されている。時期は，出土土器から後

期前葉とみられる。住居跡は，５～８mの間隔で南北に並んでいる。第２次調査において確認されている同

時期の住居跡は，今回の調査区の南東側にあたるH１０区付近から３軒，同じくH８区付近から４軒，西側に

あたるG６区から１軒である。今回の調査区の在り方を含めて，数軒の住居からなる単位集団が点在してい

る状況で，住居が特に集中して集落の核になる集団はみられない。住居跡の規模は，今回調査した第１４５号

住居跡が床面積４３m２と最大で，次いで第１３５号住居跡の３８m２で，第２次調査で確認した住居跡よりも規模は

大きいことから，今回の調査で確認された住居が集落の中心であった可能性がある。住居間における重複も

みられず，出土土器もおおむね同一時期であることから，１世代程度の短期の集落であったとみられる。

３ 古墳時代

当時代の遺構は，標高２８mの台地平坦部から竪穴住居跡９軒，土坑４基，溝跡１条が確認されている。住

居跡の時期は，前期前半が第１５４号住居跡の１軒，前期中葉が第１３７・１４９号住居跡の２軒，前期後葉が第

１３３・１４０・１４７・１４８号住居跡の４軒，前期後葉から中期前葉が第１３９号住居跡の１軒，中期後葉が第１４４号住

居跡の１軒である。前期の住居跡は，２～８mの間隔で存在しており，主軸方向も第１３３号住居跡がN－３４°

－Eを指しているほかは，いずれもN－２４°－W内外と規格性を有している。

第２次調査において確認されている同時期の住居跡は５４軒で，今回の調査区の東側にあたるF９・F１０区を

中心として，南側のG７区や南東側のG１０区などにもわずかではあるが分布している。今回の調査区とF９・

F１０区の間には未調査区域があり，集落としての全容は不明であるが，各々別の単位集団であったとみられ
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る。当集落は，『第２８５集』において述べられているように，数軒からなる単位集団が複数存在した集落構造

であったことは明らかである。

今回の調査において注目できることは，中期後葉の第１４４号住居跡が１軒ではあるが確認されたことであ

る。この時期の住居跡が未調査区域に存在している可能性はあるが，第２次調査では確認されておらず，し

かも，この住居跡はいわゆる初期竈を有しているのである。この時期の住居跡は谷を挟んで存在する上野陣

場遺跡において確認されているが，初期竈を有する住居跡は存在していない。つくば市域におけるこの時代

の初期竈は，島名前野東遺跡で１軒確認されているだけで，この地域における初期竈として稀少な例であ

る。

４ 平安時代

当時代の遺構は，標高２７．５mの台地緩斜面部から竪穴住居跡２軒が確認されている。時期は，両者ともに

９世紀後葉で，約２mの間隔をもって東西に並んでいる。第２次調査において確認されている同時期の住居

跡は７軒で，今回の調査区の東側にあたるG９区，H８区に分布している。第２次調査において確認されて

いる７軒は，散在はしているものの南北７０m，東西４５mの範囲に在り，今回確認された２軒とは約８０m離れ

ている。当期の住居は，今回の調査で台地の西方にまで広がっていたことが明らかになった。集落構造とし

ては，２，３軒の住居からなる単位集団が，ある程度の間隔をもって存在する散在型の集落であり，今回の

調査を含めて核となるような単位集団の存在は認められない。

５ 中・近世

当時代の遺構は，標高２８mの台地平坦部から斜面部にかけて墓坑２基，土坑６基，溝跡７条が確認されて

いる。第１・２次調査において当時代の遺構は多数確認されており，１５世紀後半から１６世紀代にかけて集落

が営まれていたことが明らかになっている。しかし，今回の調査では，江戸時代の墓坑２基のほかは，墓坑

の可能性がある土坑数基が認められるだけで，時期・性格ともに明らかな遺構はない。特に，中世の１５世紀

から１６世紀の遺構は明確でなく，中世において今回の調査区は集落の外周部にあたっていたとみられる。

以上，述べてきたように，今回の調査区は縄文時代（前期）と弥生時代（後期）及び古墳時代（前・中期）

においては断続的に集落が営まれ，それぞれ集落の中心部の一角をなしていたが，平安時代と中世以降にあっ

ては集落の外周部にあたっていたことが判明した。すなわち，縄文時代から古墳時代の集落は，第２次調査区

よりさらに北西に延びていることが明らかになったが，集落の時期や基本的な在り方は『第２８５集』において述

べられていることを訂正するような事実は認められなかった。

当遺跡の調査は，さらに継続して行われる予定であり，新たな事実が明らかになる可能性もあるが，各時代

ともに現在までの明らかになった様相が大きく変化することはないと思われる。

註
１）三谷正・大塚雅昭・桑村裕「上野古屋敷遺跡１ 中根・金田台特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅸ」『茨

城県教育財団文化財調査報告』第２８５集 ２００７年３月



写 真 図 版



PL１

遺跡遠景（南方上空から）

調査区（３区）全景



PL２

第１４６号住居跡
完 掘 状 況

第１３５号住居跡
完 掘 状 況

第１３５号住居跡
遺物出土状況



PL３

第１４０・１４５号住居跡
完 掘 状 況

第１３３号 住 居 跡
完 掘 状 況

第１３５号住居跡P７埋甕出土状況 第１４５号住居跡遺物出土状況



PL４

第１３７号住居跡
完 掘 状 況

第１３３号住居跡
遺物出土状況

第１３９号住居跡
完 掘 状 況



PL５

第１４０号住居跡
完 掘 状 況

第１３９号住居跡
遺物出土状況

第１４０号住居跡
遺物出土状況



PL６

第１４４号住居跡
完 掘 状 況

第１４７号住居跡
完 掘 状 況

第１４４号住居跡竃遺物出土状況 第１４４号住居跡貯蔵穴遺物出土状況



PL７

第１４２号住居跡
完 掘 状 況

第１４８号住居跡
完 掘 状 況

第１５０号住居跡
完 掘 状 況



PL８

第１６６３号土坑完掘状況

第１号陥し穴完掘状況

第１６７７号土坑遺物出土状況

第１６５２号土坑完掘状況

第１６９６号土坑完掘状況

第１６８１号土坑遺物出土状況

第１７０１号土坑遺物出土状況

第１６９０号土坑完掘状況



PL９

第２号遺物包含層遺物出土状況

第１７２０号土坑完掘状況

第１６４９号土坑遺物出土状況

第１７２１号土坑完掘状況

第３５６A号溝跡遺物出土状況

第１６９７号土坑遺物出土状況

第３５２・３５３号溝跡完掘状況



PL１０

SI１３８-TP８

SI１４３-TP２１

SI１３８-TP７

SI１４３-TP２５

SI１３６-TP３
SI１３６-TP４

SI１４３-TP１９
SI１４３-TP１８

SI１３６-TP２

SI１４３-TP２２

SI１３６-TP１

SI１３８-TP９

SI１４３-TP１６

SI１３８-TP６

SI１４３-TP３３

SI１４３-TP２６

SI１４３-TP２９

SI１４３-TP２８
SI１４３-TP３１

SI１４３-TP２７

SI１４６-TP３６ SI１４６-TP３９SI１４６-TP４２

SI１４３-TP１５

SI１４６-TP３７

SI１４３-TP３２

SI１３６-TP５

SI１３８-TP１０

第１３６・１３８・１４３・１４６号住居跡出土遺物



PL１１

第１５１・１５３・１５９～１６１号住居跡出土遺物

SI１５３-TP６９

SI１５１-TP５８

SI１５１-TP５７

SI１５３-TP６３
SI１５３-TP６０

SI１５１-TP５６

SI１５３-TP７５SI１５３-TP７４

SI１５３-TP７３

SI１５３-TP６１

SI１５３-TP７７

SI１５３-TP７６

SI１６０-TP２５９

SI１５９-TP９３

SI１５１-TP５３

SI１５９-TP１０３
SI１５９-TP１０１

SI１６１-TP２６２ SI１６１-TP２６３SI１６０-TP２６０ SI１６１-TP２６１

SI１５９-TP９４

SI１５９-TP９６
SI１５９-TP９７

SI１５９-TP９５

SI１５９-TP１０２

SI１５３-TP７８

SI１５１-TP５４

SI１５１-TP５２

SI１５１-TP５９

SI１５１-TP５５

SI１５３-TP７０
SI１５３-TP７１



PL１２

第１号陥し穴-TP１０５

SK１６７２-TP１５９

第２号陥し穴-TP１１３

第２号陥し穴-TP１０９

第３号陥し穴-TP１１６

第２号陥し穴-TP１１０

第２号陥し穴-TP１０８

SK１６７３-TP１６２

第１号陥し穴-TP１０７

第１号陥し穴-TP１０６
第２号陥し穴-TP１１２

第２号陥し穴-TP１１１

SK１６４７-TP１４２

第３号陥し穴-TP１１５

SK１６６３-TP１４９ SK１６６３-TP１５０

SK１６７２-TP１６０

SK１６６６-TP１５８

SK１６４７-TP１４３

第３号陥し穴-TP１１７

SK１６７２-TP１６１

SK１６６６-TP１５６

SK１６６６-TP１５５

SK１６６６-TP１５４

第２号陥し穴-TP１１４

SK１６７３-TP１６３

第３号陥し穴-TP１１９

SK１６４７-TP１４４

第３号陥し穴-TP１１８

第１～３号陥し穴，第１６４７・１６６３・１６６６・１６７２・１６７３号土坑出土遺物



PL１３

SK１７０６-TP２０２

SK１６９６-TP１８６

SK１７１７-TP２３２SK１７１４-TP２２５ SK１７０６-TP２０３

SK１７０１-TP１９７

SK１７１５-TP２２６

SK１６７８-TP１７２SK１６７７-TP１７１

SK１６９６-TP１８５

SK１６８６-TP１７９

SK１６９８-TP１８９

SK１７０６-TP２０４

SK１６８６-TP１７８

SK１６７７-TP１７０

SK１６８７-TP１８２

SK１６８１-TP１７５

SK１６９６-TP１８７

SK１６９８-TP１９０

SK１６８１-TP１７４

SK１６７７-TP１６９

SK１６８６-TP１８０

SK１６８１-TP１７３

SK１６９６-TP１８８

SK１６８７-TP１８１

第１６７７・１６７８・１６８１・１６８６・１６８７・１６９６・１６９８・１７０１・１７０６・１７１４・１７１５・１７１７号土坑出土遺物

SK１７０１-TP１９８

SK１７１４-TP２２４



PL１４

SK１７２２-TP２５４
SK１７２３-TP２５６

SK１８５５-TP４１９

SK１８５５-TP４１８

SK１８５５-TP４２０ SK１８５５-TP４２１

SK１７２３-TP２５７

SK１７２２-TP２５２

SK１７２２-TP２５０
SK１７２２-TP２５１

SK１７２２-TP２５３

SK１７２０-TP２３５
SK１７２０-TP２４１

SK１７２０-TP２４２
SK１７２１-TP２４６

SK１７２１-TP２４８
SK１７２０-TP２４４

SK１７１７-TP２３１
SK１７１７-TP２３０ SK１７１７-TP２３４

SK１７１７-TP２３３

SK１７２０-TP２３６ SK１７２０-TP２４０

第１７１７・１７２０・１７２１～１７２３・１８５５号土坑出土遺物
SK１７２１-２SK１７２０-１

SK１７２１-TP２４９



第２号遺物包含層出土遺物（１）

PL１５

TP２７５

TP２８９ TP２８６TP２８８

TP２７４ TP２６５ TP２６４ TP２６７ TP２６８

TP２６９

TP２７０ TP２７１ TP２７８ TP２７９

TP２９５ TP２８５ TP２９１ TP３１８

TP２８３ TP２８２
TP２８４ TP２７６



PL１６

第２号遺物包含層出土遺物（２）
TP３１４ TP３１３

TP３０６

TP２８７ TP３０４ TP２９０

TP３１５ TP２９６ TP３０２ TP２９７ TP２９４

TP３０１ TP３１９ TP３１７ TP３１２ TP２６６

TP３００ TP３０７ TP３０３ TP２９２ TP３１６

TP３１１ TP２８０ TP２９３ TP２９９

TP２９８ TP３０９ TP３１０ TP３０５



PL１７

第２号遺物包含層出土遺物（３）

TP３３０

TP２７６

TP３５１

TP３２９

TP３２５ TP３２７ TP３５７

TP３３４

TP３４５ TP３４７TP３４６

TP３３３

TP３３９

TP３４１ TP３４８ TP３４０

TP３４２ TP３４３ TP３４４

TP３２０ TP３２２ TP３２３ TP３２４ TP３２６

TP３２１

TP３３５ TP３３６ TP３３７ TP３３８



PL１８

第２号遺物包含層出土遺物（４）

TP３６１ TP３３２

TP３５４

TP３６４

TP３３８

TP３６５

TP３７９ TP３８０ TP３８２

TP３５６ TP３６０

TP３７６

TP３７１

TP３６２

TP３６９

TP３７５

TP３５５

TP３７３

TP３７０

TP３７８

TP３５３

TP３６３

TP３６７

TP３７７

TP３８５

TP３７４



PL１９

SI１３５-TP３９４

SI１３５-５

SI１４５-８

SI１３５-TP３９５

SI１３５-３

SI１３５-４

SI１５２-１２

第１３５・１４５・１５２号住居跡出土遺物



PL２０

第１３５・１４５・１５２・１４０・１４４・１４７・１５４号住居跡出土遺物

SI１４５-TP３９８

SI１４４-６９

SI１４５-TP３９７ SI１４５-TP４０１

SI１４４-７０

SI１４０-４６ SI１４７-８０

SI１３５-TP３９１

SI１３５-TP３９３

SI１３５-TP３８８

SI１３５-TP３９２ SI１３５-TP３８９

SI１４５-TP３９６

SI１３５-TP３９０

SI１５２-TP４０２

SI１５４-９７

SI１４４-７１

SI１４０-４７

SI１５２-TP４０３

SI１３５-TP３８７

SI１４５-TP３９９

SI１４０-４８

SI１４５-TP４００



PL２１

第１３７・１３９・１４０・１４７・１４９号住居跡出土遺物

SI１３９-２７

SI１４９-９０

SI１３９-２８ SI１３９-２９

SI１３９-３１

SI１３７-１７ SI１４７-８１

SI１４０-５３SI１４０-５０ SI１４０-５２



PL２２

第１３３・１３９号住居跡出土遺物
SI１３９-４３ SI１３９-４４

SI１３９-４１ SI１３９-４２

SI１３３-１５ SI１３９-４０



PL２３

第１３９・１４０号住居跡出土遺物
SI１４０-６３ SI１４０-６４

SI１３９-３６ SI１３９-３５

SI１３９-３３ SI１３９-３８



PL２４

第１３５・１３７・１４０・１４４・１４９・１４２・１５０号住居跡・第３５６A号溝・第７０号ピット群出土遺物

SI１４２-１１１ SI１４２-１１３

SI１４４-７８ SI１４９-９６

SI１４０-５５ SI１４０-６６ SI１４４-７３

SI１４２-１１２ SI１４２-１１４ SI１４２-１１６

SI１５０-１１８ SD３５６A-１２８ PG７０-１３２

SI１４２-DP１１

SI１４０-DP８ SI１４０-DP１０

SI１３７-DP３ SI１４０-DP６SI１４０-DP５

SI１４０-DP７

SI１４０-DP４

SI１４０-DP９ SI１３５-DP２



PL２５

遺構外-Q４８

包含層-Q１８ 包含層-Q２０ 包含層-Q２１ 包含層-Q２２

包含層-Q２４ 包含層-Q１９ SI１５６-Q５ SI１４３-Q３

遺構外-Q６５ 包含層-Q１７

第１４３・１５６号住居跡・第１６５２・１６６６号土坑・第２号遺物包含層・遺構外出土遺物

Q５６Q５５ Q５７ Q５９Q５８ Q６０

Q５０Q４９ Q５１ Q５３Q５２ Q５４

SK１６６６-Q１０包含層-Q１４包含層-Q１５SK１６６６-Q９ SK１６５２-Q８SI１４３-Q２SI１４３-Q１

遺構外

遺構外



PL２６

遺構外-Q６７ 遺構外-Q６２

遺構外-Q４７

SI１５３-Q４ 遺構外-Q６３

SK１６４９-M３

SK１６４９-M４ SK１７１８-M２
SI１５４-
M１

SK１６９７-M５

遺構外-Q４６ 包含層-Q１２ 包含層-Q１６

遺構外-Q６６ SI１３９-Q２５ SI１３９-Q２６ SI１３９-Q２７SI１４４-Q２９

Q３１Q３０ Q３２ Q３３ Q３５

SI１５３-Q２８

第１５３・１３９・１４４・１５４号住居跡・第２号遺物包含層・第１７１８・１６４９・１６９７号土坑・遺構外出土遺物

Q３９Q３８ Q４０ Q４２Q４１ Q４３

SI１４４

SI１４４

Q３７

Q４５

Q３６

Q４４

Q３４
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